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うえだ・まこと　同校に赴任して17年目。進路指導部長。国語科。
大阪府・私立宣真高校　1920（大正９）年設立／全日制／普通科／女子校／１学年約350人／
2023年度卒業生進路実績　国公立大は、神戸市外国語大に１人が合格。私立大は、龍谷大、関西大、
近畿大、桃山学院大などに延べ130人が合格。短大・専門学校進学180人。就職30人。

　「多様な進路の生徒がいる本校の進路講話では、すべての生徒が自分事と捉え、
将来を前向きに考えられるように話すことを心がけています」と語る上田先生。昨
年の１月に行った、２年生対象の進路学習の授業では、ラジオのお悩み相談室とい
う設定で、生徒が進路希望調査に書いた悩みに上田先生が答える動画を製作して
流した。「選んだ進路が自分に向いているのか不安で、分からなくなってきました」
という悩みに、「悩みを抱えたままのあなたで大丈夫。そんなあなただからこそ、目
の前のものを大切にすることができるはずです」と答えた。現在３年生となった生
徒は、「自分のことかなと思えて、先生の言葉がすっと入ってきました」と振り返る。
　生徒全員と向き合う一方で、生徒が自分らしい生き方をできるように、一人ひと
りにも寄り添う。上田先生に小論文の作成について相談した看護学科志望の生徒
は、「チーム医療や安楽死についてどう考えるかを先生と話すうちに、私が目指した
い看護のあり方が見えてきました」と、自身の変化を語る。「大切なのは、自分がどう
ありたいか。その答えは生徒の中にしかありません。生徒が自分でそれに気づける
よう、これからも生徒に向き合い、寄り添い続ける教員でありたいと思っています」。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

全員と、一人ひとりと
大阪府・私立宣

せんしん
真高校　上田 誠先生
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高校版1月号
特集テーマ連動
オンラインセミナー開催のご案内

生徒の学びの機会をどう保障するか？
― 多様化する生徒、学びを組織的に
　 支援するための視点とリーダーシップ

参加費無料

生徒の学びの機会を保障する上での課題と先進事例特集解説

多様化する生徒、学びを組織的に支援するための管理職の視点とアクション
対 談

Session 1

Session 2

※プログラムの内容は変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。

（お申し込み時にいただいたご質問への回答を含むセッションとなります）

2025年3月18日（火）
15時30分～17時00分

オンライン（Zoom配信）
※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。
※登壇者の都合等により、配信内に録画再生を含む場合があります。

右の2次元コード、
または下記URLからお申し込みください。
https://benesse-hs.jp/z7xv3

2025年3月14日（金）

開催日時 参加申し込み方法

参加申し込み締め切り

形  式

対談　登壇予定
オンラインセミナー

I N F O RM A T I O N

福井大学連合教職大学院 教授、
独立行政法人教職員支援機構 フェロー

中森 一郎  先生

本誌特集

本誌の特集に対する

にセミナーで
お応えします。

もっと知りたい
もっと聞きたい

本オンラインセミナーで
は、お申し込み時のアン
ケート（2025年2月17日
受け付け分まで）におい
て多くいただいたご質問
にお応えします。

VIEW next編集部 統括責任者

柏木 崇

代半ばまでの私は、廊下ですれ違う生徒が身を硬くす

るような厳しい教師でした。厳しくする理由は曲がっ

たことが嫌いな性格にありましたが、生徒になめられたくない

といった思いも根底にはありました。そのため、校内での生徒

の行動や容儀について厳しく指導し、生徒を管理する存在とし

て虚勢を張っていたのです。

　そんな私が、ある年の２年生のクラス担任を務めることにな

りました。そのクラスには、校則違反の常連の生徒も多く、実

際に１年生の時に生徒指導で厳しく接した生徒が何人もいまし

た。「あの子たちと毎日向き合うのか。これは一層厳しく接す

るしかない」。しかし私は、すぐに考え直しました。生徒たち

は叱られても同じことを繰り返してきました。担任になった私

がさらに厳しく接しても、溝が深まるだけではないか……。

　担任としてのあり方を何日も考え、たどり着いた答えは、「自

分が変わること」でした。叱られてばかりの生徒たちは、承認

欲求が満たされていないはずだ。私が彼らを信じ、味方になる

ことで、彼らが変わるかもしれない。そう考えたのです。

　始業式で担任が私だと知った生徒たちは悲鳴を上げました。

クラス開きの時に戦々恐々としていた生徒に私は、「君たちの

ことを信じる」と言いました。保護者会でも、「子どもたちを

信頼しましょう」と保護者にお願いしました。

　もちろん、校則違反を見逃すことはありませんでしたが、頭

ごなしに叱ることはやめ、生徒の話を聞くようになりました。

また、生徒をよく観察するようにもなりました。あのグループ

はいつもゲームの話で盛り上がっている、あの2人は最近仲よ

しだ……。そうした、今まで気にもしなかったことに目を向ける

ようになると、自然と生徒が話しかけてくるようになりました。

内での私のクラスの評価は「騒がしい」から「明るい」

に変わりました。不登校気味の生徒が毎日登校するよ

うになると、同僚は「何があったの？」と驚きました。生徒に

なめられたくないといった私の気負いもなくなっていました。

　私はそのクラスを２年間受け持ちました。難関大学に多くの

生徒が合格したことはうれしかったですが、「大東先生のよう

な教師になりたい」と、教職を志す生徒が現れたことも喜びで

した。その生徒は今、同僚として私と同じ学校で働いています。

　およそ20年前、鎧を脱いで生徒とかかわったことで、私は

今も教師を続け、やりがいを感じることができています。

大東先生が指導のスタンスを変えることができた理由
と、現在に至るまでの成長を、大東先生に憧れて教職
の道に進んだ教え子の声を交えながら紹介したウェブ
オリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article30304/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。
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https://view-next.benesse.jp/
本誌記事は、ウェブサイト でもご覧いただけます。

印刷製本／（株）協同プレス　編集協力／（有）ペンダコ　撮影協力／荒川　潤、岸　隆子、筒井岳彦、
ヤマグチイッキ　イラスト協力／カモ
※本文中のプロフィールはすべて取材時のものです。また、敬称略とさせていただきます。
※本誌記載の記事、写真の無断複写、複製及び転載を禁じます。 　©Benesse Corporation 2025

発問・課題設定をキーに見る 
主体的・対話的で深い学び　授業実践28

 28 地学　
  山形県立鶴岡中央高校　五十嵐雄大
 32 数学
  東京都立両国高校・附属中学校　小笠原大

ひ ろ た か

峻
	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

探究学習　つながり、伴走する教師たち36

  新潟県立長岡向陵高校
	 	 テーマ　探究×産学官連携　
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

事例で深める！　学習評価38

  北海道当別高校
	 	 テーマ　「総合的な探究の時間」の学習評価
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

指導変革の軌跡40

  埼玉県・私立西武学園文理中学・高校
	 	 実践型教育の推進
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

大学入試トレンド解説44

  2025年度大学入試の出願指導ポイントと
  今後の大学入試に向けて求められること
	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

Reader’s VIEW52

特集2

先生なら、どうしますか？ 巻頭

虚勢を張ってきた私が、問題を起こし続ける生徒に
「君たちを信じる」と伝え、まず自分が変わることを誓った

大阪府・私立箕
み の お
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おおとう

東範行

生徒の学びの機会をどう保障するか？
	 4	 課題整理　現代の高校生の「学びの機会」はどのような課題に直面しているのか
	 8	 現状把握　学びの機会を保障する取り組み・制度
	 10	 遠隔授業　北海道高等学校遠隔授業配信センター
	 13	 定時制　宮城県・仙台市立仙台大

たい

志
し

高校
	 16	 通信制　岡山県・私立岡山理科大学附属高校通信制課程
	 19	 地域連携　HAMADA教育魅力化コンソーシアム
	 22	 地域連携　宮崎県立高千穂高校
	 25	 本特集を振り返って　福井大学連合教職大学院　教授　中森一郎	× 編集部　統括責任者　柏木崇
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　今年度の弊誌の特集は、「読解力の育成」「定期考査の廃止」「非認知能
力の育成」「自己調整学習」といった、そう遠くない未来に、多くの学校
において話題や課題に上がると思われるテーマを取り上げてまいりまし
た。ただ、それらはいずれも、生徒にとって学校という場や学びの機会
が保障されている前提でお伝えしてきたものです。
　しかしながら、現在の日本の学校教育においては、生徒の学びの機会
の保障が危ぶまれる事態が生じています。そのレベルは、学校や地域全
体に及ぶものから個々の生徒の中で起きているものまで様々です。そし
て、今号でご紹介する事例の学校等が置かれている状況や環境が読者の
先生のご勤務校と異なる場合、一見すると、本特集のテーマはご自身と
は関係の薄いものだと思われるかもしれません。ただ、事例の各校等が
向き合われている課題は、その規模や影響の範囲の大小に違いはあれど、
本質的には多くの学校で生じている課題、あるいは今後顕在化してくる
可能性のある課題だと思われます。ぜひそうした視点で本特集をお読み
いただき、自校の生徒の学びの機会を今後、どう保障していくのかとい
う問いを考える一助にしていただけますと幸いです。

　  編集部　統括責任者　柏木　崇

  P. 4	 課題整理
	 	現代の高校生の「学びの機会」は
	 	どのような課題に直面しているのか
  P. 8	 現状把握
	 	学びの機会を保障する取り組み・制度
 P. 10	 事例 1　遠隔授業　北海道高等学校遠隔授業配信センター
	 	 小規模校が多様な教科・科目を設置できるよう、
	 	 ＩＣＴを活用し、リアルタイムに授業を配信
P. 13 	 事例 2　定時制　宮城県・仙台市立仙台大

たい

志
し

高校
	 	 生徒の入学動機、学習歴、学びの特性を理解し、
	 	 安全・安心な学習の場をつくる
 P. 16	 事例 3　通信制　岡山県・私立岡山理科大学附属高校通信制課程
	 	 生徒が学び方を選んで学ぶ環境を整備し、
	 	 自分のペースで自立できるよう、生徒を支援
	 P. 19	 事例 4　地域連携　HAMADA教育魅力化コンソーシアム
	 	 学校と地域、そして学校同士がつながり、
	 	 各校が教育活動を充実させる
	 P. 22	事例 5　地域連携　宮崎県立高千穂高校
	 	 地域の教育資源を生かした学校魅力化を
	 	 ３町と県立高校が協働して推進
	 P. 25	 本特集を振り返って　
	 	 社会のシステムの一環として、学校が社会とつながり、
	 	 多様な生徒の学びを保障する
	 	 福井大学連合教職大学院　教授、独立行政法人教職員支援機構　フェロー　中森一郎
	 	 編集部　統括責任者　柏木　崇

© gyro / iStock
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、

自
校
は
何
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

生

※『VIEW next』高校版・次年度誌面に関する読者アンケート 2023・2024 年度、『VIEW next』高校版読者モニ
ターアンケートを基に編集部で作成。

人口が減少している地域では、
高校入試での競争がなくなり、

中学生にとって学習するインセンティ
ブが少ない。コミュニティーの同質化
が進んだ結果、学びに価値を見いだせ
ない保護者が増えている。さらに、良
質な私立学校や学習塾、大学等の教育
資源は都市部に集中している。教育環
境は悪化する一方だ。　　（千葉県・公立）

現任校のある地域は、子どもの
数が減り続けている。今後、学

級数がさらに減り、教師の数も減れ
ば、学校行事等の維持が難しくなるだ
ろう。教師１人あたりの仕事量が増え
ることで、授業研究等にも影響が出る。
それらの問題に対応するためには、教
師の配置数の増加が必要だ。

（栃木県・公立）

少子化が進む中で、地域の生徒
や保護者に「選ばれる学校」と

して魅力を高めるヒントや実践例を知
りたい。　　　　　　　　（愛媛県・公立）

目標や目的があって入学してき
た生徒が、思い描いた高校での

学びと実際の学びとのギャップを感じ
て、学ぶ意欲が低下している例が見ら
れる。　　　　　　　　　（静岡県・公立）

不登校の生徒数が増加してい
る。それに加え、オンライン学

習による単位認定がされることも話題
になっている。それらの対応が急務だ
と感じている。　　　　 （三重県・私立）

通信制課程の教師から話を聞
くと、「全日制に行けないから

通信制に行く」という生徒や保護者の
価値観が変わりつつあると感じる。通
信制でも探究学習に取り組み、非認知
能力の育成や自己肯定感の向上に力を
入れている。通信制のそうした取り組
みや心理的安全性の担保といった視点
を、全日制の私たちも学ぶべきだと思
う。　　　　　　　　　　（栃木県・私立）

「総合的な探究の時間」におけ
る活動だけで、探究学習を意味

のある学びにすることは難しい。もっ
と根本から変えなければならないと考
えている。　　　　　　（和歌山県・公立）

自治体を挙げて探究学習に力を
入れている地域もあるが、本校

の近隣には大学がなく、地域に企業も

少ない。どのように地域と連携すれば
よいか考えあぐねている。（福井県・公立）

地域の企業や団体との連携が
あたり前になってきているが、

連携先への依頼や交渉に時間がかかっ
ていて大変だ。他校ではどのように取
り組んでいるのかを知りたい。

（山口県・公立）

学校の小規模化

生徒の多様化

探究学習等の学びの充実

生徒の学びの機会を保障することについて
学校現場の課題感
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子
ど
も
の
数
の
減
少
が
続
い
て
い
る
。

２
０
１
０
年
は
約
１
２
１
万
人
だ
っ
た
15
歳

人
口
は
、
23
年
に
約
１
０
８
万
人
ま
で
減
少

し
、
29
年
に
は
１
０
０
万
人
を
割
り
込
む
見

通
し
で
、
38
年
に
は
約
74
万
人
ま
で
減
少
す

る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
だ
（
図
１
）。

　
高
校
に
在
籍
す
る
生
徒
数
も
減
少
し
て
い

る
（
図
２
）。
そ
の
た
め
、
各
自
治
体
で
は
、

公
立
高
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
関
す

る
議
論
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
既
に
多

く
の
地
域
で
高
校
の
統
廃
合
が
進
ん
で
い

る
。
23
年
に
は
、
約
29
％
の
市
区
町
村
に
お

い
て
公
立
高
校
の
立
地
が
「
０
」、
約
35
％

の
市
区
町
村
に
お
い
て
、「
１
」
と
な
っ
て

い
る
（
＊
１
）。
中
で
も
北
海
道
は
、
公
立

高
校
の
立
地
が
「
０
」
ま
た
は
「
１
」
の
市

区
町
村
の
割
合
が
83
・
８
％
を
占
め
て
い
る
。

　
１
９
９
０
年
か
ら
の
約
30
年
間
で
、
高
校

数
は
全
国
で
約
７
０
０
も
減
少
し
た
が
、
そ

れ
で
も
生
徒
数
の
減
少
の
ペ
ー
ス
に
比
べ
る

と
、
高
校
数
の
減
少
の
ペ
ー
ス
は
や
や
緩
や

か
と
言
え
る
（
図
２
）。
そ
の
分
、
着
実
に

進
行
し
て
い
る
の
が
、
学
校
の
小
規
模
化
だ

（
図
３
）。
１
９
９
１
年
度
か
ら
の
30
年
間
で
、

19
学
級
以
上
の
高
校
の
割
合
は
約
64
％
か
ら

約
34
％
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
一
方
で

６
学
級
以
下
の
高
校
の
割
合
は
30
年
間
で

２・５
倍
に
な
っ
て
い
る
。

　
24
年
12
月
に
公
開
さ
れ
た
文
部
科
学
省

「
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
の
「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」（
以

下
、「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」）
に
お
い
て
も
、

少
子
化
が
加
速
す
る
中
、
公
立
高
校
の
適
正

配
置
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
小
規
模
校
の
教

育
条
件
の
改
善
が
国
の
重
要
課
題
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

　
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
な
い
、
ク
ラ
ブ
活
動

や
部
活
動
の
種
類
が
限
定
さ
れ
る
、
教
師
の

加
配
な
し
に
は
習
熟
度
別
指
導
な
ど
の
ク
ラ

ス
の
枠
を
超
え
た
多
様
な
指
導
形
態
が
取
り

に
く
い
、
そ
し
て
、
配
置
で
き
る
教
師
の
数

が
限
ら
れ
る
た
め
、
生
徒
が
履
修
で
き
る
科

目
が
限
ら
れ
る
…
…
学
級
数
が
少
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
、
様
々
な
学
校
運
営
上
の
問
題
が

生
じ
る
。「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」
で
は
、

そ
う
し
た
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
と
し
て
、
遠
隔
授
業
の
活
用
や
学
校
間
連

携
な
ど
を
例
示
し
て
い
る
。
生
徒
が
履
修
で

き
る
教
科
・
科
目
等
の
選
択
肢
を
増
や
す
こ

と
は
、
生
徒
の
多
様
な
興
味
・
関
心
や
学
習

ニ
ー
ズ
に
応
え
、
希
望
進
路
を
実
現
す
る
上

で
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
複
数
の

高
校
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
興
味・

関
心
に
応
じ
た
多
様
な
探
究
学
習
を
実
施
す

る
取
り
組
み
も
、
少
子
化
が
加
速
す
る
地
域

の
高
校
に
と
っ
て
は
大
き
な
意
義
を
持
っ
て

い
る
。

　「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」
で
は
、
高
校
は

地
方
創
生
の
核
と
な
る
存
在
で
あ
り
、
学
校

の
存
続
は
地
域
の
存
続
に
も
か
か
わ
る
重
要

な
課
題
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
小
規
模

校
の
教
育
力
の
最
大
化
と
教
育
条
件
の
改
善

を
図
る
こ
と
が
、
国
や
自
治
体
、
そ
し
て
学

校
現
場
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

＊１　文部科学省「学校基本調査」

現
代
の
高
校
生
の「
学
び
の
機
会
」は

ど
の
よ
う
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
の
か

中
学
校
を
卒
業
し
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
生
徒
が
高
校
に
進
学
し
て
い
る
中
で
、
15
歳
人
口
の
減
少
に
よ
り
、

学
級
数
の
減
少
な
ど
、
生
徒
の
学
び
の
機
会
の
維
持
が
困
難
な
地
域
が
既
に
発
生
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
の
入
学
動
機
や
学
習
歴
、
進
路
な
ど
は
多
様
化
し
て
お
り
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
対
応
・
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
、
生
徒
の
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
上
で
直
面
し
て
い
る
課
題
を
整
理
す
る
。

課題整理

学
級
数
の
少
な
い
学
校
で
は
、

学
校
運
営
上
の
様
々
な
問
題
が
表
面
化

学
校
の
小
規
模
化

課
題

1
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15歳人口の推移図1

高校の学校規模の変遷（全日制、公立、本校のみ）図３

1991年度

2001年度

2011年度

2021年度

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

※単位以下を四捨五入等により、合計が 100％にならない場合がある。　※文部科学省「学校基本調査」

高校数と高校の生徒数の推移図２

※学校数、生徒数は、いずれも国立・公立・私立学校（全日制・定時制）、中等教育学校後期課程（1999 年度以降）の合計値（専攻科、別科の生徒数を含む）。
※文部科学省「学校基本調査」

※文部科学省「第15回高等学校教育の在り方ワーキンググループ参考資料３」　※各年、前年 10月～当年９月時点での人口を集計。
※2008年から2023年までは、総務省人口推計の年齢別人口より、2024年から 2038年までは、総務省人口推計の年齢別人口（2023 年10月１日時点）2023 年
資料より算出。
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（
年
）

（
年
）

生徒数
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0.6
3.7 13.4 17.9 23.8 26.3 14.2

1.2
6.0 17.4 26.7 29.2 17.3 2.0

2.6 6.8 19.8 30.8 31.5 8.0 0.5

4.0 6.9 21.3 33.5 26.9 7.0 0.2

３学級以下
４～６学級

７～12学級 13～18 学級 19～24 学級 25～30 学級 31学級以上

2010年
約121万人

2023年
約108万人 2029年

約99万人

2038年
約74万人

1988年度
（学校数がピーク）
学校数：5,512校

生徒数：553万3,000人

1989年度
（生徒数がピーク）
学校数：5,511校

生徒数：564万4,000人

2023年度
学校数：4,848校

2023年度
生徒数：293万4,000人

生徒の学びの機会をどう保障するか？
特集
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高校で、知的発達に遅れはないものの、
学習面または行動面で著しい困難を示すとされた
生徒数の割合（学級担任回答）

図５
不登校児童生徒数の推移図４

知的発達に遅れはないものの、学習面または行動面で
著しい困難を示すとされた生徒が、校内委員会におい
て現在、特別な教育的支援が必要と判断されているか

図６

　
現
在
、
高
校
へ
の
進
学
率
は
約
99
％
に
達

し
て
い
る
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
入
学
動
機

や
興
味
・
関
心
、
学
習
意
欲
や
希
望
進
路
、

そ
し
て
小
・
中
学
校
で
の
学
習
歴
や
生
活
環

境
な
ど
は
極
め
て
多
様
だ
。

　
し
か
し
、
学
校
の
立
地
や
リ
ソ
ー
ス
な
ど

に
伴
う
制
約
に
よ
り
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
切
れ
て
い
な
い
面

も
あ
る
の
が
実
情
だ
ろ
う
。
特
に
近
年
は
、

中
学
校
段
階
ま
で
に
不
登
校
を
経
験
し
た
生

徒
が
増
加
し
て
い
る
（
図
４
）。
23
年
度
は
、

小
・
中
学
校
で
約
35
万
人
の
児
童
生
徒
が
、

高
校
で
は
約
６
万
８
０
０
０
人
の
生
徒
が
不

登
校
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
の
学
校
種
で

も
過
去
最
多
と
な
っ
て
い
る
（
＊
２
）。
そ

う
し
た
生
徒
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

こ
と
は
、
高
校
現
場
に
と
っ
て
も
重
要
な
課

題
と
言
え
る
。

　
ま
た
、
知
的
な
発
達
に
遅
れ
は
な
い
も
の

の
、
学
習
面
や
行
動
面
で
著
し
い
困
難
を
抱

え
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
生
徒
が
、

通
常
の
学
級
に
お
い
て
も
一
定
数
在
籍
し
て

お
り
、
そ
う
し
た
生
徒
の
支
援
は
、
授
業
だ

け
で
な
く
、
学
校
生
活
全
般
に
お
い
て
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
教
師
は
少
な
く
な
い
（
図

５
）。
学
校
全
体
で
生
徒
を
支
援
す
る
た
め

に
は
、
校
内
委
員
会
を
設
置
し
、
生
徒
の
実

態
把
握
や
支
援
内
容
の
検
討
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
状
況
は
各
校
に
整

い
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
該
当
生
徒
が
十
分
な

支
援
を
受
け
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
が
現

状
だ
（
図
６
）。

　
生
徒
の
多
様
な
能
力
や
適
性
、
興
味
・
関

心
な
ど
に
応
じ
た
学
び
を
実
現
す
る
場
と
し

て
近
年
、
存
在
感
を
高
め
て
い
る
の
が
、
多

様
な
学
習
ス
タ
イ
ル
を
可
能
と
す
る
定
時
制

課
程
や
通
信
制
課
程
だ
。
特
に
、
通
信
制
課

程
に
在
籍
す
る
生
徒
数
は
大
幅
に
増
加
し
て

い
る
。

　「
審
議
ま
と
め
（
素
案
）」
で
は
、
全
日
制・

定
時
制
課
程
の
不
登
校
生
徒
の
学
習
機
会
の

確
保
の
た
め
の
遠
隔
授
業
及
び
通
信
教
育
の

活
用
が
提
言
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
体
制・

環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の

学
校
の
あ
り
方
や
学
校
・
課
程
の
枠
に
と
ら

わ
れ
ず
、
校
内
外
と
の
柔
軟
な
連
携
に
よ
っ

て
教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

推定値（95％信頼区間）

学習面または行動面で著しい困難を示す 2.2% (1.7% ～ 2.8%) 

学習面で著しい困難を示す 1.3%（0.9% ～1.7%)

行動面で著しい困難を示す 1.4%（1.0% ～1.9%)

学習面と行動面ともに著しい困難を示す 0.5%（0.3% ～ 0.7%)

※「学習面で著しい困難を示す」とは、「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推
論する」の１つ、あるいは複数で著しい困難を示す場合を指す。「行動面で著しい
困難を示す」とは、「不注意」「多動性・衝動性」、あるいは「対人関係やこだわり
等」について１つ、あるいは複数で問題を著しく示す場合を指す。

※文部科学省　2022 年「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする
児童生徒に関する調査結果について」

推定値（95％信頼区間）

必要と判断されている 20.3%（10.3% ～ 36.1%）

必要と判断されていない 79.0%（55.0% ～ 92.0%)

不明 0.7%（0.3% ～1.9%)

※文部科学省　2022 年「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする
児童生徒に関する調査結果について」

※文部科学省　令和 5 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸
課題に関する調査結果概要
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計346,482人

小学校130,370人

中学校216,112人

＊２　文部科学省　令和 5 年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査結果概要

不
登
校
の
経
験
者
が
増
加
し
、

特
別
な
支
援
も
大
き
な
課
題
に

生
徒
の
多
様
化

課
題
2
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探究学習で設定する課題（１年生）図７

探究学習の効果として手応えを感じていること・
今後力を入れたいこと（学校の変化）図８

　「
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
」
に
お
け
る
議
論
の
中
で
、
新
し

い
時
代
に
対
応
し
た
高
校
教
育
の
あ
り
方
の

１
つ
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
高
等

教
育
機
関
や
地
域
社
会
等
の
関
係
機
関
と
連

携
・
協
働
し
た
高
度
な
学
び
だ
。
高
校
段
階

で
は
、
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
て
必

要
な
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
や
、
社
会
の

形
成
に
主
体
的
に
参
画
す
る
た
め
の
資
質
・

能
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
実
現
に

向
け
て
は
、
地
方
公
共
団
体
や
企
業
、
大
学

※数値は調査の有効回収数（722校）に対する割合。

※ベネッセコーポレーション教育情報センター　2024年度「新課程及び教育活動全般に
関する調査」

※数値は調査の有効回収数（722校）に対する割合。

※ベネッセコーポレーション教育情報センター　2024年度「新課程及び教育活動全般に
関する調査」

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
地

域
・
社
会
の
問
題
解
決
に
向
け
た
探
究
学
習
、

教
科
等
横
断
的
な
学
び
の
場
が
必
要
だ
。

　
そ
う
し
た
学
び
の
中
核
を
担
う
「
総
合
的

な
探
究
の
時
間
」
に
お
い
て
、
身
近
な
地
域・

自
治
体
に
関
す
る
こ
と
が
、
特
に
１
年
生
の

探
究
学
習
の
課
題
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
（
図
７
）。
ま
た
、
教
師
自
身

も
、
探
究
学
習
を
通
し
た
地
域
と
の
連
携
強

化
に
、
手
応
え
を
感
じ
た
り
、
今
後
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
た
り
し
て
い
る
（
図
８
）。

　
近
年
、
各
校
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事
業
体
）
を
構
築

し
た
り
、
複
数
の
高
校
が
連
携
・
協
働
し
て

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
・
共
有
し
た
り
す

る
事
例
が
増
え
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
地
域

連
携
の
充
実
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
少
子
化
や
人
口
減
少
な
ど
で
社
会
構
造
が

変
化
す
る
中
、
魅
力
的
で
質
の
高
い
学
校
教

育
を
、
地
方
や
小
規
模
の
高
校
に
お
い
て
も

実
現
し
続
け
る
た
め
に
は
、
地
域
の
多
様
な

人
材
が
学
校
教
育
に
か
か
わ
り
、
協
働
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「学校の小規模化」「生徒の多様化」「探究学習
等の学びの充実」という３つの課題に対応し、
生徒の学びの機会を保障する取り組み・仕組
みとして、「遠隔授業」「定時制」「通信制」「地
域連携」について見ていく。

現状把握は P.8／事例は P.10より

個人の興味・関心のあること
身近な地域・自治体など

進路・キャリア
SDGs

日本の社会問題
教科・科目と関連づけた内容

理数
修学旅行先

学校改善
平和学習
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■
手応えを
感じていること

■
今後力を
入れたいこと

社
会
に
開
か
れ
た
学
び
を

い
か
に
し
て
実
現
す
る
か

探
究
学
習
等
の
学
び
の
充
実

課
題
3

生徒の学びの機会をどう保障するか？
特集
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学びの機会を保障　  する取り組み・制度
 生徒の入学動機や学習歴、自分に合う学び方や希望進路などが多様化し、中学校までに不登校を経験した生 　　　  徒の数が増加するなど、教師には、これまで以上に生徒一人ひとりのニーズに向き合うことが求められている。

 少子化により、高校をそれまでの規模で維持することが困難になる地域が全国的に発生するなど、学校を取り     　　　巻く環境が厳しくなる中、多様な生徒の学びの機会の保障につながっている取り組み・制度の現状を確認する。

地域連携

定時制

育てたい生徒像を地域とともに描き、教育活動を推進

勤労青年の学びの場から、学び直し・自立支援の場に

　「社会に開かれた教育課程」や探究学習は、学校や教師だけで実現するもの
ではない。特に、配置できる教師の数が限られる小規模校では、コミュニティ・
スクールの導入（全国の公立高校の37％が導入＊1）や専門知を有するコーディネー
ターの配置など、地域社会との連携・協働が求められる。
　高校が自治体、高等教育機関、産業界等との協働により、高校生と地域課題
のマッチングを効果的に行うためのコンソーシアムを構築し、地域の問題の解決
等に挑む探究的な学びを実現する取り組みを推進することで、地域振興の核とし
ての高校の機能強化を図るケースもある。また、地域住民、保護者、企業、団
体などから幅広い参画を得ながら、生徒に育みたい資質・能力を共有し、双方向
の連携・協働に取り組む地域学校協働本部（全国の公立高校の19％をカバー＊1）
も注目されている（右図）。
　ただ、そうした活動の実現にはコーディネート機能の拡充が求められているが、
「雇用にかかる経費負担」「コーディネーターの職務が不明確」「学校や行政にお
けるコーディネーターの役割に対する理解が不十分」といった課題（＊2）もある。

　かつて定時制課程は、就業等のために全日制課程に進学できない生徒に高校
教育の機会を提供するものとして制度化され、その役割を果たしてきた。近年は
社会の変化に伴い、働きながら学ぶ生徒の数が減少する一方で、全日制課程を
中途退学した生徒や、中学校までに不登校を経験した生徒など、様々な入学動
機や学習歴を持つ生徒が多く入学するようになった。17年度の調査（＊1）では、
「小・中学校及び前籍校における不登校経験がある生徒」は、定時制課程にお
いて39.1％となっている。
　従来、定時制課程の修業年限は原則「４年以上」であったが、履修上無理が
なければ、全日制課程と同様、３年での卒業が認められる。近年、午前・午後・
夜間の部の３部制を設ける昼夜間定時制高校が増加しており、午前の部に在籍
する生徒が午後の部の一部を履修することなどにより、３年間で卒業が可能と
なっている。定時制課程は、全日制課程に比べ、学習時間や時期、方法などを
自分のペースに合わせて選択できることから、学習上の困難を抱える生徒の学び
直しや自立支援などの面でも期待されている（右図）。

※文部科学省　2019年度「地域との協働による高等学校教育改
革推進事業」PDCAサイクル構築のための調査研究「高校と地域
をつなぐ人材の在り方に関する研究会」報告書

＊1　文部科学省　令和６年度コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動実施状況調査（概要）
＊2　文部科学省　2019年度「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」PDCAサイクル構築
のための調査研究「高校と地域をつなぐ人材の在り方に関する研究会」報告書

＊1　文部科学省平成29年度委託調査研究報告書「定時制・通信制高等学校における教育の質の確
保のための調査研究」 P.13で事例を紹介

P.19、P.22で事例を紹介

定時制課程の特徴例図

高校と地域をつなぐ
コーディネート機能の位置づけ図

昼夜間２部制の定時制で、１部に在籍してい
る生徒が、２部で開設される科目を履修でき
る場合、３年間で卒業が可能に。また、生徒
の生活パターン等に合わせた科目の履修も可
能。

単位制や総合学科を置く定時制では、生徒が
自分の進路や興味・関心などに応じて履修科
目を選べるよう、選択科目を充実させている
ところもある。

細かな校則を設けたり、制服を指定したりせ
ず、一般社会で求められるルールやマナーを
守ることを生徒に求める定時制も少なくない。

高校における
コーディネート機能

協働体制におけるコーディネート機能

地域における
コーディネート機能

•地域社会とかかわる教育課
程の企画・運営・⽀援

•地域側との連絡調整・情報
提供

•学校への地域資源の活⽤
•地域系部活動等の教育課
程外の地域探究や活動の
⽀援

•地域との連携・協働に係る
研修の企画・実施　など

•組織体制の構築・運営（ビジョン・計画づくり、事業・会議の運営等）
•外部資源獲得（ふるさと納税、寄附等）
•⼤学・⺠間企業等との連携・協働　など

•地域資源（人・もの・こと・
課題等）の掘り起し

•学校側との連絡調整・情報
提供

•学校外での高校生を含む活
動の企画・⽀援

•地域留学等新しい人の流れを
つくる企画・調整（下宿等含む）

•卒業生とのつながり構築や
活動⽀援　など
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学びの機会を保障　  する取り組み・制度現状把握

 生徒の入学動機や学習歴、自分に合う学び方や希望進路などが多様化し、中学校までに不登校を経験した生 　　　  徒の数が増加するなど、教師には、これまで以上に生徒一人ひとりのニーズに向き合うことが求められている。
 少子化により、高校をそれまでの規模で維持することが困難になる地域が全国的に発生するなど、学校を取り     　　　巻く環境が厳しくなる中、多様な生徒の学びの機会の保障につながっている取り組み・制度の現状を確認する。

通信制

遠隔授業

インターネットの利点を生かした教育で、生徒数、学校数ともに増加

生徒の履修科目や不登校生徒の学び方の選択肢を拡大

　通信制課程は、通信手段を主体とし、生徒が自宅などで個別に自学自習する
こととして、レポート（添削指導）・スクーリング（面接指導）・テスト（試験）な
どの方法により教育を実施し、ホームルーム活動や学校行事といった特別活動
も行われている。定時制課程同様、不登校を経験した生徒や全日制の学びが合
わなくなった生徒の学びの場として注目されている。2005年の高校生全体に占
める通信制課程の生徒の割合は4.8％であったが、24年には9.1％を占めるまで
になった（右図）。学校数も、175校（05年）から303校（24年）にまで増加（＊1）。
近年は、週1日以上通学して学ぶ「通学コース」で学ぶ生徒が増えている。
　インターネット環境を活用して、小・中学校の学習内容の学び直しから国内・
海外の大学受験対策、さらにはプログラミングや職業体験、起業家の指導・助
言を受けられる問題解決型学習など、多様な学習コンテンツを用意し、従来の
学びに飽き足らない生徒が主体的に通信制課程を選択するケースも増えているよ
うだ。だが、一部の通信制高校には、レポートやスクーリング、テストの内容が
高校教育としてふさわしいとは言えないものが見られ、質の確保・向上を一層図っ
ていくことが求められている（＊1）。

　2015年４月から、全日制・定時制課程の高校において、対面により行う授業
と同等の教育効果があると認められる場合、受信側に当該教科の免許状を持っ
た教師がいなくても、同時双方向型の遠隔授業が可能になった。相当免許状を
有する教師が少ない科目や、小規模校における幅広い選択科目について遠隔授
業を行うことで生徒の学習機会の充実を図ることがねらいだ。また、24年度か
らは、不登校の生徒が自宅などで同時双方向型の遠隔授業を受けた場合でも単
位の修得が可能になった。現在、遠隔授業は、卒業までに修得を要する単位数
（74単位）のほぼ半分にあたる36単位を上限（＊1）として認められている。
　文部科学省は、「COREハイスクール・ネットワーク構想」において、複数の
小規模高校と都市部の高校が教育課程を共通化し、同時双方向型の遠隔授業
を行う調査研究を23年度まで実施し、その成果や課題を分析した。それによる
と生徒は、遠隔授業に対して肯定的な評価をしており（右図）、教師も同様だった。
一方で、画面を通じた学習活動が中心となるため、生徒の集中力が途切れやす
いといった課題も明らかにしている（＊2）。

＊1 病室等において病気療養中の生徒等に対して遠隔授業を行う場合には、単位数上限の算定には
含めない。
＊2 令和５年度 文部科学省委託事業 「COREハイスクール・ネットワーク構想における小規模高等学
校ネットワークモデルに関する調査研究」最終報告書

＊1 文部科学省「通信制高等学校の現状と文部科学省の取組について」

※令和５年度  文部科学省委託事業「COREハイスクール・
ネットワーク構想における小規模高等学校ネットワークモデ
ルに関する調査研究」最終報告書

※文部科学省「学校基本調査」

「COREハイスクール・ネットワーク構想」の同時双
方向型の遠隔授業では、44.4%の生徒が遠隔授業と
通常の授業について、「どちらも変わらない」と回答。
対面授業と比較して一定の制約があるにもかかわら
ず、「遠隔授業の方がよく理解できる」「遠隔授業の
方がどちらかといえば理解できる」とする回答も
20%を超えた。

P.10で事例を紹介

P.16で事例を紹介

通信制課程で学ぶ高校生図

遠隔授業について、通常の授業（対
面授業）と比べてどう思うか図

遠隔授業の方が
よく理解できる

普通の授業の方が
よく理解できる

どちらも
変わらない

遠隔授業の方がどちら
かといえば理解できる

普通の授業の方がどちら
かといえば理解できる

10.0 10.9 44.4 13.221.5
（％）

全日制・定時制
289万8415人

高校生の11人に1人は
通信制で学んでいる

通信制
29万118人
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面
積
が
広
大
な
北
海
道
は
、
学
校
間
の
距

離
が
あ
る
た
め
、
統
廃
合
が
難
し
く
、
高
校

が
小
規
模
化
し
や
す
い
。
実
際
、
道
立
の
全

日
制
高
校
１
８
８
校
の
う
ち
、
約
３
割
が
１

学
年
１
学
級
だ
。
小
規
模
校
は
教
職
員
数
が

少
な
い
た
め
、設
置
で
き
る
教
科
・
科
目
が
限

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
進
学
を
目
指
す
生

徒
の
中
に
は
、
都
市
部
の
高
校
に
進
学
せ
ざ

る
を
得
な
い
者
も
い
た
。
そ
う
し
た
課
題
を

受
け
て
、
北
海
道
教
育
委
員
会
は
２
０
２
１

年
４
月
、小
規
模
校
に
授
業
を
配
信
す
る
「
北

海
道
高
等
学
校
遠
隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
た
。
佐
藤
豊と

よ

記き

次
長
は
こ
う
語
る
。

　「
小
規
模
校
に
進
学
し
た
生
徒
も
、自
ら
の

可
能
性
を
最
大
限
に
伸
ば
し
、希
望
進
路
を

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、授
業
を
配

信
し
て
い
ま
す
。多
様
で
質
の
高
い
授
業
を

提
供
す
る
こ
と
は
、都
市
部
へ
の
生
徒
の
流

出
を
防
ぎ
、地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
材

を
育
て
る
点
で
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
セ
ン
タ
ー
は
高
性
能
カ
メ
ラ
や
マ
イ

ク
、
モ
ニ
タ
ー
な
ど
、
様
々
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
備
え
、
教
師
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
ツ
ー
ル

を
活
用
し
て
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
授
業
を
配
信

し
て
い
る
（
写
真
１
・
2
）。
受
信
校
の
教

室
に
も
大
型
モ
ニ
タ
ー
や
マ
イ
ク
な
ど
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
生
徒
は
画
面
越
し
に
同
セ

ン
タ
ー
の
教
師
と
や
り
取
り
を
す
る
。
生
徒

は
１
人
ず
つ
端
末
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
教

材
な
ど
の
受
送
信
は
各
自
の
端
末
で
行
う
。

例
え
ば
、
教
師
が
送
信
し
た
デ
ジ
タ
ル
プ
リ

ン
ト
に
、
生
徒
が
端
末
上
で
取
り
組
ん
だ
場

合
、
生
徒
が
端
末
の
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
に

進
路
支
援
グ
ル
ー
プ
チ
ー
フ

山
本
龍 

や
ま
も
と
・
り
ょ
う

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
英
語

科
。

次
長佐藤

豊
記 

さ
と
う
・
と
よ
き

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
地

理
歴
史
・
公
民
科
。

進
路
支
援
グ
ル
ー
プ

飯
嶋
め
ぐ
み 

い
い
じ
ま
・
め
ぐ
み

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
理
科

（
化
学
）。

進
路
支
援
グ
ル
ー
プ

加
藤
将
司 

か
と
う
・
し
ょ
う
じ

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
英

語
科
。

進
路
支
援
グ
ル
ー
プ

千
葉
康
平 

ち
ば
・
こ
う
へ
い

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
。

進
路
支
援
グ
ル
ー
プ

大
島
恵
子

お
お
し
ま
・
け
い
こ

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
数
学

科
。

進
路
支
援
グ
ル
ー
プ

小
上
泰
弘 

こ
じ
ょ
う
・
や
す
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
国
語

科
。

設
立
　
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
　

所
在
地
　
北
海
道
札
幌
市
（
北
海
道
有
朋
高
校
内
）

教
師
数
　
25
人
（
セ
ン
タ—

長
１
人
、
次
長
１
人
、
国
語

科
１
人
、
地
理
歴
史
・
公
民
科
３
人
、
数
学
科
７
人
、
理

科
３
人
、
外
国
語
科
５
人
、
芸
術
科
３
人
、
情
報
科
１
人
）

セ
ン
タ
ー
概
要

小
規
模
校
が
多
様
な
教
科・
科
目
を
設
置
で
き
る
よ
う
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
授
業
を
配
信

北
海
道
高
等
学
校
遠
隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー

北
海
道
教
育
委
員
会
は
２
０
２
１
年
４
月
、「
北
海
道
高
等
学
校
遠
隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー
」（
通
称
Ｔ
─

ｂ
ａ
ｓ
ｅ
。＊
１
）
を
開
設
し
、小
規
模
校
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
授
業
の
配
信
を
始
め
た
。
受
信
校
の
生
徒
と
信
頼
関
係
を
築
く
機
会
は
授
業
時
の
み
が
基
本
と
な
る
中
、
授
業
づ
く
り
に
最
大
限
、
時
間
を
割
こ
う
と
、

同
セ
ン
タ
ー
は
業
務
の
精
選
・
効
率
化
を
徹
底
。
教
師
は
新
た
な
試
み
に
も
挑
戦
し
、
互
い
に
学
び
合
い
な
が
ら
、
授
業
を
日
々
進
化
さ
せ
て
い
る
。

遠隔授業

事例 1

遠隔授業の現状について
P.９で解説

ど
の
地
域
に
住
む
生
徒
に
も
、

希
望
進
路
の
実
現
を
支
援
し
た
い

＊１　T-baseの由来は、T
•

ele T
•

eaching（遠隔授業を）、T
•

ied T
•

riangle（同センター、受信校、教育委員会の三者がしっかりと結びついて）、T
•

onnden base（屯田［同
センターの所在地］から発信する拠点）である。
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入
力
し
て
い
る
画
面
を
、
教
師
は
モ
ニ
タ
ー

で
見
な
が
ら
、
適
宜
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
。

　
配
信
教
科
・
科
目
は
受
信
校
の
希
望
に
応

じ
て
設
定
さ
れ
、
24
年
度
は
保
健
体
育
と

美
術
、
家
庭
以
外
の
８
教
科
29
科
目
で
、
週

２
５
０
時
間
に
上
っ
た
（
図
１
）。
国
語
、

数
学
、
英
語
は
習
熟
度
別
授
業
の
希
望
が
多

く
、
主
に
大
学
進
学
を
目
指
す
生
徒
向
け
の

授
業
を
担
当
し
て
い
る
。
１
コ
マ
は
50
分
間

で
、
授
業
開
始
時
刻
は
全
受
信
校
で
統
一
し
、

午
前
は
毎
時
50
分
、
午
後
は
毎
時
25
分
だ
。

受
信
校
で
は
、
授
業
に
教
師
ま
た
は
学
習
支

援
員
が
立
ち
会
い
、
生
徒
を
支
援
し
て
い
る
。

　
な
お
、
遠
隔
授
業
の
単
位
認
定
の
要
件
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
教
師
は
担
当
の
受
信
校
を

年
２
回
訪
れ
、
対
面
授
業
を
行
う
。
ま
た
、

学
習
評
価
は
受
信
校
の
内
規
に
沿
っ
て
行
う

た
め
、
同
じ
科
目
で
も
評
価
方
法
が
学
校
に

よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
る
。
定
期
考
査
は

受
信
校
の
試
験
日
程
に
合
わ
せ
て
実
施
し
、

単
元
テ
ス
ト
は
実
施
日
を
事
前
に
生
徒
に
伝

え
た
上
で
授
業
時
間
内
に
行
う
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
授
業
を
担
当
す
る
教
師
は

23
人
で
、
受
信
校
の
生
徒
に
よ
り
よ
い
授
業

を
届
け
よ
う
と
、
様
々
な
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
英
語
の
授
業
で
は
、
集
音
マ
イ
ク
で
は
生

徒
個
々
の
声
が
聞
き
取
り
に
く
い
と
い
う
問

題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
生
徒
が
メ
タ
バ
ー

ス
の
空
間
に
入
り
、
各
自
の
端
末
の
マ
イ
ク

を
使
う
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞
き
取
る
こ
と
が

で
き
た
。

　
化
学
の
授
業
で
は
、
普
通
教
室
で
も
実
施

で
き
る
、
色
の
変
化
を
見
取
る
実
験
を
考
案
。

実
験
で
使
う
材
料
は
、
対
面
授
業
で
受
信
校

を
訪
れ
た
時
に
担
当
教
師
に
預
け
、
遠
隔
授

業
で
実
験
を
行
う
際
に
生
徒
に
渡
し
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
日
本
史
探
究
」
を
担
当
す
る
千
葉
康こ

う
へ
い平

先
生
は
、
受
信
校
の
所
在
地
の
歴
史
を
踏
ま

え
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　「
受
信
校
が
沖
縄
に
修
学
旅
行
に
行
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
受
信
校
が
所
在
す
る
地

域
の
戦
争
に
関
す
る
歴
史
に
触
れ
、
住
民
と

し
て
戦
争
の
遺
産
と
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い

か
を
考
え
て
み
よ
う
と
問
い
か
け
ま
し
た
」

　
受
信
校
の
生
徒
は
画
面
越
し
に
教
師
を
見

る
こ
と
に
な
る
点
に
留
意
し
て
行
動
し
て
い

る
と
、
数
学
科
の
大
島
恵
子
先
生
は
語
る
。

　「
例
え
ば
、
教
科
書
を
持
つ
手
の
位
置
を

カ
メ
ラ
の
画
角
に
入
る
高
さ
に
上
げ
て
、
今

何
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
次
に
何
を
行

う
の
か
が
、
視
覚
的
に
も
生
徒
に
伝
わ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
と
の
関
係
づ
く
り
も
工
夫
し
て
い

る
。
国
語
科
の
小こ

上じ
ょ
う

泰
弘
先
生
は
、
同
セ
ン

会
う
機
会
が
限
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、

生
徒
と
の
関
係
づ
く
り
を
重
視

配信教科・科目数　8教科29科目／国語（古典探究）、地理歴
史（地理総合、地理探究、歴史総合、日本史探究、世界史探究）、
公民（公共、倫理、政治・経済）、数学（数学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、数学Ａ・
Ｂ・Ｃ）、理科（科学と人間生活、物理基礎、物理、化学、生
物基礎、生物）、芸術（音楽Ⅰ、書道Ⅰ）、外国語（英語コミュニケー
ションⅠ・Ⅱ・Ⅲ、論理・表現Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ）、情報（情報Ⅰ）
配信授業数　週250時間

教師1人あたりの授業数　週12時間（最大）、担当校6校（最大）

受信校数　31校（地域連携校29校、離島の協力校2校）

受講生徒数　861人　

受信校の場所　

同センターは札幌市に所在。※同センター資料を基に編集部で作成。

写真２　音が漏れないよ
う、防音パネルで囲んだ個
別ブースは、教師がインター
ネットで資材を探して作成し
た。ブース内のホワイトボー
ドを２面にしたり、教師が
持つ教科書が画角に入るよ
うカメラの位置を調整した
りと、日々工夫している。

写真１　遠隔授業の配信の様子。大きなモニターには受信校の生徒
が、小さなモニターには受信校に配信している画面が映し出されて
いる。背景のグリーンバックでクロマキー合成（＊２）が可能だ。

個別ブース　７室

ブースの中

オープンスペース　６か所

2024年度　遠隔授業の配信状況図１

＊２　映像の一部から特定の色の成分を分離し、そこに別の映像を合成する技術。
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タ
ー
に
赴
任
時
に
、
授
業
以
外
に
接
点
が
な

い
受
信
校
の
生
徒
と
の
関
係
づ
く
り
に
つ
い

て
、
周
り
の
教
師
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
振

り
返
り
シ
ー
ト
の
活
用
を
勧
め
ら
れ
た
。
そ

こ
で
早
速
、
授
業
に
取
り
入
れ
た
。

　「
今
年
度
は
生
徒
に
毎
授
業
、振
り
返
り
を

入
力
さ
せ
て
い
ま
す
が
、私
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
る
か
ら
か
、生
徒
は
毎
回
丁
寧
に
入
力

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。生
徒
と
の
信
頼
関
係

の
構
築
の
た
め
に
始
め
ま
し
た
が
、生
徒
の

コ
メ
ン
ト
は
私
の
授
業
改
善
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。生
徒
に
と
っ
て
は
自
分
の
理
解
度
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。書
く
頻
度
が
高
い
こ
と
で
、

文
章
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

　
生
徒
の
学
び
の
た
め
に
受
信
校
の
教
師
と

の
関
係
も
大
切
に
し
て
い
る
と
、
英
語
科
の

加
藤
将し

ょ
う

司じ

先
生
は
語
る
。
　

　「
例
え
ば
、授
業
の
冒
頭
に
行
う
英
会
話
の

ペ
ア
活
動
の
時
に
、受
信
校
の
生
徒
数
が
奇

数
だ
っ
た
場
合
は
、授
業
に
立
ち
会
っ
て
い

る
受
信
校
の
教
師
に『
今
日
は
Ａ
さ
ん
と
組

ん
で
も
ら
え
ま
す
か
』と
、生
徒
と
一
緒
に
活

動
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

受
信
校
の
教
師
か
ら
生
徒
の
様
子
を
聞
い

て
、
授
業
中
の
声
か
け
に
生
か
し
て
い
ま
す
」

　
そ
の
よ
う
に
遠
隔
授
業
で
関
係
性
を
築
い

た
上
で
、
対
面
授
業
で
実
際
に
受
信
校
の
生

徒
や
教
師
に
会
い
、
生
徒
や
学
校
の
状
況
を

把
握
し
て
、
授
業
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
教
師
の
授
業
改
善
を
支
え

て
い
る
の
が
、
業
務
の
精
選
・
効
率
化
と
教

師
間
の
情
報
共
有
、
挑
戦
し
続
け
る
風
土
だ
。

　
会
議
は
危
機
管
理
に
か
か
わ
る
緊
急
時
の

み
に
し
か
行
わ
ず
、
朝
礼
や
職
員
会
議
も
実

施
し
て
い
な
い
。
情
報
は
す
べ
て
チ
ャ
ッ
ト

に
上
げ
、
教
師
の
所
在
を
問
わ
ず
情
報
を
共

有
。
ま
た
、
共
有
で
き
る
情
報
は
す
べ
て
開

示
し
、
職
位
に
よ
っ
て
情
報
格
差
が
生
じ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
進
路
支
援
グ
ル
ー
プ

チ
ー
フ
の
山
本
龍り

ょ
う

先
生
は
、
こ
う
語
る
。

　「
実
施
す
る
会
議
を
絞
り
、資
料
は
す
べ
て

デ
ー
タ
で
共
有
す
る
な
ど
、効
率
化
を
図
っ

た
結
果
、前
任
校
と
比
べ
て
授
業
づ
く
り
に

か
け
ら
れ
る
時
間
が
大
幅
に
増
え
ま
し
た
。

遠
隔
授
業
は
ほ
ぼ
前
例
が
な
い
た
め
、
受
信

校
の
希
望
に
応
え
る
授
業
を
い
か
に
実
現
す

る
か
、
自
分
た
ち
で
答
え
を
創
っ
て
い
ま
す
」

　
誰
も
が
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
る

と
、
同
セ
ン
タ
ー
の
開
設
時
か
ら
在
籍
す
る

大
島
先
生
は
語
る
。

　「
何
事
も
試
し
、
駄
目
な
点
は
改
善
す
る
、

そ
の
繰
り
返
し
で
す
。
授
業
も
教
師
間
で
よ

く
見
合
い
ま
す
。『
ジ
グ
ソ
ー
法
を
用
い
た

授
業
を
し
ま
す
』
な
ど
、
チ
ャ
ッ
ト
に
発
信

さ
れ
た
こ
と
が
気
に
な
れ
ば
授
業
を
見
に
行

き
、
居
合
わ
せ
た
教
師
と
気
づ
き
を
伝
え
合

い（
写
真
３
）、
有
益
な
情
報
は
チ
ャ
ッ
ト
で

共
有
し
ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が
試
行
錯
誤
し

て
い
る
の
で
、
教
師
間
で
質
問
し
や
す
い
雰

囲
気
が
あ
り
ま
す
」

　
授
業
中
の
機
材
ト
ラ
ブ
ル
は
チ
ャ
ッ
ト
で

状
況
を
伝
え
、
手
の
空
い
て
い
る
教
師
が
か

け
つ
け
て
支
援
す
る
。
ま
た
、
実
現
し
た
い

ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
、
ア
プ
リ
の
開
発
企
業

や
デ
ジ
タ
ル
機
材
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
も
よ
く

質
問
・
相
談
し
て
い
る
。
教
師
が
必
要
な
機

材
を
探
し
出
し
、
教
育
委
員
会
に
予
算
交
渉

を
す
る
な
ど
、
よ
り
よ
い
授
業
の
実
現
に
向

け
て
、
様
々
な
手
を
尽
く
し
て
い
る
。

　
受
信
校
の
生
徒
は
学
び
た
い
教
科
・
科
目

を
履
修
で
き
て
い
る
か
ら
か
、真
剣
に
授
業
に

臨
ん
で
い
る
と
、飯
嶋
め
ぐ
み
先
生
は
言
う
。

　「
今
年
度
、
履
修
者
が
少
人
数
の
『
化
学
』

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
週
４
回
あ
る
授
業

を
、
生
徒
は
休
む
こ
と
な
く
出
席
し
て
い
ま

す
。
毎
回
真
剣
に
授
業
を
受
け
て
い
る
生
徒

を
前
に
、
私
は
ど
ん
な
授
業
を
す
れ
ば
、
そ

の
生
徒
の
心
に
火
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
考
え
を
巡
ら
せ
、
模
索
し
な
が
ら
授

業
を
進
め
て
い
ま
す
」

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
受
信
校
以
外
の
生
徒
も

無
料
で
受
講
で
き
る
、
長
期
休
業
中
の
講
習

や
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
実
施
し
て
い
る
。
遠

隔
授
業
に
関
心
を
持
つ
学
校
や
生
徒
も
増
え

て
い
る
た
め
、
受
講
者
数
は
拡
大
し
続
け
て

い
る
（
図
２
）。

　「
受
信
校
数
は
、
25
年
度
に
は
32
校
に
増

え
る
予
定
で
す
。
規
模
が
拡
大
し
て
も
、
各

校
の
希
望
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
築
く
こ
と

が
今
後
の
課
題
で
す
」（
佐
藤
次
長
）

長期休業中の講習：ライブ配信・オンデマンド配信
全道に同時配信、大学入試に対応した発展的な内容。
2024年度春季	 ３日間	 10講座	 延べ578人参加
2024年度夏季	 10日間	 28講座	 延べ758人参加
2024年度冬季	 ８日間	 22講座	 延べ532人参加

進路ガイダンス　
生徒対象７回（入試情報、学習法、公務員セミナーなど）
教師対象８回（入試情報、小論文対策など）

模擬試験の講評　
問題分析、解法の概要、今後の学習ポイント

※同センター資料を基に編集部で作成。

写真３　授業の見学はいつでも可能。担当教科・科目にか
かわらず、機材の使い方や教材の提示の仕方などを気軽
に相談・質問することを通して、ノウハウを共有している。

遠隔での進路支援図２

ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
推
奨
す
る

文
化
が
、授
業
を
よ
り
よ
く
す
る
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仙
台
大
志
高
校
は
Ⅰ
部
（
授
業
時
間
帯
は

朝
か
ら
夕
方
ま
で
）、
Ⅱ
部
（
授
業
時
間
帯

は
昼
休
み
後
か
ら
夜
間
ま
で
）
を
設
置
。
学

年
の
区
別
が
な
い
単
位
制
を
採
用
し
て
い

る
。
入
学
し
た
生
徒
の
中
に
は
、
就
業
等
の

理
由
で
全
日
制
高
校
を
選
ば
な
か
っ
た
生
徒

も
い
る
が
、
近
年
は
多
く
の
定
時
制
高
校
同

様
、
全
日
制
高
校
を
中
途
退
学
し
た
生
徒
や
、

中
学
校
時
代
に
不
登
校
を
経
験
し
た
生
徒
が

増
え
て
い
る
。「
生
徒
の
入
学
動
機
や
学
習

歴
は
多
様
だ
が
、
す
べ
て
の
生
徒
に
自
分
の

将
来
を
実
現
す
る
力
を
育
む
こ
と
が
本
校
の

使
命
」
と
山
田
善
弘
校
長
は
語
る
。

　
同
校
が
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
地
域
の

人
た
ち
と
接
し
、
社
会
性
や
他
者
と
の
関
係

づ
く
り
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
貢

献
活
動
だ
。
そ
の
１
つ
が
、
自
治
会
（
生
徒

会
）
が
企
画
・
運
営
す
る
「
Ｇ
Ｔ
カ
ル
チ
ャ

ー
」
と
い
う
文
化
交
流
事
業
で
、
教
師
や
自

治
会
の
生
徒
と
、
同
校
が
所
在
す
る
仙
台
市

宮
城
野
区
の
五
輪
地
区
町
内
会
が
協
働
し
、

紅
花
染
め
や
水
引
に
よ
る
小
物
作
り
、
災
害

対
策
講
座
、ヨ
ガ
講
座
な
ど
を
、２
０
１
５
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
24
年
度
は
ド
ロ
ー

ン
を
使
っ
た
親
子
教
室
を
開
催
し
た
（
P. 
14

写
真
１
）。

　「
生
徒
が
子
ど
も
た
ち
に
ド
ロ
ー
ン
の
操

作
を
教
え
る
様
子
を
見
た
地
域
の
人
た
ち
に

は
、
仙
台
大
志
高
校
が
地
域
の
学
校
だ
と
実

感
し
て
も
ら
え
た
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
は
ほ
か
に
も
地
域
清
掃
活
動
を
定
期

的
に
実
施
（
P. 

14
写
真
２
）
す
る
な
ど
、
地

域
と
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
地
域
の

人
た
ち
も
生
徒
を
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
生
徒
は
や
り
が
い
を
持
っ

て
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
し
、
自
分
に

ど
の
よ
う
な
社
会
貢
献
が
で
き
る
か
を
考
え

る
こ
と
で
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
よ
う
で
す
」（
山
田
校
長
）

　
多
様
な
入
学
動
機
や
学
習
歴
を
持
つ
生
徒

に
向
き
合
う
同
校
の
教
師
に
は
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
個
性
や
特
性
、
ニ
ー
ズ
を
見
取
り

な
が
ら
授
業
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
『
誰
も
が
活
躍

で
き
る
学
校
』
を
掲
げ
る
本
校
の
教
師
は
、

様
々
な
配
慮
や
工
夫
を
し
な
が
ら
授
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
私
が
授
業
を
見
学
す
る
中
で

そ
れ
ら
を
特
に
感
じ
る
の
は
、
心
情
的
な
支

援
の
面
で
す
。
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
よ
う
、

小
さ
な
成
長
も
見
逃
さ
ず
に
褒
め
、
間
違
っ

た
答
え
や
言
葉
足
ら
ず
の
意
見
に
つ
い
て

教
頭橋本

正
裕 

は
し
も
と
・
ま
さ
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

教
頭板橋

俊
文 

い
た
ば
し
・
と
し
ふ
み

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

校
長山田

善
弘 

や
ま
だ
・
よ
し
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。

生
徒
の
入
学
動
機
、学
習
歴
、学
び
の
特
性
を
理
解
し
、

安
全
・
安
心
な
学
習
の
場
を
つ
く
る

宮
城
県・
仙
台
市
立
仙
台
大た

い

志し

高
校

宮
城
県
・
仙
台
市
立
仙
台
大
志
高
校
は
、
昼
夜
２
部
制
で
単
位
制
の
定
時
制
高
校
だ
。
同
校
の
生
徒
の
入
学
動
機
や
学
習
歴
、

高
校
で
の
学
習
の
目
的
や
希
望
す
る
生
活
ス
タ
イ
ル
は
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
校
は
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
つ
つ
も
、

自
ら
考
え
、
行
動
し
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

定時制

事例 2

定時制の現状について
P.８で解説

地
域
貢
献
活
動
を
通
じ
て
、

生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る

全
員
参
加
の
研
修
で
教
師
が
学
ぶ

安
全・
安
心
な
学
習
環
境
づ
く
り
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も
、『
な
ぜ
、
そ
う
思
っ
た
の
か
』
と
投
げ

か
け
、
生
徒
が
考
え
る
材
料
と
す
る
こ
と
で
、

そ
う
し
た
つ
ま
ず
き
を
思
考
力
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
機
会
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
入
学
前
に
不
登
校
を
経
験
し
た

生
徒
が
少
な
く
な
い
た
め
、『
分
か
っ
て
い

る
よ
ね
』『
習
っ
た
よ
ね
』
と
い
っ
た
前
提

で
授
業
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
点
に
も

配
慮
が
感
じ
ら
れ
ま
す
」（
山
田
校
長
）

　
ほ
か
に
も
、「
聞
く
・
書
く
・
話
す
な
ど
、

複
数
の
活
動
を
並
行
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

苦
手
な
生
徒
に
配
慮
す
る
」「
ノ
ー
ト
を
写

す
の
が
苦
手
な
生
徒
の
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

プ
リ
ン
ト
を
効
果
的
に
活
用
す
る
」
と
い
っ

た
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
授
業
改
善
を
組
織
的
に
進
め
る
た
め
、
特

別
支
援
教
育
な
ど
の
専
門
家
を
招
い
た
全
教

師
対
象
の
校
内
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　「
24
年
度
は
、
公
認
心
理
師
を
講
師
に
招

き
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら
、

生
徒
が
学
習
に
集
中
し
や
す
い
掲
示
の
仕
方

や
座
席
配
置
、
生
徒
へ
の
情
報
伝
達
の
工
夫

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
研
修
の
ポ
イ

ン
ト
は
プ
リ
ン
ト
に
ま
と
め
、
非
常
勤
講
師

に
も
共
有
し
ま
し
た
。
開
講
科
目
数
が
多
い

本
校
で
は
、
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
授
業
改

善
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
」（
橋
本
正

裕
教
頭
）

　
山
田
校
長
は
互
見
授
業
を
強
く
推
奨
し
て

お
り
、
教
師
間
で
の
授
業
公
開
は
少
な
く
と

も
年
に
一
度
は
行
う
よ
う
、
教
師
に
求
め
て

い
る
と
い
う
。

　
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
を
理
解
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
４
月
に
実
施
し
て
い
る
の
が

「
生
徒
を
知
る
会
」
だ
。
特
に
、
特
性
上
の

課
題
を
抱
え
、
指
導
上
、
特
別
な
配
慮
が
必

要
な
生
徒
に
関
す
る
情
報
は
、
非
常
勤
講
師

も
含
め
て
共
有
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
中
学
校
か
ら
の
申
し
送
り
や
入
学
前
相

談
会
で
保
護
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相
談
な
ど

を
基
に
、『
こ
の
生
徒
に
声
を
か
け
る
際
に

は
、
こ
ん
な
こ
と
に
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
』

『
授
業
で
ペ
ア
を
つ
く
る
時
に
は
、
こ
う
い

う
生
徒
と
一
緒
に
し
た
方
が
よ
い
』
な
ど
と
、

具
体
的
か
つ
詳
細
な
情
報
を
共
有
し
て
い
ま

す
。『
高
１
ギ
ャ
ッ
プ
』
を
生
じ
さ
せ
な
い

た
め
の
、
重
要
な
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
」（
橋
本
教
頭
）

　「
ど
の
高
校
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
困
り
事

を
抱
え
な
が
ら
登
校
し
て
い
る
生
徒
は
い
る

は
ず
で
す
。
社
会
全
体
で
不
登
校
の
生
徒
が

増
加
す
る
中
、
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
学

べ
る
学
校
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
本
校
の
よ

う
な
生
徒
理
解
が
今
後
一
層
必
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
」（
板
橋
俊
文
教
頭
）

　
同
校
に
赴
任
し
た
教
師
の
多
く
が
、
中
学

校
で
不
登
校
だ
っ
た
生
徒
が
学
校
復
帰
を
果

た
す
様
子
に
驚
く
と
い
う
。

　「『
社
会
の
ル
ー
ル
が
学
校
の
ル
ー
ル
』
で

あ
る
本
校
に
は
、
始
業
・
終
業
チ
ャ
イ
ム
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
遅
刻
は
厳
禁
で
す
し
、
９

回
欠
席
す
る
と
、
単
位
を
修
得
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
点
で
は
、

全
日
制
の
高
校
以
上
に
自
己
管
理
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
不
登
校
か
ら
学
校
復

帰
す
る
生
徒
が
多
く
い
ま
す
」（
板
橋
教
頭
）

　
山
田
校
長
は
、「
小
さ
な
成
功
体
験
を
教

師
が
認
め
る
か
ら
こ
そ
、
生
徒
の
中
に
学
校

で
の
時
間
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち

が
湧
き
、
自
己
管
理
の
意
欲
が
生
ま
れ
る
の

で
は
な
い
か
」
と
考
え
て
い
る
。

　「
誰
も
が
活
躍
で
き
る
学
校
に
な
る
た
め

に
は
、
す
べ
て
の
生
徒
が
、
自
分
が
活
躍
で

き
る
場
所
を
学
校
の
中
に
見
つ
け
ら
れ
る
こ

と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
れ
る
か
ら
こ
そ
、
夢
や
目
標
を
持
て
る

よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
確
立
や
自
立
・
自
律
の
気
持
ち
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
入
学
直
後
は

困
り
事
を
抱
え
て
い
た
生
徒
が
、
時
間
と
と

も
に
落
ち
着
い
て
い
く
様
子
を
見
て
、
私
は

心
か
ら
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
」（
山
田
校
長
）

写真１　地域の小・中学生とその保護者を対象に、自治会が
企画・運営した公開講座「親子ドローン教室」。

写真2　地域の清掃活動も自治会による地域貢献活動の１つ。
地域住民に同活動の説明を行った後、約１時間、清掃を行った。

設
立
　
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
　

形
態
　
定
時
制
／
普
通
科
（
単
位
制
）
／
共
学

生
徒
数
　
Ⅰ
部
・
Ⅱ
部
約
２
３
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
４
年
制
大
は
、
東
北

学
院
大
、
東
北
生
活
文
化
大
、
東
北
文
化
学
園
大
に
延
べ

３
人
が
合
格
。短
大
・
専
修
学
校
等
進
学
22
人
。就
職
33
人
。

学
校
概
要

多
様
な
背
景
を
持
つ
生
徒
を

教
師
全
員
で
理
解
す
る
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左から、末永さん、𠮷𠮷川さん、田中さん、枝村さん、斎
藤さん

1

1

1

1

2

2

2

2

1 2

定時制高校を選んだ理由、
得られた学びと成長
自治会に所属し、ＧＴカルチャーを始めとする地域貢献活動に取り組む
５人の生徒に、高校選択と高校生活について聞いた。

❶仙台大志高校を志望した理由を教えてください。
❷仙台大志高校で学んだこと、成長できたことを教えてください。

在校生に聞く

Ⅰ
部
２
年
生

田
中
優ゆ

う

菜な

さ
ん

Ⅰ
部
２
年
生

末
永
茉ま

広ひ
ろ

さ
ん

Ⅰ
部
２
年
生

枝え
だ

村む
ら

永と

遠わ

さ
ん

Ⅰ
部
２
年
生

斎
藤
真ま

麻あ
さ

さ
ん

中学2年生で不登校になり、勉強についていくこと
も、将来を考えることも難しくなりました。そんな

時、中学校の先生から、「いろいろな事情を抱えながら学
ぼうとする人を受け入れてくれる学校だよ」と、仙台大
志高校を紹介してもらいました。時間割次第で午後から
登校できるため、無理なく学校に通えそうだと思いました。

中学生の頃の私は、学校も勉強も嫌いで、人とかか
わることも苦手でした。でも、この学校の卒業生か

ら「面白い学校だよ」と聞いて、進学することにしました。
時間割を自分で作ることができるといった、大学のような
雰囲気があるところや、アルバイトも大切な経験として先
生方が応援してくれるところも気に入りました。

髪の毛の色を好きな色に染めることで、自分を思う
存分表現してみたかったので、校則が厳しくない高

校を探していたところ、「社会のルールが学校のルール」
というこの学校を見つけました。自分の興味・関心を基に、
自分で時間割が組むことができるところも魅力的だと思
いました。

家庭の経済的な事情から、高校在学中にアルバイト
をする必要がありました。そのため、アルバイトを

応援してくれて、時間割を自分で作ることができるこの高
校を選びました。定時制のことをよく知らなかったので、
人間関係がうまくいくか心配だったのですが、入学して
みると、みんな接しやすい人ばかりでした。

定時制の高校生活に対して少し不安もありましたが、
友だちもできて、とても充実しています。ＧＴカル

チャーや地域の清掃活動などを通して地域の人と接する中
で、コミュニケーション能力が高まったと思っています。中
学校を卒業する頃は無気力な私でしたが、今は将来の夢も
持てて、以前の前向きな自分に戻れた気がします。

個性豊かで、中学校時代までにそれぞれいろいろな経
験をしてきた人たちと一緒に学ぶことで、柔軟性が高

まっていった気がします。ＧＴカルチャーで地域の人と接す
る中で、自分は人づきあいは得意ではないけれど、決して人
が嫌いなわけでもないし、楽しいことならどんどん人とやっ
てみたいということに気づきました。

仙台大志高校に入学して、同じ高校生であっても、そ
れぞれ様々な経験をしてきて今があるのだと思いまし

た。相手のことを少し知って、そして相手にも少し自分のこ
とを伝えて、そうして時間をかけて、互いに理解し合いなが
ら人間関係は築いていけるということを学びました。高校卒
業後の進路のことも考えて、髪の毛の色は黒に戻しました。

仙台大志高校の先生方は、いつも親身に私のいろいろ
な相談に乗ってくれますし、尊敬できる先輩もできま

した。また、私は人とコミュニケーションを取ることが苦手
なのですが、地域の清掃活動などを通じて地域の人たちとか
かわっていく中で、苦手意識も大分なくなってきたと思って
います。

Ⅰ
部
３
年
生

𠮷𠮷
𠮷
晴は

夏な

さ
ん

中学3年生の１月まで進路が未決定だった私は、知
り合いから仙台大志高校のことを教えてもらいまし

た。細かい校則が存在せず、社会のルールが学校のルー
ルであること、アルバイトを応援してくれることなどが、
それまで全日制の高校しか知らなかった私にはとても魅
力的な学校に思えました。

細かい校則がない分、自己管理が求められる高校生活
を送ってきました。先生方も日々、自己管理の大切さ

を口にされています。どの授業を選択し、どんな高校生活に
したいのか、自分で考え、決める経験ができたことは、自分
の将来にきっと生きると思っています。また、自治会長とし
て地域貢献活動を企画・運営し、たくさんの学びを得ました。
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岡
山
県
・
私
立
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
校

は
２
０
０
０
年
４
月
、
通
信
制
課
程
を
設
置

し
た
。
当
時
、
全
国
的
に
増
え
て
い
た
不
登

校
の
生
徒
が
、
毎
日
登
校
し
な
く
て
も
高
校

教
育
を
受
け
ら
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め

だ
。
働
き
な
が
ら
高
校
卒
業
の
資
格
を
得
た

い
と
い
う
ニ
ー
ズ
も
一
定
数
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、通
信
制
課
程
で
の
単
位
認
定
の
要
件
で

あ
る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
、
社
会
人
が
出
席
し

や
す
い
日
曜
日
に
設
定
す
る
な
ど
、
よ
り
よ

い
仕
組
み
を
模
索
。そ
し
て
21
年
度
、「『
好

き
』を
究
め
る
シ
ン
・
ガ
ッ
コ
ー
」を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、生
徒
が
「
＠
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
型
」

と
「
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
」
の
ど
ち
ら
か
の

学
び
方
を
自
分
で
選
べ
る
よ
う
に
し
た
。

　
２
つ
の
学
び
方
に
共
通
す
る
の
は
、
高
校

卒
業
に
必
要
な
74
単
位
の
修
得
だ
（
図
１
）。

必
履
修
科
目
以
外
は
、
生
徒
が
自
分
で
履
修

科
目
を
選
択
。
前
・
後
期
制
で
あ
る
同
校
で

は
、
各
期
に
最
大
15
単
位
ま
で
履
修
で
き
る
。

　
単
位
認
定
の
要
件
は
、
各
科
目
が
課
す
レ

ポ
ー
ト
の
提
出
と
、
年
２
回
の
集
中
ス
ク
ー

リ
ン
グ
へ
の
出
席
だ
。各
期
の
初
め
に
、そ
の

期
に
課
す
全
レ
ポ
ー
ト
が
配
信
さ
れ
、生
徒

は
自
宅
や
学
校
な
ど
で
取
り
組
み
、期
日
ま

で
に
提
出
す
る
。レ
ポ
ー
ト
を
提
出
す
る
と
、

授
業
と
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
る
集
中
ス
ク
ー
リ

ン
グ
へ
の
出
席
資
格
が
得
ら
れ
る
。
集
中
ス

ク
ー
リ
ン
グ
の
期
間
は
毎
日
登
校
し
、
テ
ス

ト
に
向
け
た
学
習
が
行
わ
れ
る
授
業
を
受
け
、

テ
ス
ト
で
合
格
点
が
取
れ
れ
ば
単
位
修
得
と

な
る
。
テ
ス
ト
の
内
容
は
基
礎
的
な
も
の
だ

が
、
合
格
基
準
は
厳
し
く
設
定
し
て
い
る
。

　
な
お
、
生
徒
は
１
人
１
台
の
端
末
を
持
ち
、

レ
ポ
ー
ト
の
受
送
信
の
ほ
か
、
質
問
や
相
談
、

事
務
連
絡
な
ど
に
も
活
用
し
て
い
る
。

　
２
つ
の
学
び
方
の
違
い
は
、
＠
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ

型
は
卒
業
単
位
の
修
得
の
み
が
必
須
で
、
登

校
す
る
必
要
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
対
し
、

＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
は
卒
業
単
位
の
修
得
に

加
え
、
登
校
し
て
レ
ポ
ー
ト
提
出
に
向
け
た

指
導
を
受
け
た
り
、
様
々
な
活
動
に
参
加
し

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。

　
生
徒
は
自
分
の
状
況
や
希
望
に
応
じ
て
ど

ち
ら
か
の
学
び
方
を
選
ぶ
。
仕
事
や
夢
の
実

現
に
力
を
入
れ
る
た
め
に
＠
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
型
を

選
び
自
宅
で
学
ぶ
生
徒
、
学
校
の
活
動
に
参

加
し
た
い
と
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
を
選
び
、

で
き
る
だ
け
登
校
し
つ
つ
も
、
体
調
不
良
の

時
は
自
宅
学
習
に
切
り
替
え
る
生
徒
、
半
年

間
海
外
に
留
学
し
、
そ
の
期
は
修
得
単
位
数

が
０
で
も
、
残
り
の
５
期
で
卒
業
単
位
を
修

得
す
る
生
徒
な
ど
、
学
び
方
は
多
様
だ
。
期

ご
と
に
学
び
方
を
変
更
す
る
こ
と
も
で
き

る
。
た
だ
、
学
び
方
に
制
約
が
少
な
い
半
面
、

自
己
管
理
が
求
め
ら
れ
る
と
、
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ

ｏ
ｌ
型
担
任
の
岡
野
文
昭
先
生
は
語
る
。

　「
通
信
制
の
生
徒
は
卒
業
要
件
を
十
分
理

解
し
、
自
分
の
意
思
で
科
目
を
履
修
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
卒
業
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
自
分
で
考
え
て
選
択
し
、
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
点
で
、
自
由
で
あ
り
な

が
ら
、
厳
し
い
と
も
言
え
ま
す
」

　
そ
う
し
た
中
で
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
を
設

置
し
た
理
由
を
、
土
屋
俊
之
教
頭
は
次
の
よ

う
に
説
明
す
る
。
　
　

　「
通
信
制
に
入
学
す
る
生
徒
の
多
く
は
、

中
学
校
時
代
に
不
登
校
だ
っ
た
り
、特
別
支

援
学
級
に
通
っ
て
い
た
り
し
た
生
徒
で
す
。

生
徒
が
学
び
方
を
選
ん
で
学
ぶ
環
境
を
整
備
し
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
立
で
き
る
よ
う
、生
徒
を
支
援

岡
山
県
・私
立
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
校
通
信
制
課
程

岡
山
県
・
私
立
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
校
通
信
制
課
程
は
、
通
信
制
課
程
で
の
単
位
認
定
の
要
件
で
あ
る
レ
ポ
ー
ト
提
出
と
ス
ク
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
ほ
か
に
、

生
徒
が
自
分
の
興
味
・
関
心
を
見
い
だ
し
た
り
、
好
き
な
こ
と
を
掘
り
下
げ
た
り
す
る
教
育
活
動
を
設
け
、
毎
日
の
登
校
を
推
奨
し
て
い
る
。

生
徒
の
多
様
な
学
び
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、卒
業
後
、生
徒
が
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
学
力
の
向
上
と
精
神
の
成
長
を
支
援
し
て
い
る
。

通信制

事例 3

通信制の現状について
P.９で解説

「
自
宅
」と「
学
校
」の
ど
ち
ら
で

学
ん
で
も
単
位
修
得
が
可
能
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毎
朝
登
校
し
、大
人
数
で
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
難
し
い
生
徒
も
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生

徒
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
登
校
し
、
周
囲
と
人

間
関
係
を
築
き
な
が
ら
様
々
な
活
動
に
取
り

組
み
、進
学
や
就
職
を
し
た
後
に
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、学
び
と
経
験
を
重
ね

て
い
く
の
が
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
で
す
」

　
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
は
、
午
前
は
レ
ポ
ー

ト
作
成
指
導
な
ど
、
午
後
は
「
木
曜
ス
ペ
シ

ャ
ル
」
や
系
統
別
活
動
な
ど
の
時
間
割
が
組

ま
れ
て
い
る
（
Ｐ
．18
図
２
）。

　
レ
ポ
ー
ト
作
成
指
導
は
、
各
科
目
の
担
当

教
師
が
レ
ポ
ー
ト
提
出
に
向
け
て
指
導
す
る

活
動
だ
。
毎
日
２
科
目
ず
つ
設
定
さ
れ
て
お

り
、
生
徒
は
履
修
科
目
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
指

導
に
出
席
す
る
。
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
担
任

の
松
島
明
希
子
先
生
は
こ
う
語
る
。

　「
レ
ポ
ー
ト
作
成
指
導
に
出
席
す
る
生
徒

は
10
人
程
度
で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
力

や
特
性
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
生

徒
の
主
体
性
を
重
視
し
て
い
る
た
め
、
生
徒

が
質
問
し
て
き
た
ら
教
師
は
答
え
る
形
と
し

て
い
ま
す
が
、
自
分
か
ら
支
援
を
求
め
る
の

が
苦
手
な
生
徒
に
は
、
教
師
か
ら
声
を
か
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
木
曜
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
は
、
生
徒
が
自
分
の

興
味
・
関
心
を
見
い
だ
す
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
、
多
彩
な
活
動
を
用
意
し
て
い
る
（
写

真
）。
系
統
別
活
動
は
、「
Ｉ
Ｔ
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
」「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」「
た
ん
Ｑ
サ
イ
エ
ン
ス
」

な
ど
の
６
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
生
徒

は
そ
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
、
自
分
の
好
き

な
こ
と
を
主
体
的
に
掘
り
下
げ
て
い
く
。

　
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
の
活
動
は
単
位
認
定

卒業単位　74単位　同校は前・後期制
各期に最大15単位の履修が可能。転・編入学は、前の在籍校での修得単位が引
き継がれる。

年２回の集中スクーリング　各期に授業５日間、テスト３日間
同校の教室で実施。生徒は、自分が履修している科目の授業に出席する。授業
内容はテストに向けた学習など。履修科目の単位認定テストを受け、合格する
と単位修得となる。

履修科目のレポート提出　１科目あたり各期１〜６回程度
履修科目で課されたレポートを期日までに提出する。レポートの配信・提出は
端末で行われる。その期の初めにすべてのレポートが配信されるが、いつ、ど
のように取り組むのかは、生徒が決める。科目によってレポートの数は異なるが、
各期に１〜６回程度。

＠Home型 ＠School型

岡山理科大学附属高校通信制課程の仕組み図１

※学校資料を基に編集部で作成。

＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
担
任

松
島
明
希
子 

ま
つ
し
ま
・
あ
き
こ

同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。理
科
。

た
ん
Ｑ
サ
イ
エ
ン
ス
系
担
当
。

教
務
課
、
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
担
任

岡
野
文
昭 

お
か
の
・
ふ
み
あ
き

同
校
に
赴
任
し
て
28
年
目
。
国
語

科
。
情
報
科
。
Ｉ
Ｔ
ロ
ボ
テ
ィ

ク
ス
系
担
当
。

教
頭土屋

俊
之 

つ
ち
や
・
と
し
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
英

語
科
。

@School型の主なプログラム
e-NIE　ニュースサイトの記事を読み解きながら、
世界や世の中を学ぶ。

リモート留学　オンライン英会話ツールで、海外
在住の外国人、または日本人から、マンツーマン
の英会話レッスンを受ける。自宅などでも受講は
可能。

レポート作成指導　各科目の担当教師から、レ
ポート作成のための指導が受けられる。毎日２科
目ずつ設定されていて、履修科目への出席が可能。

木曜スペシャル　ロボットのプログラミングやアフ
リカンアートの制作など、多彩なワークショップを
実施。企業や大学等との連携企画もある（写真）。

自宅でレポートを作成
自宅などで、自分のペースでレ
ポートの作成やデジタル学習に
取り組む。オンラインで教師に
質問や相談をすることが可能。
登校して教師に質問することが
できる指導日も設けられている。

学校で多彩な活動に取り組む
学校に登校して、様々な活動に取り組む。
午前はe-NIEやリモート留学、レポート作
成指導、デジタル学習などで、午後は体育
やサイエンス実験、木曜スペシャル、系統
別活動などがある。いずれも参加は任意
で、生徒が自分で参加する活動を決める。

写真　ある日の木曜スペシャルでは、岡山理科大
学生物生産教育研究センターを訪れ、様々な魚種
の養殖に関する研究の様子を見学した。

設
立
　
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
　

形
態
　
通
信
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
60
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
私
立
大
は
、
開
智
国

際
大
、
京
都
芸
術
大
、
京
都
産
業
大
、
京
都
精
華
大
、
大

阪
工
業
大
、
大
阪
芸
術
大
、
大
阪
産
業
大
、
関
西
福
祉
大
、

岡
山
理
科
大
、
吉
備
国
際
大
、
倉
敷
芸
術
科
学
大
、
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
な
ど
に
延
べ
18
人
が
合
格
。
専
門

学
校
進
学
４
人
。
就
職
４
人
。

学
校
概
要

徐
々
に
学
校
に
慣
れ
て
い
け
る
よ
う
、

系
統
別
活
動
の
み
の
参
加
も
歓
迎
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に
は
直
接
関
係
は
な
い
こ
と
か
ら
出
席
は
任

意
だ
が
、
同
校
は
登
校
を
推
奨
し
て
い
る
。

　「
何
時
に
登
校
し
て
も
、生
徒
に
は『
よ
く

来
た
ね
』と
、私
た
ち
は
笑
顔
で
接
し
て
い

ま
す
。
系
統
別
活
動
の
み
の
参
加
で
も
大
歓

迎
で
す
。
短
時
間
で
も
登
校
し
て
周
囲
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
れ
ば
、
友
人
と
一
緒
な
ら

と
、
午
後
の
ほ
か
の
活
動
に
も
出
席
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
教
師
と
話
す
機
会
が
増
え

る
と
、
午
前
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
指
導
に
も
出

席
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う
し
て
徐
々
に
学

校
に
慣
れ
て
い
く
こ
と
で
、
毎
日
登
校
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
」（
松
島
先
生
）

　
生
徒
の
自
立
を
支
援
す
る
取
り
組
み
の
１

つ
が
、「
ジ
ブ
ン
割
」だ（
図
２
）。次
週
の
レ

ポ
ー
ト
作
成
指
導
の
科
目
や
木
曜
ス
ペ
シ
ャ

ル
の
内
容
な
ど
を
記
載
し
た
時
間
割
を
配

信
。生
徒
は
そ
れ
を
見
て
、登
校
時
刻
や
出
席

す
る
活
動
を
記
入
し
て
学
校
に
提
出
す
る
。

１
週
間
の
終
わ
り
に
は
、今
週
は
予
定
通
り

に
行
動
で
き
た
か
、振
り
返
り
を
記
入
す
る
。

　「
生
徒
に
は
、
１
週
間
の
見
通
し
を
立
て

て
生
活
す
る
習
慣
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
１
年
次
か
ら
取
り
組
み
、
自
己

管
理
能
力
を
高
め
て
い
く
生
徒
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
」（
松
島
先
生
）

　
１
ク
ラ
ス
は
約
40
人
で
、
＠
Ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
型

と
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
そ
れ
ぞ
れ
に
２
ク
ラ

ス
ず
つ
設
け
ら
れ
た
ク
ラ
ス
は
、
全
学
年
の

生
徒
の
混
合
と
し
て
い
る
。
年
齢
や
価
値
観
、

外
見
、
経
験
な
ど
、
多
様
な
生
徒
が
混
ざ
る

こ
と
か
ら
、
集
団
の
中
で
誰
か
が
浮
く
よ
う

な
状
況
は
生
じ
な
い
と
、岡
野
先
生
は
言
う
。
　
　
　
　

　「
生
徒
は
互
い
を
尊
重
し
、ど
ん
な
生
徒
も

受
け
入
れ
る
、フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
す
。
そ

れ
が
居
心
地
の
よ
さ
に
つ
な
が
り
、
登
校
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
要
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
運
営
は
基
本
的
に
生
徒
に
任

せ
、生
徒
間
で
問
題
が
起
き
て
も
、年
長
者
の

生
徒
が
う
ま
く
収
め
て
く
れ
ま
す
。
教
師
が

介
入
す
る
よ
り
も
、
自
分
た
ち
で
解
決
し
た

方
が
納
得
で
き
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
」

　
ま
た
、
生
徒
は
学
習
面
や
生
活
の
相
談
を

担
任
以
外
の
教
師
に
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　「
生
徒
と
教
師
の
間
に
も
相
性
は
あ
り
ま

す
か
ら
、
自
分
が
話
し
や
す
い
と
思
う
教
師

を
生
徒
は
選
び
、
教
師
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
、

担
任
が
と
が
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
こ
と
が
風
通
し
の
よ
い
ク
ラ
ス
運
営

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」（
松
島
先
生
）

　
子
ど
も
の
就
学
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
保

護
者
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
同
校
は
普

段
か
ら
、
学
校
で
の
生
徒
の
様
子
を
保
護
者

に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
学
校
が
連
絡
す
る
の
が
問
題
が
起
き
た

時
だ
け
で
は
、
保
護
者
は
学
校
か
ら
の
連
絡

に
対
し
て
身
構
え
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
、

普
段
登
校
し
な
い
生
徒
が
登
校
し
た
際
は
、

『
今
日
は
楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
し
た
よ
』

と
、
生
徒
の
よ
い
様
子
を
保
護
者
に
連
絡
し

て
伝
え
る
だ
け
で
も
、
保
護
者
は
と
て
も
安

心
す
る
と
と
も
に
、
学
校
に
信
頼
を
寄
せ
て

く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」（
岡
野
先
生
）

　
教
師
が
難
し
さ
を
感
じ
て
い
る
の
は
、
登

校
予
定
の
生
徒
が
登
校
し
て
こ
な
い
場
合
、

そ
の
理
由
が
体
調
不
良
な
の
か
、
怠
慢
や
甘

え
な
の
か
が
分
か
り
に
く
い
こ
と
だ
。

　「
卒
業
後
の
生
徒
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

学
力
に
加
え
て
、
精
神
面
や
体
力
面
の
強
さ

も
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
登
校
を
促
し
て

い
ま
す
が
、
つ
ら
い
状
況
に
あ
る
生
徒
に
対

し
て
、
教
師
は
寛
容
で
あ
る
こ
と
も
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

状
況
を
丁
寧
に
見
取
り
、
成
長
を
支
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
土
屋
教
頭
）

「ジブン割」　生徒の記入例図２

生徒は翌週の計画を自分で立て、「ジブン割」に記入して学校に提出する。「ジブン割」は保
護者とも共有している。予定にない休みは、所在確認のため、学校に必ず連絡するよう、生
徒に伝えている。「『予定と異なる行動をするなら、その変更を何らかの方法で周りに伝える
ことは、社会では必須の行動だよ』と、生徒に説明しています」と、松島先生は語る。
※学校資料を基に編集部で作成。

登校・オンライン・在宅学習の中から、その日の学習方
法を選択。登校の場合は登校時刻を記入

日々の振り返りや１週間のまとめ、目標の達成率を記入

ク
ラ
ス
は
全
学
年
混
合
で
、

担
任
以
外
の
教
師
に
も
相
談
で
き
る

出席予定の活動に丸を
つける

18 高校版  2025 January

0-01-J-23729-001 2024 年度 VIEW next 高校版 1 月合併号 18 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

12/24
引寺

再
念
校

12/26
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P16-18_view-next-koukou-1g.indd   18P16-18_view-next-koukou-1g.indd   18 2024/12/26   15:432024/12/26   15:43



　
島
根
県
は
、
県
立
高
校
の
魅
力
化
を
進
め

る
に
あ
た
り
、
小
・
中
学
校
、
地
域
、
市
町

村
、
大
学
、
社
会
教
育
機
関
、
企
業
な
ど
が

参
画
し
、
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
に
取
り
組

む
協
働
体
制
「
高
校
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」
を
、
２
０
２
２
年
度
ま
で
に
す
べ
て
の

高
校
に
お
い
て
構
築
し
た
。
過
疎
化
・
少
子

化
が
進
む
中
、
高
校
を
核
と
し
て
持
続
可
能

な
地
域
を
創
生
し
な
が
ら
、
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
の
実
現
に
よ
り
、
地
域
の
中
で

未
来
を
生
き
抜
く
力
を
高
校
生
に
育
む
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
。

　
高
校
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
１
高
校

１
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
の
構
築
が
一
般
的
だ

が
、
浜
田
市
を
所
在
地
と
す
る
島
根
県
立
浜

田
高
校
、
同
県
立
浜
田
商
業
高
校
、
同
県
立

浜
田
水
産
高
校
、
そ
し
て
同
県
立
浜
田
養
護

学
校
、
同
県
立
浜
田
ろ
う
学
校
の
５
校
を
軸

に
構
築
さ
れ
た
の
が
、
浜
田
市
を
事
務
局
と

し
た
「
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」
だ
。

　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
で
は
、「
高
校
生
一
人
ひ
と
り
の
魅
力

や
個
性
を
伸
ば
し
、
自
己
実
現
を
支
援
す
る
」

「
魅
力
あ
る
協
働
活
動
に
つ
い
て
、
学
校
と

地
域
双
方
か
ら
の
情
報
を
発
信
す
る
」「
地

域
・
企
業
が
高
校
生
と
つ
な
が
り
、
地
域
課

題
に
向
き
合
う
高
校
生
を
支
援
す
る
」
な
ど
、

重
点
的
な
取
り
組
み
事
項
を
掲
げ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
属
す
る
５
校

の
課
題
を
踏
ま
え
て
整
理
さ
れ
た
も
の
だ
。

　
浜
田
商
業
高
校
の
中
澤
雅
美
校
長
は
、「
そ

れ
ぞ
れ
に
特
色
を
持
つ
県
立
学
校
が
、
地
域

島
根
県
立
浜
田
水
産
高
校

食
品
流
通
科 

科
長

真
鍋
　翔 

ま
な
べ
・
し
ょ
う

同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

浜
田
市
教
育
委
員
会

魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

大
地
本
由
佳 

お
お
じ
も
と
・
ゆ
か

２
０
１
９
年
度
か
ら
現
職
。

島
根
県
立
浜
田
水
産
高
校

海
洋
技
術
科 

科
長

田
邊
賢
一 

た
な
べ
・
け
ん
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

浜
田
市
教
育
委
員
会

魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

熊
谷
修
山 

く
ま
が
い
・
お
さ
ま

２
０
２
２
年
度
か
ら
現
職
。

島
根
県
立
浜
田
水
産
高
校 

教
頭

佐
々
木
健
二 

さ
さ
き
・
け
ん
じ

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

島
根
県
立
浜
田
高
校 

主
幹
教
諭

作
野
健
一 

さ
く
の
・
け
ん
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
国

語
科
。

島
根
県
立
浜
田
商
業
高
校 

校
長

中
澤
雅
美 

な
か
ざ
わ
・
ま
さ
み

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

学
校
と
地
域
、そ
し
て
学
校
同
士
が
つ
な
が
り
、

各
校
が
教
育
活
動
を
充
実
さ
せ
る

H
A
M
A
D
A
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

島
根
県
浜
田
市
は
、「
浜
田
の
未
来
び
と
」
で
あ
る
高
校
生
の
地
域
協
働
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
未
来
に
つ
な
が
る
持
続
的
な
地
域
力
の
向
上
を

実
現
す
る
た
め
の
共
同
事
業
体
、「
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
運
営
。
探
究
学
習
や
課
題
研
究
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
つ
い
て
、

学
校
・
生
徒
と
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
教
育
活
動
の
充
実
に
寄
与
し
て
い
る
。

地域連携

事例 4

地域連携の現状について
P.８で解説

市
内
５
つ
の
県
立
学
校
を
軸
に
、

地
域
が
協
働
体
制
を
構
築
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と
協
働
し
な
が
ら
地
域
の
魅
力
を
生
徒
に
伝

え
、
浜
田
市
を
愛
す
る
人
材
に
育
て
る
こ
と

は
、
若
年
層
の
県
外
流
出
が
進
む
地
域
の
課

題
で
あ
り
、
学
校
の
課
題
だ
」
と
説
明
す
る
。

　「
子
ど
も
の
数
が
少
な
く
な
る
中
、
仮
に

進
学
や
就
職
な
ど
で
浜
田
市
を
離
れ
て
も
、

何
ら
か
の
形
で
浜
田
市
に
か
か
わ
る
『
関
係

人
口
』
を
増
や
す
こ
と
が
、
今
後
ま
す
ま
す

求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
地
域
の
未

来
の
担
い
手
の
育
成
だ
け
で
な
く
、
浜
田
市

の
生
徒
た
ち
の
学
び
を
豊
か
に
す
る
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
」

　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
に
は
、
浜
田
市
教
育
委
員
会
の
職
員
２

人
が
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
配

置
さ
れ
て
い
る
。
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
は
、
生
徒
が
探
究
学
習
に
お
い
て
地
域
や

地
元
企
業
と
連
携
す
る
と
い
っ
た
、
学
校
か

ら
地
域
に
対
す
る
要
望
、
あ
る
い
は
生
徒
に

地
域
行
事
な
ど
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
、
地
域
か
ら
学
校
に

対
す
る
要
望
な
ど
、
地
域
と
学
校
が
つ
な
が

る
際
の
窓
口
を
一
括
し
て
担
っ
て
い
る
。

　
各
校
は
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
連

携
し
て
、
自
校
の
教
育
活
動
の
質
的
向
上
を

図
っ
て
い
る
。
浜
田
高
校
で
は
、
１
年
生
が

地
域
住
民
と
自
分
自
身
や
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
語
り
合
う
「
ち
ょ
こ
っ
・
ト
ー
ク
」
を

実
施
し
て
い
る
（
図
１
）
が
、
同
活
動
に
は

１
年
生
の
人
数
と
ほ
ぼ
同
数
の
約
１
６
０
人

の
住
民
が
参
加
し
た
。
そ
れ
だ
け
の
数
の
住

民
の
参
加
が
実
現
し
た
の
は
、
高
校
を
活
動

拠
点
と
し
て
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
魅
力
化

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
広
く
地
域
に
声
を
か

け
て
く
れ
た
か
ら
だ
と
、
浜
田
高
校
の
作
野

健
一
先
生
は
語
る
。

　「
高
校
生
に
と
っ
て
、
家
族
や
教
師
以
外

の
知
ら
な
い
大
人
と
話
を
す
る
機
会
は
、
決

し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
様
な
年
齢
、

職
業
の
大
人
と
語
り
合
え
た
こ
と
は
、
自
分

自
身
や
地
域
に
対
す
る
理
解
に
つ
な
が
っ
た

は
ず
で
す
」

　
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
熊
谷
修お

さ
ま山

さ
ん
も
、「
高
校
生
に
と
っ
て
、
地
域
に
飛

び
出
し
て
い
く
準
備
が
で
き
た
」
と
手
応
え

を
語
る
。

　「『
こ
れ
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
、
職
業
の

大
人
と
話
し
た
の
は
初
め
て
で
す
』
と
興
奮

気
味
に
話
す
生
徒
を
見
て
、
生
徒
の
目
が
地

域
に
対
し
て
開
か
れ
た
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
今
後
の
地
域
を
テ
ー
マ
と
し
た
探
究
学

習
に
も
よ
い
影
響
を
も
た
ら
す
は
ず
で
す
」

　
浜
田
水
産
高
校
も
、「suisui

（
ス
イ
ス
イ
）

ト
ー
ク
」
と
名
づ
け
た
、
１
年
生
と
住
民
と

の
語
り
合
い
の
場
を
、
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
連
携
し
て
開
催
し
て
い
る
。

HAMADA教育魅力化コンソーシアムが支援する活動例図1

高校魅力化の取り組みの一環として実施
する大規模販売実習では、地元企業との
連携、地域住民への広報で、魅力化コー
ディネーターと連携した。

■ 浜田商業高校「浜商デパート」

高校生とほぼ同数の地域住民が１対１で
向かい合い、指定されたテーマについて
１分ずつ考えを述べる。次々に相手を変
えて、たくさんの人と出会う仕組み。

■ 浜田高校「ちょこっ・トーク」

生徒たちが学校を超えて協力し、地域活
性化イベントを企画・実施する、ＨＡＭＡ
ＤＡ教育魅力化コンソーシアム主催の地
域系部活動。

■ 探究活動Y.A.C.（ヤック）

小・中学生に、浜田市の水産資源や食文
化について関心を持ってもらうために、同
校の生徒が講師になって漁業の現状など
をテーマにした出前授業を行っている。

■ 浜田水産高校「出前授業」

設
立
　
１
８
９
３
（
明
治
26
）
年
　

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
・
通
信
制
／
普
通
科
、
理
数
科

／
共
学

生
徒
数
（
全
日
制
）　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
（
全
日
制
）　
国
公
立

大
は
、
京
都
大
、
広
島
大
、
九
州
大
な
ど
に
88
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、

関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
４
０
人
が
合
格
。

島
根
県
立
浜
田
高
校

　学
校
概
要

設
立
　
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
商
業
科
、
情
報
処
理
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
80
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
４
年
制
大
は
、
島
根

県
立
大
、
広
島
経
済
大
、
広
島
工
業
大
、
福
岡
大
に
延
べ

４
人
が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
27
人
。
就
職
28
人
。

島
根
県
立
浜
田
商
業
高
校

　学
校
概
要

設
立
　
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
海
洋
技
術
科
、
食
品
流
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
80
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
短
大
・
専
門
学
校
進

学
13
人
。
就
職
25
人
。

島
根
県
立
浜
田
水
産
高
校

　学
校
概
要

地
域
と
つ
な
が
る
こ
と
で
、

教
育
活
動
が
豊
か
に
な
る
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　「
参
加
し
た
住
民
の
方
か
ら
、『
高
校
生
が

自
分
の
言
葉
で
伝
え
て
く
れ
た
水
産
高
校
の

魅
力
を
聞
い
て
、
こ
の
学
校
は
こ
れ
か
ら
も

地
域
に
必
要
だ
と
確
信
し
た
』
と
い
っ
た
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
浜
田
水
産
高
校
・

佐
々
木
健
二
教
頭
）

　
浜
田
市
で
は
、「
子
ど
も
た
ち
に
、
水
産

資
源
や
食
文
化
、
産
業
に
つ
い
て
、
も
っ
と

関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
漁
業
関
係

者
の
思
い
か
ら
、
市
内
の
小
・
中
学
校
の
給

食
に
「
ノ
ド
グ
ロ
」
を
毎
年
提
供
し
て
お
り
、

浜
田
水
産
高
校
の
生
徒
は
、
４
０
０
０
尾
を

超
え
る
数
の
ノ
ド
グ
ロ
の
下
処
理
を
担
っ
て

い
る
。
地
域
と
、
深
い
学
び
を
実
現
し
た
い

と
い
う
学
校
の
思
い
が
つ
な
が
っ
た
取
り
組

み
の
１
つ
だ
。

　「
ノ
ド
グ
ロ
を
処
理
し
て
給
食
セ
ン
タ
ー

に
納
め
る
ま
で
、
生
徒
は
い
ろ
い
ろ
な
職
種

の
人
と
協
働
し
ま
す
。
水
産
資
源
が
食
品
と

し
て
市
場
に
流
通
す
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

を
、
地
域
の
中
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
」（
浜
田
水
産
高
校
・
真
鍋
翔
先
生
）

　「
さ
ら
に
本
校
で
は
、
小
・
中
学
校
に
出

向
き
、
高
校
生
が
講
師
に
な
っ
て
漁
業
の
現

状
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
出
前
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す（
図
１
）。
ノ
ド
グ
ロ
給
食
を
始
め
、

高
校
で
得
た
知
識
や
技
術
を
地
域
の
大
人
や

子
ど
も
に
披
露
す
る
場
は
、
生
徒
に
と
っ
て

自
己
肯
定
感
を
高
め
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
」（
浜
田
水
産
高
校
・
田た

邊な
べ

賢
一
先
生
）

　
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
大お

お

地じ

本も
と

由

佳
さ
ん
は
、「
人
口
が
少
な
い
町
だ
か
ら
こ

そ
、
人
と
人
の
出
会
い
は
大
き
な
可
能
性
を

持
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

　「
生
徒
が
出
会
っ
た
大
人
は
、
探
究
学
習

や
課
題
研
究
に
お
け
る
身
近
な
伴
走
役
の
候

補
の
１
人
に
な
り
ま
す
。
生
徒
と
地
域
の
大

人
の
関
係
性
が
持
続
し
や
す
い
の
は
、
小
さ

な
町
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
が
主
催
す
る
探
究
活
動
「Y.A.C.

（
ヤ

ッ
ク
）」（
図
１
）
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
内

の
生
徒
が
任
意
で
参
加
す
る
地
域
系
部
活
動

だ
。
生
徒
は
、
地
域
住
民
か
ら
町
の
課
題
を

聞
く
な
ど
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、 

地
域
の
問
題
の
解
決
プ
ラ
ン
を
考
え
な
が

ら
、
地
域
と
自
分
の
未
来
を
考
え
る
。

　「
高
校
生
の
探
究
学
習
に
伴
走
す
る
に
あ

た
っ
て
、
地
域
の
人
た
ち
に
も
、
探
究
学
習

に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
こ
で
、『
教
育
魅
力
化
勉
強
会
』
を

定
期
的
に
開
催
し
、
探
究
学
習
を
軸
に
し
た

高
校
と
地
域
の
連
携
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て

学
び
、
高
校
生
と
一
緒
に
取
り
組
み
た
い
こ

と
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
」（
大
地
本
さ
ん
）

　
そ
う
し
た
学
校
を
超
え
た
協
働
を
経
て
、

生
徒
た
ち
は
様
々
な
挑
戦
を
始
め
て
い
る
。

例
え
ば
、
浜
田
商
業
高
校
の
郷
土
芸
能
部
が

舞
う
「
石い

わ

見み

神
楽
」
の
口
上
を
浜
田
高
校
の

生
徒
が
英
訳
し
て
、
上
演
中
に
音
声
で
流
す

と
と
も
に
、
浜
田
水
産
高
校
の
生
徒
が
「
ア

ン
コ
ウ
の
唐
揚
げ
」
を
観
客
に
振
る
舞
う
と

い
う
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
し
た
。

　
高
校
生
の
参
加
・
参
画
を
希
望
す
る
地
元

企
業
や
団
体
が
、
生
徒
に
活
動
内
容
を
伝
え

る
「
地
域
協
働
活
動
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ー
ト
」

（
図
２
）
の
利
用
も
活
発
だ
。
こ
れ
ま
で
は

教
頭
な
ど
の
管
理
職
が
窓
口
と
な
り
、
地
域

か
ら
の
依
頼
文
書
な
ど
を
整
理
・
管
理
し
て

い
た
が
、
現
在
は
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
が
依
頼
内
容
を
精
査
し
た
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ー
ト
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
生
徒
が
自
由
に

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

仕
組
み
を
つ
く
っ
た
こ
と
で
、
学
校
側
の
業

務
負
担
が
激
減
し
た
と
、
各
校
の
教
師
は
異

口
同
音
に
言
う
。
ま
た
、
生
徒
が
直
接
、
魅

力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
対
し
て
、「
こ

ん
な
活
動
を
し
た
い
」
と
、
企
業
・
団
体
へ

の
仲
介
を
求
め
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
る
。

　「
学
校
と
地
域
が
『
こ
う
い
う
生
徒
を
育

て
た
い
』『
こ
う
い
う
町
を
つ
く
り
た
い
』

と
い
っ
た
思
い
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

初
め
て
、
大
人
た
ち
が
市
と
県
と
い
う
違
い

を
超
え
て
、
高
校
生
の
育
成
に
か
か
わ
ろ
う

と
す
る
土
壌
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
人
口
が
減
少
し
、
生
徒
の
数
も
減
っ
て

い
く
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
と
地
域
が
互

い
の
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
、
未
来
の
人
材

を
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」（
大
地
本
さ
ん
）

地域協働活動マッチングシート図2

◉マッチングシートでイベントのボランティアを募集し
た団体から、参加した高校生に届いたお礼のコメント
「接客マニュアルもなく、想像以上の来場者に大人も混
乱する中、高校生の皆さんがいなかったら、イベントは
成功していませんでした。感謝しています。当イベント
が浜田市の代表的なイベントとなるよう、努力していき
ます。大人になった時は、ぜひ実行委員の一員として、
当イベントを引き継いでいってほしいと思っています」

高
校
生
の
学
び
を
支
え
る
た
め
の

勉
強
会
を
地
域
で
開
催
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宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校
は
、
宮
崎
県
西
臼

杵
郡
に
唯
一
あ
る
県
立
高
校
だ
。
学
校
が
所

在
す
る
高
千
穂
町
は
、
全
国
有
数
の
観
光
地

と
し
て
知
ら
れ
、
15
年
に
は
、『
高
千
穂
郷
・

椎
葉
山
地
域
の
山
間
地
農
林
業
複
合
シ
ス
テ

ム
』
が
、
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
か
ら
世

界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
に

は
教
育
資
源
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
近
年
、
西
臼
杵
郡
は
宮
崎
県
内

で
人
口
の
減
少
率
が
最
も
高
い
地
域
と
な

っ
て
お
り
、
同
校
の
生
徒
数
も
年
々
減
少
。

１
９
９
３
年
度
は
入
学
者
数
が
３
２
９
人
、

全
校
生
徒
数
が
１
０
０
８
人
だ
っ
た
が
、
21

年
度
に
は
入
学
者
数
は
１
０
０
人
、
全
校
生

徒
数
は
３
０
０
人
を
下
回
っ
た
。
同
校
は
普

通
科
に
加
え
て
、
農
業
、
商
業
に
関
す
る
学

科
を
擁
し
、
生
徒
の
多
様
な
進
路
希
望
に
対

応
す
る
体
制
が
あ
り
な
が
ら
、
郡
内
の
中
学

生
の
進
学
率
は
半
分
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
そ
う
し
た
状
況
に
危
機
感
を
覚
え
た
同
校

の
前
校
長
が
、
学
校
の
所
在
地
で
あ
る
高
千

穂
町
、
そ
し
て
日
之
影
町
、
五
ヶ
瀬
町
に
対

し
て
、
地
域
住
民
に
選
ば
れ
る
学
校
に
な
る

た
め
に
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
学
び
の
充

実
に
よ
る
学
校
の
魅
力
化
の
必
要
性
を
訴
え

た
。
そ
の
後
、
３
町
の
教
育
関
係
者
と
議
論

を
重
ね
、
各
町
の
町
長
、
教
育
長
、
議
長
、

西
臼
杵
郡
内
の
中
学
校
校
長
、
高
千
穂
高
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
同
窓
会
、
社
会
教
育
関
係

者
ら
が
と
も
に
、
高
千
穂
高
校
の
魅
力
化
を

通
じ
て
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
21
年
2
月
、
高
千
穂
町
、
日
之
影
町
、

五
ヶ
瀬
町
が
一
体
と
な
っ
て
県
立
高
校
の
支

援
を
行
う
「
高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委

員
会
」
が
発
足
。
３
町
の
各
役
場
内
に
は
、

高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委
員
会
の
担
当

窓
口
が
設
置
さ
れ
、
高
千
穂
高
校
と
連
携
し

て
具
体
的
な
支
援
策
の
検
討
を
開
始
し
た
。

　
現
在
、
高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委
員

会
の
事
業
は
、「
学
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
「
地
域
協
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
2
本
柱

に
整
理
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。
学
力
向
上

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
延
岡
市
の
民
間
の
塾

の
講
座
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
す
る
際
の
費

用
の
支
援
や
、
大
学
・
短
大
の
公
開
講
座
に

参
加
す
る
際
の
交
通
費
の
補
助
な
ど
、
山
間

部
の
高
校
生
が
学
習
面
や
進
路
選
択
の
面
で

自
分
は
不
利
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
な
く
な
る

こ
と
を
目
指
し
た
施
策
を
実
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
協
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
地

域
住
民
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
講
演
や
、
生
徒
が

地
域
で
取
り
組
む
探
究
学
習
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

　
長
友
美
紀
校
長
は
、「
高
千
穂
町
が
配
置

し
た
魅
力
向
上
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
協
働

高
千
穂
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

高
千
穂
高
校

魅
力
向
上
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

工
藤
天
裕 

く
ど
う
・
た
か
ひ
ろ

２
０
２
２
年
度
か
ら
現
職
。

進
路
指
導
主
事

河
内
弓
枝 

か
わ
ち
・
ゆ
み
え

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
国

語
科
。

校
長長友

美
紀 

な
が
と
も
・
み
き

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

地
域
の
教
育
資
源
を
生
か
し
た
学
校
魅
力
化
を

３
町
と
県
立
高
校
が
協
働
し
て
推
進

宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校

宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校
は
、
同
校
が
所
在
す
る
宮
崎
県
西に

し

臼う
す

杵き

郡
を
構
成
す
る
３
町
（
高
千
穂
町
、
日
之
影
町
、
五
ヶ
瀬
町
）
と
連
携
し
、

２
０
２
１
年
に
「
高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委
員
会
」
を
発
足
。
以
来
、
地
域
と
協
働
し
て
、

生
徒
の
学
力
の
向
上
と
、
探
究
学
習
や
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地域連携

事例 5

地域連携の現状について
P.８で解説

学
力
の
向
上
と
探
究
学
習
の
充
実
、

２
つ
の
視
点
で
魅
力
化
を
図
る
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し
な
が
ら
、
探
究
学
習
を
軸
と
し
た
学
校

の
魅
力
化
を
、
生
徒
の
姿
を
通
し
て
地
域

に
伝
え
よ
う
と
、
一
人
ひ
と
り
の
教
師
が

努
力
し
て
い
る
」
と
、
学
校
の
様
子
を
説
明

す
る
。

　「こ
れ
ま
で
本
校
に
は
、
教
師
が
学
校
の

魅
力
を
広
報
す
る
部
署
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
が
、
魅
力
向
上
推
進
委
員
会
が
校
外
に
設

置
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
広
報
活
動
は
管

理
職
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
行
い
、
教
師
に
は
探
究
学
習
や
教
科
学
習

の
支
援
と
い
っ
た
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に

寄
り
添
う
こ
と
に
注
力
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
ま
し
た
。
特
に
、
探
究
学
習
に
お
い
て
生

徒
を
地
域
に
送
り
出
し
、
地
域
の
人
た
ち
に

生
き
生
き
と
し
た
生
徒
の
姿
を
見
て
も
ら
う

こ
と
が
、
何
よ
り
の
広
報
活
動
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
に
至
り
ま
し
た
」

　　高
千
穂
高
校
に
常
駐
す
る
魅
力
向
上
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
工
藤
天た

か

裕ひ
ろ

さ
ん
は
、
地
域

の
教
育
資
源
を
活
用
し
た
「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
な
ど
の
活
動
が
、
生
徒
に
と
っ
て

単
な
る
「
経
験
」
で
終
わ
ら
ず
「
学
び
」
に

な
る
た
め
に
は
、
地
域
と
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
だ
と
語
る
。

　「学
校
と
し
て
は
、
生
徒
を
単
な
る
労
働

力
と
し
て
地
域
に
送
り
出
し
た
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
決
め
ら
れ
た
作
業
を
こ
な
す
活
動
よ

り
も
、
活
動
を
通
し
て
生
徒
が
得
ら
れ
る
も

の
を
よ
り
大
き
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
生

徒
が
自
分
で
考
え
て
、
行
動
す
る
こ
と
が
で

き
る
余
地
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
よ
う
、
企
業

や
団
体
と
話
し
合
う
こ
と
も
重
要
で
す
」

　高
千
穂
町
で
観
光
鉄
道
を
運
営
す
る
企
業

か
ら
、
同
校
の
生
徒
に
観
光
ガ
イ
ド
を
担
当

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
。

そ
の
活
動
を
継
続
す
る
中
で
、
工
藤
さ
ん
は

企
業
の
担
当
者
を
学
校
に
招
き
、
生
徒
と
話

を
す
る
場
を
設
け
る
な
ど
し
た
。

　「対
面
し
て
話
を
す
る
中
で
生
徒
た
ち
は
、

自
分
た
ち
の
学
校
で
生
産
し
て
い
る
お
茶
を

販
売
す
る
こ
と
で
、
地
域
と
学
校
の
魅
力
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
、
企
業

の
担
当
者
に
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
企
業
は
、

生
徒
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
を
歓
迎
し
、
当
初
は

予
定
し
て
い
な
か
っ
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

が
実
現
し
ま
し
た
（
写
真
１
・
２
）」（
工
藤

さ
ん
）

　地
域
と
学
校
の
慣
習
の
違
い
が
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
壁
と
な
る
こ
と
も
あ

る
。
例
え
ば
、
地
域
か
ら
の
伝
統
行
事
へ
の

参
加
依
頼
の
際
、
募
集
依
頼
の
書
類
が
作
成

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
学
校
が
知
り
た
い

項
目
が
不
明
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る

（
P. 

24
図
２
）。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
地
域
住
民
か
ら
依
頼
内
容

の
聞
き
取
り
や
資
料
の
確
認
を
行
い
、
学
校

向
け
の
実
施
要
項
の
作
成
に
つ
い
て
の
助
言

を
行
っ
た
り
、
時
に
は
工
藤
さ
ん
が
住
民
に

代
わ
っ
て
要
項
を
作
成
し
た
り
す
る
こ
と
も

あ
る
（
P. 

24
図
２
）。
そ
う
し
た
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
の
重
要
性
を
認
め
つ
つ
、

写真１　高校の農場で栽培した釜炒
い

り茶のペットボトルを観光
鉄道の客に販売。用意した120本が完売した。

写真2　山間部であっても外国人観光客が多い地域であるた
め、生徒たちは英語も交えたPOP広告を制作している。

高千穂高校魅力向上推進委員会の主な事業図１

学力向上プロジェクト 地域協創プロジェクト
❶ 民間塾と連携した学力向上支援
大学進学を目指す生徒が、民間の塾の講座
をオンラインで受講する際の費用を支援。

❶ キャリア教育
西臼杵郡内で働く地域住民による
キャリア講演の実施。

❷ 大学公開講座受講支援
大学や短大などが実施している公開講座に
参加する際の交通費を補助。

❷ 地域連携活動支援
西臼杵郡内におけるボランティア活動
や地域研修の支援。

❸ 進路実現支援
面接指導、小論文対策、模擬試験監督な
どにかかる指導料を補助。

❸ T-LABO運用支援
地方創生の拠点としての多目的スペー
ス（T-LABO）の運用の支援。

❹ 国際交流支援
外国人講師との交流を支援。

地
域
と
学
校
の
違
い
を

認
め
合
い
、つ
な
い
で
い
く

設
立
　
１
９
１
７
（
大
正
６
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
、
情
報
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
科
、

生
産
流
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
90
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
宮
崎

大
、
鹿
児
島
大
な
ど
に
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
専
修

大
、津
田
塾
大
、立
教
大
な
ど
に
延
べ
20
人
が
合
格
。
短
大
・

専
門
学
校
進
学
36
人
。
就
職
25
人
。

学
校
概
要
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長
友
校
長
は
、「
私
た
ち
教
師
が
、
学
校
の

あ
た
り
前
を
地
域
に
求
め
過
ぎ
な
い
こ
と
も

大
切
だ
」
と
考
え
て
い
る
。

　「
教
師
が
、『
学
校
に
は
こ
う
い
う
文
書
が

必
要
で
す
』『
こ
う
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感

で
進
め
て
く
だ
さ
い
』
と
、
地
域
に
強
く
要

求
し
て
し
ま
う
と
、
地
域
と
の
連
携
は
停
滞

す
る
で
し
ょ
う
。
生
徒
の
安
全
を
確
保
し
た

上
で
、
地
域
の
方
々
を
信
頼
し
、
可
能
な
限

り
生
徒
を
地
域
に
送
り
出
す
こ
と
で
、
学
校

の
扉
は
大
き
く
地
域
に
開
か
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
教
師
が
注
力
す
べ
き
は
、

地
域
と
の
折
衝
以
上
に
、
地
域
で
の
活
動
が

生
徒
に
と
っ
て
ど
ん
な
学
び
の
機
会
と
し
て

期
待
さ
れ
る
の
か
、
実
際
に
ど
ん
な
学
び
を

得
た
の
か
を
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
と
の
対
話

を
通
し
て
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
人
と
人
を
つ
な
ぐ
存
在

で
あ
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
教
師
は
、
生
徒
の

経
験
と
学
び
を
つ
な
ぐ
存
在
で
あ
り
、
そ
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
一
層
注
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
長
友
校
長
）

　
高
千
穂
高
校
魅
力
向
上
推
進
委
員
会
の
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
24
年
度
で
3
年
目
を
迎

え
た
。
取
り
組
み
の
成
果
が
本
格
的
に
見
え

て
く
る
の
は
今
後
の
こ
と
だ
が
、
既
に
西
臼

杵
郡
内
の
中
学
校
か
ら
同
校
へ
の
進
学
率
も

着
実
に
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
。

　
進
路
指
導
主
事
の
河か

わ
ち内
弓
枝
先
生
は
、
大

学
入
試
や
就
職
試
験
の
面
接
に
お
い
て
、
地

域
で
の
探
究
学
習
の
成
果
や
、
地
域
の
行
事

へ
の
参
加
を
通
し
て
得
た
学
び
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
希
望
進
路
を
実
現
す
る
生
徒
が
増
え
て

い
る
と
説
明
す
る
。

　「
地
域
に
お
け
る
活
動
の
成
果
を
さ
ら
に

生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
に
は
、
私
た
ち
教
師
が
、
探
究
学
習
に

お
け
る
生
徒
の
支
援
の
あ
り
方
を
も
っ
と
追

究
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
地
域
と
学

校
の
両
方
に
軸
足
を
置
き
、
生
徒
に
と
っ
て

の
最
適
解
を
模
索
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
生
徒
へ
の
か
か
わ
り
方
は
、
生
徒
を
答
え

に
導
く
こ
と
を
得
意
と
し
て
き
た
私
た
ち
教

師
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
ま
す
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
生
徒
が
探
究
学
習
に
つ
い
て
語

り
合
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
若
い
教
師
が
同
席

し
て
、
伴
走
の
あ
り
方
を
学
ぶ
様
子
が
よ
く

見
ら
れ
ま
す
」

　
高
千
穂
高
校
の
卒
業
生
で
あ
る
河
内
先
生

は
、
生
徒
数
が
激
減
し
た
母
校
へ
の
赴
任
に
、

当
初
は
不
安
を
感
じ
て
い
た
と
い
う
。

　「
学
校
か
ら
活
気
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
し
た
が
、
赴
任

し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
杞
憂
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
地
域
の
教
育
資
源
を
生
か

す
こ
と
で
、
都
市
部
の
学
校
に
負
け
な
い
く

ら
い
の
活
気
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
、
地
域
住
民
が
自
由
に
利
用
で

き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
を
校
内
に
設
置
し
、

学
校
と
地
域
と
の
接
点
を
増
や
し
て
い
る
。

長
友
校
長
は
、「
人
の
数
が
少
な
く
、
規
模

が
小
さ
く
て
も
、
生
徒
、
教
師
、
地
域
住
民

が
結
び
つ
け
ば
、
元
気
な
学
校
、
元
気
な
地

域
に
な
る
」
と
語
る
。

　「
３
町
の
住
民
の
方
々
か
ら
、『
最
近
、
高

校
生
が
町
で
活
動
し
て
い
る
様
子
を
よ
く
目

に
す
る
よ
う
に
な
っ
て
う
れ
し
い
』
と
い
っ

た
言
葉
を
か
け
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
地
域
の
中
で
学
校
の
存
在
感
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま

す
」（
長
友
校
長
）　

地域と学校をつなぐコーディネーター図２

高千穂高校には、高校生との協働を希望する地域の企業や
団体から多くの依頼が来るが、地域の伝統行事などの中には、
住民同士が口頭で連絡を済ませたり、高校などに提出すべき
文書がなかったりすることも少なくなかった。そこでコーディ
ネーターの工藤さんは、地域からの要望を聞いたり、チラシ
などの資料を見たりした上で、企業や団体に「このような情報
を盛り込んだ依頼書があると、高校でも生徒に案内しやすい」
と助言している。

●地域から提出されたチラシの例

●コーディネーターの助言を基に
　作成された依頼書（一部）

•生徒を拘束する日時（集合から解散まで）
•活動場所、集合場所
•募集する人数、生徒に求める条件
•生徒が準備するもの（昼食など）
•担当者の名前、連絡先

●コーディネーターが企業・団体に助言した、依頼書に
盛り込むとよい項目

異
な
る
視
点
で
の
支
援
を

間
近
に
見
て
、教
師
も
学
ぶ

24 高校版  2025 January

0-01-J-23729-001 2024 年度 VIEW next 高校版 1 月合併号 24 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

12/24
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P22-24_view-next-koukou-1g.indd   24P22-24_view-next-koukou-1g.indd   24 2024/12/24   11:102024/12/24   11:10



柏
木
　
中
森
先
生
は
県
立
高
校
や
教
育
委
員

会
に
勤
務
さ
れ
、
本
特
集
の
事
例
等
で
示
し

た
、
少
子
化
地
域
の
学
校
経
営
や
多
様
な
生

徒
へ
の
対
応
、
地
域
と
協
働
し
た
学
び
な
ど

に
取
り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
５
つ
の
事
例

を
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
り
ま
し
た
か
。

中
森
　
５
つ
の
事
例
に
は
い
ず
れ
も
、
全
国

の
学
校
が
今
後
の
自
校
の
あ
り
方
を
考
え
る

上
で
の
様
々
な
ヒ
ン
ト
が
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
注
目
し
た
の
は
、
多
様
な
学
び
の

提
供
で
す
。
宮
城
県
・
仙
台
市
立
仙
台
大た

い

志し

高
校
（
Ｐ
．13
〜
15
）
や
岡
山
県
・
私
立
岡
山

理
科
大
学
附
属
高
校
通
信
制
課
程
（
Ｐ
．16

〜
18
）
が
導
入
し
て
い
る
単
位
制
は
、
学
年

の
区
分
が
な
く
、
生
徒
が
自
分
で
履
修
科
目

を
選
ぶ
た
め
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
必
履
修
科
目
以
外
の
科
目
を

生
徒
が
自
分
の
興
味
・
関
心
を
基
に
選
べ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
教
育
課
程
の

あ
り
方
の
１
つ
と
し
て
、
も
っ
と
多
く
の
学

校
で
検
討
さ
れ
て
も
よ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

柏
木
　
仙
台
大
志
高
校
の
生
徒
は
、「
勉
強

は
嫌
い
だ
け
れ
ど
、
自
分
で
選
ん
だ
授
業
だ

か
ら
頑
張
れ
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

中
森
　
学
び
が
自
己
選
択
・
自
己
決
定
で
き

る
機
会
を
広
げ
る
こ
と
は
、生
徒
の
学
習
意

欲
を
高
め
ま
す
。

柏
木
　
本
誌
10
月
号
の
特
集
で
取
り
上
げ
た

「
自
己
調
整
学
習
」
も
、
ま
さ
に
生
徒
が
自
己

選
択
・
自
己
決
定
し
て
進
め
る
学
び
で
し
た

が
、
そ
れ
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
は
、
主
体
性

や
学
習
意
欲
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

中
森
　
た
だ
、
自
校
内
で
多
様
な
科
目
を
設

定
す
る
こ
と
が
難
し
い
学
校
が
あ
る
の
も
実

情
で
す
。
そ
こ
で
、
他
校
や
大
学
等
の
授
業

の
履
修
を
卒
業
単
位
に
認
定
し
た
り
、
他
校

と
遠
隔
授
業
を
行
っ
た
り
す
る
と
い
っ
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
少
子
化
が
進
む
中
、

北
海
道
高
等
学
校
遠
隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー

（
Ｐ
．10
〜
12
）の
よ
う
に
、
教
育
委
員
会
が

遠
隔
授
業
を
行
う
ケ
ー
ス
は
今
後
増
え
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

柏
木
　
す
べ
て
の
科
目
を
自
校
内
で
設
定
し

よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
外
部
と
協
働
す

福井大学
連合教職大学院　教授、
独立行政法人
教職員支援機構　フェロー

中森一郎  編集部
統括責任者

柏木 崇 なかもり・いちろう　福井県の公立高校に国語科教諭として勤務後、
福井県教育庁課長（学力向上）、福井県立若狭高校校長、福井県教
育庁学校教育監等を歴任。若狭東高校勤務時は、若狭地区の県立高
校再編整備にも携わった。現在、独立行政法人教職員支援機構のフェ
ロー（学び合う教師コミュニティの形成支援）も務める。

社
会
の
シ
ス
テ
ム
の
一
環
と
し
て
、

学
校
が
社
会
と
つ
な
が
り
、

多
様
な
生
徒
の
学
び
を
保
障
す
る

こ
こ
ま
で
、生
徒
の
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
た
め
に
様
々
な
工
夫
を
重
ね
て
い
る
５
つ
の
事
例
を
紹
介
し
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
実
践
を
通
じ
て
見
え
る
、日
本
の
高
校
教
育
の
未
来
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。そ
の
未
来
に
向
け
て
、全
国
の
学
校
は

ど
ん
な
視
点
や
考
え
方
、取
り
組
み
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。高
校
教
師
と
し
て
地
域
連
携
な
ど
を
推
進
し
、定
時
制
課
程
の

教
頭
な
ど
も
務
め
た
福
井
大
学
連
合
教
職
大
学
院
の
中
森
一
郎
教
授
と
、Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
統
括
責
任
者
の
柏
木
崇
が
語
り
合
っ
た
。

本特集を振り返って

外
部
と
協
働
し
て
、

学
び
の
選
択
肢
を
増
や
す

生徒の学びの機会をどう保障するか？
特集

 高校版  2025 January25

0-01-J-23729-001 2024 年度 VIEW next 高校版 1 月合併号 25 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

12/26
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P25-27_view-next-koukou-1g.indd   25P25-27_view-next-koukou-1g.indd   25 2024/12/26   20:352024/12/26   20:35



る
こ
と
が
重
要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

中
森
　
一
方
で
、
自
校
の
生
徒
に
合
う
教
育

活
動
は
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
、
そ
の
１
つ

が
、各
校
の
判
断
で
実
施
が
可
能
な「
学
校
設

定
科
目
」
の
設
定
で
す
。
私
は
定
時
制
課
程

の
教
頭
の
時
に
、
生
徒
の
社
会
性
を
高
め
よ

う
と
、対
人
関
係
能
力
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ス
キ
ル
に
つ
い
て
学
ぶ「
ト
ー
タ
ル
ラ
イ
フ
」

を
学
校
設
定
科
目
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

柏
木
　
岡
山
理
科
大
学
附
属
高
校
通
信
制
課

程
は
、
単
位
認
定
に
必
須
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

な
ど
と
は
別
に
、
多
様
な
活
動
を
用
意
し
た

「
＠
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
型
」
を
設
け
、
生
徒
が

生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
ら
れ
た
り
、
社
会
と

の
接
点
を
持
て
る
よ
う
に
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
生
徒
の
自
立
を
支
援
し
て
い
ま
し
た
。

中
森
　
そ
れ
は
ま
さ
に
学
校
ら
し
い
、教
育
的

で
、素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
た
だ
、
活
動
は
任
意
参
加
の
た
め
、

生
徒
が
登
校
し
て
こ
な
い
時
の
理
由
が
、
体

調
不
良
な
の
か
、
怠
慢
な
の
か
が
分
か
り
に

く
く
、
生
徒
に
ど
う
声
を
か
け
れ
ば
よ
い
の

か
が
悩
み
だ
と
、
同
校
の
先
生
は
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。

中
森
　
活
動
へ
の
参
加
を
生
徒
の
主
体
性
に

委
ね
て
い
る
点
は
、
教
育
的
配
慮
と
し
て
重

要
で
す
。
学
校
が
大
事
に
し
て
い
る
指
標
、

例
え
ば
、
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
行
動
規

範
と
し
て
生
徒
と
共
有
し
、
そ
れ
を
声
か
け

の
規
準
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

柏
木
　
多
様
化
す
る
生
徒
へ
の
対
応
に
お
い

て
は
、
仙
台
大
志
高
校
が
取
り
組
む
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
以
下
、Ｕ
Ｄ
）
の
視
点

で
の
授
業
設
計
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

同
校
は
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
資
料
の
形
で
ま
と

め
、
異
動
し
て
き
た
教
師
で
も
自
校
の
生
徒

に
合
っ
た
授
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
し
た
。

中
森
　ど
の
よ
う
な
生
徒
も
安
心
し
て
学
び

に
集
中
で
き
る
授
業
設
計
は
、
す
べ
て
の
学

校
が
配
慮
し
た
い
点
の
１
つ
で
す
。本
学
で

も
、Ｕ
Ｄ
の
視
点
で
の
授
業
設
計
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。た
だ
、特
定
の
生
徒
へ
の
配
慮

と
い
っ
た
視
点
だ
け
だ
と
、学
校
全
体
に
広

が
り
に
く
い
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

授
業
改
善
の
一
環
だ
と
、自
校
の
教
師
に
捉

え
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

柏
木
　
生
徒
目
線
で
の
授
業
改
善
に
つ
い

て
、
ほ
か
に
留
意
す
べ
き
点
は
あ
り
ま
す
か
。

中
森
　
生
徒
に
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
学

校
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
生
徒
に
直
接
、

授
業
の
よ
い
点
や
改
善
し
て
ほ
し
い
点
を
聞

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
徒
が
主
語
の
学
校

づ
く
り
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
授
業
改
善
や

学
校
行
事
の
運
営
な
ど
に
生
徒
が
参
画
で
き

る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
小
・
中
学
校
で
は
今
、
自
己
調
整

学
習
な
ど
、
児
童
・
生
徒
が
主
体
的
に
学
び

に
取
り
組
む
授
業
づ
く
り
が
盛
ん
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
数
年
後
に
は
、
授
業
で
主
体

的
に
学
ん
で
き
た
生
徒
が
高
校
に
入
学
し
て

き
ま
す
。
高
校
の
先
生
方
に
は
小
・
中
学
校

の
授
業
を
見
学
し
、
学
び
の
変
化
を
体
感
し

た
上
で
、
こ
れ
か
ら
の
授
業
に
つ
い
て
考
え

を
巡
ら
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

柏
木
　
地
域
連
携
に
よ
っ
て
生
徒
の
学
び
の

機
会
が
広
が
っ
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
ま
し

た
が
、
宮
崎
県
立
高
千
穂
高
校
（
Ｐ
．22
〜

24
）
は
、
前
校
長
が
自
ら
町
役
場
に
地
域
連

携
を
提
案
し
、
実
現
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

中
森
　多
く
の
市
町
村
は
地
域
の
存
続
が
重

要
な
課
題
で
、生
徒
が
地
域
で
活
動
し
、地
域

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
こ
と
は
大
歓
迎
で
す
。

生
徒
が
活
躍
す
る
姿
を
地
域
住
民
に
見
て
も

ら
え
れ
ば
、
学
校
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
ま
す
。

校
長
の
裁
量
で
進
め
ら
れ
る
市
町
村
と
の
連

携
は
、
高
校
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
高
校
と
の
連
携
に
価
値
を
見
い
だ
し
て
い

る
企
業
も
多
い
と
思
い
ま
す
。例
え
ば
、若
手

社
員
が
生
徒
の
探
究
学
習
の
支
援
を
通
じ
て

新
た
な
気
づ
き
を
得
た
り
、
生
徒
に
自
社
を

認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
が
将
来
の
人
材
確
保

に
つ
な
が
っ
た
り
し
ま
す
。
高
校
が
企
業
に

協
力
を
お
願
い
す
る
と
い
う
考
え
方
で
は
な

く
、
高
校
と
企
業
が
価
値
の
交
換
を
す
る
わ

け
で
す
。
地
域
の
経
済
同
友
会
や
商
工
会
議

所
な
ど
を
窓
口
に
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

柏
木
　
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
教
育
魅
力
化
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
（
Ｐ
．19
〜
21
）
で
は
、
市
内
の
高

校
間
の
横
の
連
携
と
、
市
立
小
・
中
学
校
と

の
縦
の
連
携
を
活
用
し
て
、
生
徒
は
地
域
で

学
び
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

中
森
　校
種
間
連
携
は
も
っ
と
広
ま
る
と
よ

い
で
す
ね
。高
校
生
が
小
・
中
学
生
の
教
科
学

習
や
探
究
学
習
を
支
援
す
る
こ
と
は
一
案
で

す
。高
校
生
は
小
・
中
学
生
に
教
え
る
こ
と
で

自
分
の
学
び
が
深
ま
り
ま
す
し
、
小
・
中
学

生
に
と
っ
て
は
高
校
生
が
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
に

な
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
交
流
を
介
し
て
、

教
師
も
学
校
間
・
校
種
間
で
交
流
し
、
先
ほ

ど
重
要
だ
と
お
話
し
し
た
小
・
中
学
校
の
授

生
徒
主
体
の
授
業
改
善
に

必
要
な
視
点
と
は
？

市
町
村
と
の
連
携
が

高
校
の
活
性
化
の
鍵
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すべての生徒の学びの機会を保障するために必要なアクションと管理職の役割図

業
見
学
な
ど
が
行
わ
れ
れ
ば
、
よ
り
多
様
な

視
点
で
の
授
業
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

柏
木
　
生
徒
が
校
外
で
活
動
す
る
こ
と
を
心

配
す
る
教
師
の
声
も
あ
り
ま
す
。

中
森
　
危
機
管
理
は
重
要
で
す
が
、
生
徒
を

学
校
の
管
理
下
に
置
く
と
い
う
考
え
方
で
は

な
く
、
生
徒
が
自
分
で
危
機
管
理
で
き
る
よ

う
、
校
外
活
動
時
の
ル
ー
ル
を
生
徒
と
共
有

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
保
護
者
の
同
意
を

得
る
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
と
い
っ

た
ル
ー
ル
を
決
め
た
上
で
、
生
徒
に
活
動
の

自
由
を
保
障
す
る
の
で
す
。
地
域
で
活
動
す

る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
地
域
と
信
頼
関
係

を
築
い
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。

柏
木
　
学
校
が
で
き
る
こ
と
は
様
々
あ
る
と

言
え
そ
う
で
す
が
、
管
理
職
の
先
生
方
に
は

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
で
し
ょ
う
か
。

中
森
　
教
育
委
員
会
に
い
た
経
験
か
ら
言
う

と
、行
政
は
基
本
的
に
前
例
が
な
い
こ
と
の

是
非
を
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
立
場
に
あ

り
ま
す
。校
長
の
裁
量
で
様
々
な
挑
戦
を
し

て
も
ら
い
、効
果
が
あ
れ
ば
全
県
に
広
め
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。校
長
の
裁
量

は
大
き
く
、大
概
の
こ
と
は
で
き
ま
す
。校
長

が
先
頭
に
立
っ
て
積
極
的
に
挑
戦
す
る
こ
と

と
、挑
戦
す
る
学
校
づ
く
り
に
向
け
て
、
互

い
に
学
び
合
う
教
師
集
団
を
築
く
こ
と
が
、

管
理
職
の
役
割
と
し
て
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

柏
木
　
働
き
方
改
革
が
進
む
中
、
研
修
の
時

間
を
確
保
す
る
の
も
難
し
い
よ
う
で
す
。

中
森
　
新
た
に
研
修
を
行
う
と
い
う
よ
り

も
、
教
師
が
互
い
に
日
々
の
実
践
に
つ
い
て

語
り
合
い
な
が
ら
、
価
値
づ
け
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
教
師
一
人
ひ

と
り
が
自
分
が
取
り
組
ん
だ
授
業
改
善
に
つ

い
て
Ａ
４
判
１
枚
に
ま
と
め
、
そ
れ
ら
を
学

校
全
体
で
学
期
末
な
ど
に
共
有
し
て
学
び
合

う
学
校
も
あ
り
ま
す
。
教
師
が
互
い
に
認
め

合
い
、
次
の
挑
戦
を
応
援
す
る
、
そ
ん
な
学

校
づ
く
り
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

柏
木
　
学
校
の
変
革
の
実
現
に
は
現
在
の
活

動
を
生
か
す
と
い
う
視
点
が
重
要
で
す
ね
。

最
後
に
、
今
後
の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

中
森
先
生
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

中
森
　
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
学
校
は
、自
校

内
で
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
完
結
さ
せ
る
こ

と
が
基
本
で
し
た
。し
か
し
、学
校
は
社
会
の

シ
ス
テ
ム
の
一
環
に
あ
り
ま
す
。
全
国
の
各

校
に
は
、
地
域
の
他
校
や
小
・
中
学
校
、
自

治
体
、
企
業
な
ど
と
協
働
し
、
あ
る
い
は
地

域
を
超
え
て
日
本
各
地
や
海
外
と
も
つ
な
が

り
な
が
ら
、
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
下
、
生
徒
の
多
様
な
学
び
を
支

え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学びを自己選択・決定できる仕組みの構築
教育課程の弾力的な編成、多様な選択科目の設置、学校
設定科目の活用、自己調整学習の導入等により、生徒が
自分の興味・関心や希望進路、自分に合う学習ペースに
基づいて、必要な学びを自分で選べるようにする。
参考実践▶事例２（P.13 ─15）、 事例３（P.16 ─18）

ＩＣＴを活用した遠隔授業の導入・実践
小規模校に通う生徒が、教師不足のために自校の教師に
よる授業を受けられない科目等を自校にいながら、また、
不登校の生徒や病室等において病気療養中の生徒などが
学校以外の場所で授業を受けられるよう、ＩＣＴを活用
した遠隔授業を導入・実践することで、すべての生徒の
学びの機会を保障する。
参考実践▶事例１（P.10 ─12）、事例３（P.16 ─18）

安心・安全な学びの場づくり
中学校や保護者からの生徒情報の収集及び校内での情報
共有を徹底し、その情報も踏まえながら、ユニバーサル
デザインの視点等も含めた授業設計、生徒の心情に配慮
した声かけ等が行われる授業実践により、どのような生
徒も安心して学べるようにする。
参考実践▶事例２（P.13 ─15）、 事例３（P.16 ─18）

多様な考え・価値観に出合わせる外部連携
探究学習等に取り組む上で必要な教育資源が少ない地域
の高校などに通う生徒でも、高校間・校種間・地域等の
外部と連携し、コーディネーターの仲介や、ＩＣＴを活用
した遠隔教育・授業等も駆使しながら、多様な人と出会
い、多様な考え・価値観に出合えるようにすることで、
生徒の学びを広げ、深める機会を保障する。
参考実践▶事例４（P.19 ─ 21）、 事例５（P.22 ─ 24）

管理職の柔軟なカリキュラム・マネジメント、リーダーシップ、ファシリテーションの下、
上記のようなアクションを取り入れ、実行する

※各事例と本記事を基に編集部で作成。

校
長
の
裁
量
を
最
大
限
生
か
し
て
、

学
び
の
機
会
を
保
障
す
る

生徒の学びの機会をどう保障するか？
特集
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　今年度、本校に赴任して感じたのは、主体的に物事を進められない生徒が少なくないことです。
部活動でも、生徒は顧問の指示を待っている状態でした。私は、自分で学習計画を立てたり、分か
らないことがあれば自分で調べたりするといった姿勢があってこそ知識・技能が身につくと考え、
前任校まで行っていたプリント中心の授業形態を変えました。前期は、私が生徒に問いかけ、生徒
が答える対話形式にし、生徒が考える場を設けました。しかし、私が説明してしまう場面が多かっ
たため、後期は、生徒が班で協力して調べ学習をし、発表する課題を取り入れました。授業内で試
行錯誤している生徒と同様、私も生徒に自分で学ぶ力を育む授業を目指して試行錯誤しています。

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

山形県立鶴岡中央高校

五十嵐雄大　いがらし・ゆうだい

同校に赴任して１年目。理科（地学）。１学年担任。
学習センター課。

◎設立　1998（平成 10）年　◎形態　全日制／普通科・総合
学科／共学　◎生徒数　１学年約 240人　
◎2023 年度卒業生進路実績　国公立大は、山形大、釧路公
立大、岩手県立大、山形県立保健医療大などに７人が合格。
私立大は、東北学院大、獨協大、神奈川大、金沢工業大など
に延べ61人が合格。短大・専門学校等進学111人。就職58人。

学
校
概
要

地
学

班
で
協
力
す
る
調
べ
学
習
を
通
じ
て
、

自
分
で
学
ぶ
力
、他
者
貢
献
の
姿
勢
を
育
む
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本
時
の
概
要

五十嵐先生は、「主体的に学習を進める」「班で協力して学ぶ」
といった本単元の目標を説明し、「皆で授業をつくろう」と呼び
かけた。1時間目に行った、火山噴火を再現した２種類の実験
について振り返った後、鳥海山を説明する切り口として挙げた
岩石・地形・災害・文化のそれぞれの手がかりを示した。

生徒は、「鳥海山は山体崩壊で今の形になったのなら、昔はもっ
と高かったのかな」「皆で調べてみよう」と、班で学びを深め
ていった。調べた内容をスライドにまとめ始めた班もあり、「写
真を入れたら分かりやすい」などと、見せ方を工夫していた。
次時に向けて、調べる内容をメンバーで分担する班もあった。

前時に続いて生徒は班ごとに、班で選んだ切り口で鳥海山につ
いて調べた。文化を選んだ班は、景勝地・象

きさかた

潟が鳥海山の山
さんたい

体
崩壊で形成されたことを調べた。しかし、鳥海山の噴火との結
びつきが分からず、五十嵐先生に質問。すると先生は、「山体
崩壊はなぜ起きたのだろう」と、生徒に問いかけた。

生徒は各自、本時で分かったことや気づいたこと、前時と比べ
て自分が変わった点などを、「授業記録シート」に入力。五十嵐
先生は、「考えたことが正しいかどうか迷っても、前に進めて
いこう。間違っていたら、後で訂正できる。自分たちが考えた
ことを大事にしよう」と、生徒に伝えた。

本時のキー課題

本時のキー課題

授業リポート

前時までの振り返り1

班で調べ学習3

班で調べ学習2

本時の振り返りを入力4

［対象］2年生　［教科・科目］理科・地学基礎
［単元］火山
［単元目標］地元の活火山である鳥海山について、岩石・地形・災害・
文化の４つの切り口のうち、いずれかの切り口で説明することができ
るようになる。主体的に学習を進め、班での活動に貢献する。
［授業時数］全10時間のうちの３時間目

5分間15分間

18分間

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

DOWN
L O A D

12分間

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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火
山
が
テ
ー
マ
の
本
単
元
で
は
、
本
県

と
秋
田
県
に
ま
た
が
る
活
火
山
・
鳥
海
山

に
つ
い
て
、
班
で
調
べ
、
分
か
っ
た
こ
と

を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
こ
と

を
課
題
に
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　
調
べ
学
習
の
切
り
口
と
し
て
、
岩
石
・

地
形
・
災
害
・
文
化
の
４
つ
を
提
示
。そ
の

中
か
ら
班
ご
と
に
、
生
徒
は
切
り
口
を
１

つ
選
び
ま
し
た
。切
り
口
の
中
に
文
化
を

入
れ
た
の
は
、文
化
が
地
形
や
気
候
な
ど

の
影
響
を
受
け
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
を

理
解
し
、教
科
横
断
的
な
視
点
を
持
っ
て

　
毎
授
業
の
最
後
に
、
生
徒
は
自
分
が
変

わ
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
「
授
業

記
録
シ
ー
ト
」
に
入
力
し
ま
す
（
図
２
）。

そ
の
記
述
内
容
を
見
取
り
、「
思
考・判
断・

表
現
」
や
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
」
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
ス
ラ
イ
ド（
図
３
）の
発
表
の
中
で
質

疑
の
時
間
を
設
け
ま
し
た
が
、即
興
で
の

議
論
が
苦
手
な
生
徒
も
い
る
た
め
、他
の

班
へ
の
質
問
や
感
想
を
書
い
て
提
出
さ
せ

ほ
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。文
系
的
な

要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、理
科
が
苦

手
な
生
徒
も
課
題
に
関
心
を
持
て
る
よ
う

に
す
る
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
単
元
の
１
時
間
目
は
、
火
山
噴
火
を

再
現
し
た
２
種
類
の
実
験
を
し
ま
し
た
。

火
山
噴
火
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
生
徒

は
班
で
学
び
を
進
め
ら
れ
る
と
想
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
２
時
間
目
は
、
ど
こ
か
ら

手
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
様
子

で
し
た
。
そ
こ
で
、３
時
間
目
の
本
時
は
、

４
つ
の
切
り
口
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

調
べ
る
手
が
か
り
を
提
示
し
ま
し
た
。
机

間
指
導
で
は
、
生
徒
が
自
分
で
学
習
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
助
言
は
具
体
的
な
も
の

に
す
る
よ
う
に
、
た
だ
し
答
え
は
言
わ
な

い
よ
う
、
心
が
け
ま
し
た
（
写
真
）。

ま
し
た
。そ
し
て
、私
が
質
問
や
感
想
を
班

ご
と
に
ま
と
め
た
上
で
各
班
に
渡
し
、後

日
の
授
業
で
質
問
に
ど
う
答
え
る
か
を
班

ご
と
に
話
し
合
い
、そ
れ
を
発
表
さ
せ
ま

し
た
。自
分
た
ち
が
調
べ
た
内
容
に
対
し

て
様
々
な
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
に
、
生
徒

は
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

　
中
間
考
査
で
は
、
本
単
元
の
学
習
内
容

を
分
野
別
に
４
段
階
で
整
理
し
た
資
料

（
コ
ラ
ム
参
照
）
を
基
に
、
各
分
野
の
段

階
ご
と
に
１
題
ず
つ
、「
知
識・技
能
」「
思

考
・
判
断
・
表
現
」
を
見
取
る
こ
と
が
で

き
る
問
題
を
出
し
ま
し
た
。
生
徒
に
は
自

分
が
理
解
し
て
い
る
と
思
う
問
題
に
取
り

組
ま
せ
、総
括
的
評
価
の
材
料
に
は
せ
ず
、

形
成
的
評
価
の
材
料
に
し
ま
し
た
。

生徒が班で作成したスライド（例）図３

「授業記録シート」生徒の入力例図２

本単元の指導計画（概要）図１

今日調べた本・サイト名

鳥海山・飛鳥ジオパーク

先生が言っていたこと

山体崩壊は 2500 年前に鳥海山で起こってい
た。

他の人が言っていたこと

今日気づいたこと・考えたこと・分かったこと

知識・技能に関すること
鳥海山の山体崩壊は爆発的な噴火によって起
こった。

思考・判断・表現に関すること

主体性・他者貢献に関すること
鳥海山の山体崩壊の説明をスライドに記せた。

前回と比べて自分が「変わったな〜」と思ったこと

知識・技能に関すること
鳥海山の山体崩壊のメカニズムを理解できた。

思考・判断・表現に関すること
鳥海山は昔はもっと標高が高かったのではな
いかと考えた。

主体性・他者貢献に関すること
自分から友だちに教えることができた。

発
問・
課
題
設
定
の
観
点

教
科
横
断
的
な
視
点
を

持
て
る
よ
う
、

４
つ
の
切
り
口
を
提
示

学
習
評
価
の
工
夫

「
授
業
記
録
シ
ー
ト
」

の
記
述
内
容
か
ら

生
徒
の
変
容
を
見
取
る

岩石を切り口に選んだ班は、鳥海山の主な岩質について調
べ、各鉱物の特徴などをスライドにまとめた。

※学校資料をそのまま掲載。

「今日気づいたこと・考えたこと・分かったこと」「前回と比
べて自分が変わったと思ったこと」などについて、「知識・
技能」「思考・判断・表現」「主体性・他者貢献」の視点で
記録する。　　　　　　　　※学校資料を基に編集部で作成。

❶課題の目的と内容を説明
　本単元の課題を説明した後、班分け。岩石・
地形・災害・文化の中から、班ごとに調
べ学習の切り口を選ぶ。火山噴火の仕組
みを再現する２種類の実験に取り組む。

❷〜❺班ごとに調べ学習（本時は３時間目）
　教科書、資料集、書籍、インターネットな
どを活用して調べ、発表に向けたスライド
を作成する。

❻班ごとにスライドを基に発表
　各班４分間で発表。各班への質問や感想
は端末に入力。それらを教師が班ごとに
まとめた上で各班に渡し、後日の授業で
班ごとに回答を発表。

※学校資料を基に編集部で作成。

写真　五十嵐先生は、紙コップに入ったはちみ
つにストローで空気を送り込み、ぶくぶくと泡
立て、マグマの粘り気を再現した様子を生徒に
見せた。生徒は１時間目にその実験に取り組ん
でいたが、生徒の思考を促すために再演した。
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　「
本
単
元
で
は
、
班
で
調
べ
て
ま
と
め

た
こ
と
を
発
表
し
ま
す
」
と
、
１
時
間
目

に
説
明
し
た
時
、
顔
を
上
げ
て
私
の
話
を

聞
く
生
徒
の
姿
に
、
今
ま
で
と
違
う
授
業

へ
の
期
待
を
感
じ
ま
し
た
。
２
時
間
目
で

は
、
生
徒
は
新
し
い
授
業
の
形
式
に
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
時
間
目
の
本
時

に
「
鳥
海
山
の
岩
石
の
性
質
は
何
だ
ろ

う
」「
十
六
羅ら

漢か
ん

を
見
た
こ
と
は
あ
る
か

な
」
な
ど
と
問
い
か
け
る
と
、
資
料
集
を

読
ん
だ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

た
り
す
る
な
ど
、生
徒
の
手
が
動
き
始
め
、

「
先
生
！
」
と
あ
ち
こ
ち
か
ら
質
問
が
出

ま
し
た
。「
授
業
記
録
シ
ー
ト
」を
見
て
も
、

知
り
た
い
と
い
う
生
徒
の
意
欲
を
感
じ
ま

し
た
。
生
徒
が
た
だ
聞
く
だ
け
の
授
業
か

ら
一
歩
前
進
で
き
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
生
徒
が
自
分
で
学
ぶ
力
を
身
に
つ
け
、

知
識
・
技
能
を
習
得
し
て
い
け
る
授
業
づ

く
り
に
、
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯
誤
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎火山噴火の仕組み

基礎　マグマは軽いので上昇し、地表に達する。

標準
マグマは軽いので上昇し、地下約10㎞の地点でマグマ
だまりを形成。その中で水蒸気や二酸化炭素が発泡す
ることでさらに軽くなり、上昇して噴火する。

応用
標準

地下100〜140㎞で発生するマグマは液体のため、固
体の岩石よりも軽い。（中略）すると、マグマに気体が
混じるために、全体の密度が下がって軽くなることと、
内部の圧力が上昇するために一気に上昇し、噴出する。

応用
液体は固体よりも分子・原子が動いていて、分子・原
子間の距離が大きいため、通常は液体の方が密度は小
さくなる（水は例外）。（以下略）

本単元は、「火山噴火の仕組み」「鉱物」「火山災害と火山の恵み」
など、８分野ある。赤字にした箇所は重要事項で、五十嵐先生
が色をつけた。　　　　　　　　　※学校資料を基に編集部で作成。

■分野別に整理した本単元の学習内容（抜粋）

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

成
果
と
展
望

生徒が自分で学びを進められるようにするための工夫

　生徒が自分で学びを進める自己調整学習のような

授業形態は、生徒も私も初めての挑戦です。どのよ

うな方法がよいのか模索中ですが、先行事例を参考

に次のような工夫をしました。
●新しい授業形態を取り入れる目的を説明
　生徒が目的意識を持てるよう、「自分で学ぶ力や周

りと協力して物事を進める力を身につけてほしいと

考え、授業形態を変えます」と、１時間目に生徒に説

明し、以降も各授業の冒頭などで繰り返し伝えまし

た。また、知識の正確さはひとまず問わないので、自

分が考えたように学びを進めるよう、説明しました。
●班の人数は４人とし、メンバーはランダムに組む
　中学校時代までにリーダー的な役割を経験したこと

がほとんどない本校の生徒は、他人任せになってしま

う傾向がありました。そこで、自分が責任を持つ経験

ができるように、班での調べ学習を取り入れました。

班は、人数が多いと他人任せになりやすいため、４人

１組とし、席順で設定。普段はあまり交流のないメン

バーもいる中で、自分は何ができるのか、何をすべき

かを考えて行動することを期待しました。
●単元の学習内容を分野別に４段階で提示
　前任校まで生徒に取り組ませていた自作のプリン

トの内容を、基礎（中学校既習）・標準（高校基礎）・

応用標準（大学入学共通テストレベル）・応用（個別学

力検査レベル）の4段階に整理し、本単元の調べ学習

の資料として配布しました（右図）。本資料には、私が
これまで授業で説明してきた内容が詰まっています。

　生徒は主にインターネットを使って調べますが、

得られる情報量が膨大過ぎて、何が重要なのかが判

断できず、それらしい文章をコピー＆ペーストして

終わってしまいがちです。そこで、本資料が調べる

手がかりになるのではないかと考えて作成しました。
●答えは言わず、生徒の思考を促す問いかけや説明をする
　前期は私が説明し過ぎたという反省から、生徒の

質問には問いで返し、生徒が自分で考え、答えを出

すようにすることを心がけました。しかし、助言が

具体的なものでなければ生徒が前に進めない場合も

あり、その加減に難しさを感じています。

　また、新たに問いを持てるように説明したつもりが、

生徒に伝わっていないこともありました。例えば、

２種類の火山噴火を再現した実験では、マグマの粘

り気の違いによって噴出の勢いが変わることを説明

しましたが、粘り気の違いはなぜ生じるのかといっ

た疑問を、生徒が持つには至りませんでした。教師の

理論ではなく、生徒の目線で問いかけや説明ができる

よう、今後も研究を重ねていきたいと思っています。

受
け
身
の
姿
勢
か
ら
、

少
し
ず
つ
自
分
で
考
え
て
学
び
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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　前任の中学校では、なぜ数学を学ぶのか、数学は自分の将来にどう役に立つのかを、生徒に考え
させる授業をしていましたが、難関大学志望者が多い本校においては、生徒の希望進路の実現を
支援するため、大学入試に対応できる知識・技能の習得を重視した授業を行ってきました。しかし、
2023年度に私が初めて受け持った１年生は、例年よりも数学が苦手な生徒が多く、「数学は諦めた」
「数学を勉強する意味が分からない」といった声がよく聞かれたため、授業方針を変えることにしま
した。私は数学を学ぶ楽しさを生徒に感じてほしいという思いを改めて強くし、数学で学ぶこと
が他教科や社会とどうつながっているのかが伝わる授業の実践を目指して、日々努力しています。

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践

東京都立両国高校・附属中学校

小笠原大峻　おがさわら・ひろたか

同校に赴任して４年目。数学科。２学年担任。

◎設立　1900（明治33）年　◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約120人
◎2023 年度卒業生進路実績　国公立大は、北海道大、筑波
大、千葉大、東京大、東京工業大（現・東京科学大）、名古屋大、
京都大、九州大などに53人が合格。私立大は、青山学院大、
慶應義塾大、上智大、早稲田大などに延べ510人が合格。

学
校
概
要

数
学

統
計
を
活
用
し
て
標
本
調
査
を
設
計
す
る
課
題
で
、

数
学
を
学
ぶ
意
義
を
実
感
さ
せ
る
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本
時
の
概
要

小笠原先生は、自分が設計した標本調査の結果を投影し、問題
点がないかを生徒に尋ねた。生徒からは、「標本が小さい」「調
査対象者に偏りがある」などの意見が上がった。それを受けて
小笠原先生は、「では、どんな標本調査がよいのか、統計の知
識を使って考えよう」と、本時の課題を提示した。

５つの班に分かれ、班内で話し合って各自の標本調査をよりよ
くしていった。生徒は自分の探究学習の内容を班員に説明し、
それぞれの内容に合った標本調査とするために、意見を出し
合った。５つの観点を書き終わった生徒に小笠原先生は、「回
収率についても考えてみたら？」と問いかけていた。

前時の復習をした後、小笠原先生は許容誤差（＊）について解
説し、標本調査の設計には、質問内容、対象、推定される母比
率、許容誤差、標本の大きさの５つの観点が必要なことを説明。
生徒は探究学習で自分が標本調査を行うという設定の下、５つ
の観点について考え、その結果をワークシートに記入した。

班内で最もよい標本調査を選び、そのワークシートを端末で撮
影し、クラウドにアップしてクラス全員で共有。調査を設計し
た生徒は、質問内容や対象を決めた理由、設定した許容誤差の
根拠などを発表した。最後に「班員と共有して気づいたこと」「本
時の振り返り」をワークシートに記入した。

本時のキー課題

＊　標本調査の結果と、母集団全体を調査した結果の誤差の範囲。標本調査のサンプル数を決める際に必要となる。

授業リポート

課題の提示1

班で各自の標本調査を検討3

個人で標本調査を設計2

発表と振り返り4

［対象］２年生　［教科・科目］数学・数学Ｂ
［単元］統計的な推測、推定
［単元目標］目的に応じた標本調査を設計することができる
［授業時数］全３時間のうちの３時間目
［本時の目標］許容誤差の内容を理解し、「総合的な探究の時間」で
行う標本調査の質問項目と調査対象者（標本の大きさ）の数を考える。

5分間

22分間

13分間

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

DOWN
L O A D

10分間

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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担
当
学
年
に
は
数
学
が
苦
手
な
生
徒
が

多
い
た
め
、生
徒
が
数
学
を
学
ぶ
意
義
を

見
い
だ
せ
る
よ
う
、数
学
が
他
教
科
や
社

会
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
実
感
で

き
る
授
業
に
な
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
時
は
、
統
計
の
知
識
を
活
用
し
て
探

究
学
習
で
行
う
標
本
調
査
を
設
計
す
る
課

題
を
出
し
ま
し
た
（
図
１
）。
生
徒
は
必

要
に
応
じ
て
探
究
学
習
で
標
本
調
査
を
行

い
ま
す
が
、
デ
ー
タ
の
優
位
性
や
精
度
な

ど
を
考
え
た
設
計
が
で
き
て
い
な
い
調

査
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
授
業

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
信
頼
度
の
高

　
学
習
評
価
は
、
単
元
ご
と
に
作
成
し
て

い
る
３
段
階
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て

行
っ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　「
知
識・技
能
」
と
「
思
考・判
断・表
現
」

の
評
価
は
、
定
期
考
査
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

で
行
い
ま
す
。
定
期
考
査
で
は
、
暗
記
し

た
知
識
を
確
認
す
る
問
題
に
な
ら
な
い
よ

い
標
本
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
生
徒
の
探
究
学
習
が
よ
り
深
い
も
の

に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
絶
滅
危
惧
種
の
ニ
ホ
ン
ウ

ナ
ギ
が
、
今
の
ま
ま
で
は
何
年
後
に
絶
滅

し
て
し
ま
う
の
か
を
、
微
分
の
知
識
で
推

測
す
る
課
題
や
、
交
通
事
故
が
起
き
に
く

い
カ
ー
ブ
の
角
度
を
、
積
分
の
知
識
で
導

く
課
題
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
が
自
分
の
判
断
基
準
を
持

て
る
よ
う
、
折
に
触
れ
て
批
判
的
な
見
方

を
示
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
真
理
で
あ

る
と
思
え
る
平
行
線
の
公
理
に
疑
問
を
持

た
せ
、球
面
幾
何
学
な
ど
、非
ユ
ー
ク
リ
ッ

ド
幾
何
学
に
考
え
を
広
げ
さ
せ
ま
す
。
あ

た
り
前
に
思
っ
て
い
る
こ
と
で
も
本
当
に

正
し
い
の
か
と
疑
問
を
持
つ
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
新
し
い
考
え
方
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

う
、
な
ぜ
そ
の
解
法
に
た
ど
り
着
い
た
の

か
、
生
徒
の
理
解
度
を
見
取
る
た
め
の
記

述
式
問
題
を
中
心
に
出
題
し
て
い
ま
す
。

本
単
元
で
は
、３
つ
の
サ
イ
コ
ロ
を
振
り
、

ど
の
面
も
同
じ
よ
う
に
出
る
よ
う
サ
イ
コ

ロ
が
作
ら
れ
て
い
る
か
を
仮
説
検
定
す
る

問
題
な
ど
を
出
し
ま
し
た
が
、
正
答
率
が

低
か
っ
た
た
め
、
定
期
考
査
後
の
授
業
で

補
足
説
明
を
し
ま
し
た
。

　
本
単
元
で
は
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
踏

ま
え
て
標
本
調
査
を
設
計
で
き
て
い
る
か

を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
見
取
り
、許
容
誤

差
の
概
念
を
理
解
し
て
い
る
か
を
評
価
し

ま
し
た（
コ
ラ
ム
参
照
）。ポ
イ
ン
ト
の
１

点
目
は
探
究
テ
ー
マ
に
合
っ
た
質
問
内
容

か
、２
点
目
は
質
問
内
容
に
適
し
た
調
査

対
象
と
し
、母
集
団
の
傾
向
を
踏
ま
え
た

上
で
母
比
率
を
設
定
し
て
い
る
か
、
３
点

目
は
質
問
内
容
に
応
じ
た
標
本
の
大
き
さ

と
許
容
誤
差
を
設
定
で
き
て
い
る
か
で
す
。

　「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

の
評
価
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
の
生
徒

の
様
子
と
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
振
り
返
り

の
内
容
を
基
に
行
っ
て
い
ま
す
。
振
り
返

り
が
単
な
る
感
想
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、

振
り
返
り
の
観
点
と
し
て
、「
今
後
役
立

て
た
い
と
思
っ
た
こ
と
」
を
書
く
よ
う
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
示
し
て
い
ま
す
。

本単元の構成図1

1  母平均の推定
目標　信頼区間を理解し、母平均
の推定ができるようになる。

内容　標本平均の確率分布を復習
した後、信頼区間の内容を理解し、
母平均の推定を行う。

2  母比率の推定
目標　標本比率の確率分布につい
て理解し、母比率の推定ができる
ようになる。

内容　標本比率が近似的に二項分
布に従うことから、標準化できる流
れを理解し、母比率を推定する。

3  自分で標本調査を設計し、
 アンケートを作成（本時）
目標　目的に応じた標本調査を設
計することができる。

内容　許容誤差の内容を理解し、
自分が取り組む探究学習に関する
標本調査の素案を作成し、発表す
る。

※学校資料を基に編集部で作成。

本単元のルーブリック（抜粋）図 2

※学校資料を基に編集部で作成。

観点 評価項目 A B C

思考・
判断・
表現

質問の
対象や
母比率
について

自分の質問内容
に適した対象を考
え、予想を基に母
比率を設定してい
る

自分の質問内容に適し
た対象を考えられている
が、予想を基に母比率
を設定できない
（p=0.5と設定している）

自分の質問
内容に適し
た対象を考
えることが
できない

許容誤差
や標本の
大きさに
ついて

質問内容に沿っ
て、現実的に可能
な標本の大きさと
許容誤差を考える
ことができる

質問内容に沿って標本
の大きさを決めることが
できるが、許容誤差を考
えることができない

標本の大き
さを決める
ことができ
ない

発
問・
課
題
設
定
の
観
点

学
習
内
容
が
他
教
科
や

社
会
と
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
か

を
実
感
で
き
る
課
題
に

学
習
評
価
の
工
夫

テ
ー
マ
に
合
っ
た

標
本
調
査
を
設
計

で
き
た
か
で
理
解
度
を
測
る

34 高校版  2025 January

0-01-J-23729-001 2024 年度 VIEW next 高校版 1 月合併号 34 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

12/16
谷口

念
校

12/24
松下

再
念
校

12/26
引寺 − −/−

− − −/−
−

P32-35_view-next-koukou-1g.indd   34P32-35_view-next-koukou-1g.indd   34 2024/12/27   9:142024/12/27   9:14



　
１
年
次
と
比
べ
て
、
生
徒
の
数
学
に
対

す
る
学
習
意
欲
が
全
体
的
に
高
ま
っ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
２
年
次
に
な
る

と
、
大
学
入
試
の
受
験
科
目
で
は
な
い
か

ら
と
、
授
業
に
身
が
入
ら
な
く
な
る
生
徒

が
い
ま
す
が
、
今
の
２
年
生
は
、
数
学
で

学
ぶ
こ
と
は
社
会
に
出
て
か
ら
も
必
要
だ

と
い
う
意
識
が
浸
透
し
て
い
る
か
ら
か
、

ど
の
生
徒
も
主
体
的
に
授
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。学
力
も
上
が
っ
て
き
て
お
り
、

２
年
次
７
月
の
模
擬
試
験
で
は
、
過
去
５

年
間
で
最
高
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
今
後
の
課
題
は
、
発
展
問
題
に
取
り
組

む
な
ど
、
深
く
考
え
る
時
間
を
確
保
す
る

こ
と
で
す
。
現
在
は
大
学
入
試
へ
の
対
応

の
た
め
、
授
業
の
進
度
を
速
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
時
間
が
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
進
学
実
績
を
維
持
し
つ
つ
、
数
学

の
面
白
さ
や
楽
し
さ
が
生
徒
に
伝
わ
る
よ

う
、
他
教
科
と
連
携
す
る
な
ど
、
こ
れ
か

ら
も
授
業
を
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

　１・２年次の「総合的な探究の時間」では、生徒が

４〜５人ずつのチームを作り、自ら課題を設定して取

り組む探究学習を行っています。以前は校外で行う標

本調査を許可していませんでしたが、データの有意性

を担保するため、2024年度からは、チームの担当教師

の承認を得れば、校外でも標本調査を実施できるよう

にしました。そこで私は、統計的な推測の単元で、信

頼度の高い調査の設計方法を学ぶ課題を出しました。

　本時の授業で活動した班は探究学習のチームではな

いため、生徒は自分が取り組んでいる探究学習の内容

を説明した上で、設計した標本調査について互いにア

ドバイスし合っていました。各班が発表した標本調査

には、許容誤差の根拠があいまいなものや、標本の大

きさが現実的ではないものがありましたが、質問内容

が的確で、本単元の学習内容を深く理解している様子

もうかがえました（下図）。生徒が設計した標本調査の
内容は、探究学習の担当教師に共有し、探究学習をよ

り深めるために活用してもらえればと思っています。

小笠原先生の評価「標本の大きさが500人とやや多めですが、
NHKが実施した、ある選挙に関する調査の回収率が57〜60％だ
と調べた上で、1000人に調査を依頼すると500人程度の回答が
見込めることを生徒が説明。母比率や許容誤差の設定に根拠があ
りました」
※学校資料を抜粋して掲載。

小笠原先生の評価「標本の大きさが400人とやや多めですが、調
査対象が非常に現実的でした。『主婦や既婚者であれば、日常的
に花とかかわりがある』と理由が明確であり、本校の保護者や教
師を調査対象に含めているので、高い回収率が見込めます」
※学校資料を抜粋して掲載。

■「宇宙開発事業への投資」を探究する生徒が設計した標本調査 ■「グラスフラワー」を探究する生徒が設計した標本調査

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

成
果
と
展
望

数
学
が
苦
手
で
も
、

意
欲
的
に
取
り
組
む

生
徒
が
増
え
た

探究学習に直接役立つ課題を設定

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌

 高校版  2025 January35

0-01-J-23729-001 2024 年度 VIEW next 高校版 1 月合併号 34 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

12/16
谷口

念
校

12/24
松下

再
念
校

12/26
庄司 − −/−

− − −/−
−0-01-J-23729-001 2024 年度 VIEW next 高校版 1 月合併号 35 頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校

12/16
谷口

念
校

12/24
松下

再
念
校

12/26
庄司 − −/−

− − −/−
−

P32-35_view-next-koukou-1g.indd   35P32-35_view-next-koukou-1g.indd   35 2024/12/26   10:042024/12/26   10:04



中
村
　
本
校
は
、２
０
２
０
年

度
か
ら「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」を
先
行
実
施
し
、
グ
ロ
ー

カ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
の
協
力
を

得
て
、地
域
企
業
と
の
つ
な
が
り
を
通
じ
、生

徒
が
社
会
参
画
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
探
究
学
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
23
年
度
に
本
校
に
赴
任
し
、
そ
の
取

り
組
み
に
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

地
域
や
企
業
が
抱
え
る
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、
現
場
を
見
て
、
そ
こ
に
か
か
わ
る

人
の
想
い
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
れ

を
実
現
で
き
る
同
社
の
協
力
は
得
が
た
い
も

の
で
す
。
探
究
学
習
だ
け
で
な
く
、
生
徒
が

校
外
の
多
様
な
大
人
と
出
会
い
、
生
き
方
や

働
き
方
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
増

や
そ
う
と
、
年
間
を
通
じ
て
様
々
な
魅
力
的

な
大
人
と
出
会
う
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

大
澤
　
地
域
創
造
を
ビ
ジ
ョ
ン

に
掲
げ
、
地
域
企
業
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
人
材
採
用
・
育
成

つながり、伴走する教師たち

〈長岡向陵高校の探究学習〉同校は 2024 年度から、それまでの探究学習を体系化した「ＳＫＩＰ（聡
そうけい

慧探究プロジェクト）」（＊１）を実施。
生徒は、１年次１学期は身近な人の悩みなどを基に設定した課題に、２・３学期は企業・大学等から提示されたミッションにグルー
プで取り組む。２年次は大学・企業等のメンターから助言を受けながら、生徒が自ら地域の課題を見いだして探究する。３年次は２年
間の探究学習をまとめ、希望進路の実現につなげる。いずれも校外の多様な人とかかわりながら探究学習を深めていくのが特徴だ。

地
域
で
熱
い
想
い
を
持
っ
て

働
く
大
人
と
生
徒
を
つ
な
ぐ

探
究
学
習
に
こ
う
か
か
わ
っ
た

地域創造、地域人材の育成、地域定着。
それぞれの想いをつなげ、生徒の活動を支援

新潟県立長岡向陵高校

テーマ 探究× 産学官連携

大
人
の
様
々
な
想
い
や
生
き
方
に
、

生
徒
が
触
れ
る
機
会
を
設
け
た
い

つ
な
が
り
の
目
的

＊１　So-Kei Inquiry Project の略。同校が生徒会を「聡慧会」と呼ぶことに由来する。

大澤容
ゆ か

佳
産学連携推進室室長。

中村直子
同校に赴任して２年目。
進路指導部総合探究班。

間
ま

嶋
じ ま

晃
あ き ひ ろ

洋
地方創生推進部

ミライエ長岡企画推進室
事業担当課長。

地域での学びの場を提供
長岡市役所

学校と地域をコーディネート
グローカルマーケティング株式会社

生徒の探究学習をデザイン
新潟県立長岡向陵高校

産
学

官
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な
ど
を
支
援
す
る
当
社
は
、
21
年
に
産
学
連

携
推
進
室
を
設
け
ま
し
た
。
同
校
か
ら
は
、

年
間
を
通
じ
た
探
究
学
習
の
支
援
を
委
託
さ

れ
て
い
ま
す
。
１
年
次
は
、
生
徒
の
興
味
・

関
心
を
基
に
設
定
し
た
テ
ー
マ
に
該
当
す
る

地
域
企
業
等
を
選
ん
で
協
力
を
打
診
し
、
企

業
等
の
想
い
や
抱
え
て
い
る
課
題
を
踏
ま
え

つ
つ
、
生
徒
が
熱
中
し
そ
う
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
株
式
会
社

プ
ラ
ン
ト
フ
ォ
ー
ム
（
＊
２
）
は
「
廃
棄
野

菜
を
活
用
し
た
商
品
の
考
案
」、
長
岡
市
観
光

企
画
課
は
「
雪
国
植
物
園
の
魅
力
を
若
い
層

に
も
伝
え
る
Ｐ
Ｒ
素
材
の
作
成
」を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
し
ま
し
た
。
2
年
次
は
、
生
徒
の
希
望

進
路
が
多
い
分
野
を
中
心
に
大
学
教
員
等
か

ら
助
言
を
受
け
、
個
人
探
究
を
進
め
ま
す
。

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
目
的
や
想
い
を
共

有
し
、
企
業
、
学
校
、
行
政
な
ど
、
か
か
わ

る
す
べ
て
の
人
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
す
る
三

方
よ
し
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
す
。

　
ま
た
、
生
徒
だ
け
で
な
く
先
生
方
に
も
探

究
の
場
を
ご
提
案
し
、
産
学
官
金
が
集
う
展

示
会
「M

atchingHU
B

長
岡
」
に
、
同
校

は
23
年
か
ら
ご
出
展
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

過
去
の
開
催
実
績
を
見
て
も
、
高
校
と
し
て

は
同
校
が
唯
一
の
参
加
で
す
。
探
究
学
習
の

認
知
拡
大
に
加
え
、
連
携
企
業
等
の
開
拓
に

も
つ
な
が
り
、
先
生
自
ら
挑
戦
さ
れ
る
姿
勢

に
私
た
ち
も
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

間
嶋
　
本
市
は
、
未
来
の
地
域

を
担
う
若
者
の
定
着
が
課
題
で

す
。
進
学
等
で
本
市
を
離
れ
て

も
い
ず
れ
戻
っ
て
き
て
も
ら
え
る
よ
う
、
小・

中
学
生
に
郷
土
愛
を
育
む
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
高
校
生
に
も
本
市
の
産
業
や
企

業
を
知
っ
て
も
ら
い
、
将
来
、
職
業
を
選
ぶ

際
の
選
択
肢
の
１
つ
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

想
い
か
ら
、
大
澤
さ
ん
か
ら
の
提
案
を
快
諾

し
、
同
校
の
探
究
学
習
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
学
校
連
携
に
関
す
る
市
役
所
内
の
窓

口
を
担
当
し
て
お
り
、
同
校
の
希
望
に
合
っ

た
課
や
職
員
を
選
ん
で
講
師
を
依
頼
し
た

り
、
探
究
学
習
に
役
立
ち
そ
う
な
市
の
施
設

や
制
度
を
紹
介
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
今
年
度
は
、
高
校
生
や
大
学
生
等
が
取

り
組
む
市
の
活
性
化
活
動
に
上
限
５
万
円
を

補
助
す
る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
そ
れ
を
同

校
に
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
４
件
が
採
用
さ
れ
、

生
徒
発
案
の
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
が
実
現
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
向
け
講
座
を
行
う
「
ま

ち
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
長
岡
」（
＊
３
）
は
、
同

校
の
生
徒
の
企
画
を
支
援
し
、
生
徒
が
探
究

学
習
で
得
た
Ａ
Ｉ
や
食
品
ロ
ス
の
知
見
を
生

か
し
た
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
と
学
校

を
つ
な
ぐ
役
割
の
方
が
い
る
こ
と
で
、
私
は

市
役
所
内
の
取
り
ま
と
め
に
集
中
し
、
学
校

の
想
い
に
沿
っ
た
支
援
が
で
き
て
い
ま
す
。

中
村
　
地
域
に
精
通
し
て
い
る

方
の
支
援
に
よ
り
、
魅
力
的
な

特
徴
を
持
つ
企
業
等
の
方
々
に

出
会
え
ま
し
た
。
様
々
な
大
人
の
想
い
や
活

動
に
刺
激
を
受
け
、
校
外
で
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た

り
と
、
多
様
な
活
動
を
す
る
生
徒
が
徐
々
に

増
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
を
支
え
、

よ
り
広
い
視
点
を
示
す
た
め
、「
探
究
通
信
」

を
作
成
し
、
１
年
生
の
生
徒
や
教
師
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
く
だ
さ
る
講
師
に
発
信

し
て
い
ま
す
。
長
岡
市
や
市
内
の
大
学
・
企

業
と
の
連
携
協
力
体
制
は
強
化
さ
れ
ま
し
た

が
、
私
も
含
め
、
担
当
者
は
い
ず
れ
異
動
し

ま
す
。
枠
組
み
が
形
骸
化
せ
ず
、
生
徒
が
地

域
と
連
携
し
た
探
究
学
習
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
す
。

つ な が り

連携協力体制の構築
　2024年３月、同校は長岡市と「探究学習の推進に
関する連携協定」を締結。それを機に、既に連携して
いた市内４大学や地域企業との連携体制をさらに強
化した。それにより、大学・企業から同校へのメン
ターの協力を得られるようになったり、生徒が調査
活動などで市の施設を利用する際の手続きがしやす
くなったりした。また、大学と連携した講演も行い
やすくなっている。24年度は、長岡造形大学の板
垣順平准教授が１・２年生を対象に「デザイン思考」
の講演を実施。探究学習に活用できる、新たな価値
を探究し、創造するためのアプローチの方法などを、
生徒が学ぶ機会となった。

担
当
者
が
異
動
し
て
も
連
携
を

継
続
で
き
る
仕
組
み
を
築
く

今
後
の
探
究
学
習
を
展
望
す
る

設
立
　
１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
・
２
学
年
約
２
０
０
人
、
３
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
上
越
教
育
大
、
新
潟
大
、
富
山
大
、
信
州

大
、埼
玉
大
、三
条
市
立
大
、長
岡
造
形
大
、新
潟
県
立
大
、

新
潟
県
立
看
護
大
な
ど
に
64
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
大

東
文
化
大
、
東
洋
大
、
日
本
大
な
ど
に
延
べ
98
人
が
合
格
。

学
校
概
要

長岡市
地方創生推進部
商工部ほか

長岡向陵高校
教師、生徒、

探究支援コーディネーター
（グローカルマーケティング株式会社）

長岡技術科学大学
長岡造形大学
長岡大学

長岡崇徳大学

連携自治体
連携高校

賛助団体
パートナー企業

連携協力体制

※学校資料を基に編集部で作成。

連携協定

＊２　魚の養殖「Aquaculture」と野菜の水耕栽培「Hydroponics」を組み合わせた「アクアポニックス」に取り組む長岡市の企業。
＊３　長岡市内の４大学１高専と市民及び同市で構成する協議会が運営する「学びと交流の拠点」。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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田
村
　
貴
校
は
２
０
２
４
年
度
か
ら
、
非

認
知
能
力
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
学
校

独
自
の
評
価
表
を
作
成
し
、「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」（
以
下
、
総
合
探
究
）
に

お
い
て
運
用
し
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

古
谷
　生
徒
が
自
身
の
非
認
知
能
力
の

変
容
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

探
究
学
習
の
振
り
返
り
を
工
夫
し
て
い

ま
す
。「
Ａア

ラ

ク

ト

Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｔ
モ
デ
ル
」（
図
。＊
１
）

に
基
づ
き
、
生
徒
の
振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト

の
中
か
ら
、「
振
り
返
り
」と「
気
づ
き
」、

行
動
変
容
が
期
待
で
き
る「
行
為
の
選
択

肢
の
拡
大
」に
あ
た
る
記
述
に
そ
れ
ぞ
れ

赤
・
青
・
緑
の
色
を
つ
け
て
視
覚
化
す

る
と
と
も
に
、質
問
な
ど
を
添
え
て
振
り

返
り
を
返
却
し
て
い
ま
す
（
図
①
）。

田
村
　
評
価
の
指
標
を
教
師
間
で
共
有

す
る
こ
と
で
、
教
師
は
根
拠
を
も
っ
て

生
徒
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
教
師
に
よ
る
評
価

の
ぶ
れ
が
小
さ
く
な
り
ま
す
ね
。

切
江
　
今
年
度
の
夏
季
休
業
中
に
総
合

探
究
担
当
の
教
師
が
集
ま
り
、
古
谷
先
生

が
色
分
け
し
た
１
年
生
の
振
り
返
り
レ

ポ
ー
ト
を
見
て
、
抽
出
箇
所
や
色
分
け

に
問
題
は
な
い
か
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、
評
価
の
観
点
を
教
師
間
で

す
り
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

古
谷
　
探
究
学
習
の
目
標
と
し
て
い
る

＊１　オランダの教育学者フレット・コルトハーヘンが提唱した省察のプロセスのモデル。ALACT は、図に示した１〜５の頭文字を取ったもの。
＊２　Empirical Viewpoints for Competency の頭文字を取ったもの。

「
Ｅエ

ビ

ッ

ク

Ｖ
ｉ
Ｃ
テ
ー
ブ
ル
」（
図
②
。
＊
２
）は
、

23
年
度
に
生
徒
が
書
い
た
振
り
返
り
レ

ポ
ー
ト
の
中
か
ら
、
生
徒
に
目
標
に
し
て

ほ
し
い
こ
と
を
51
項
目
に
整
理
し
、
本
校

が
育
成
を
目
指
す
６
つ
の
資
質
・
能
力
に

分
類
し
た
も
の
で
す
。
生
徒
が
理
解
し
や

す
い
目
標
に
し
よ
う
と
、生
徒
が
使
っ
た

言
葉
を
採
用
し
ま
し
た
。ま
た
、目
標
に

盛
り
込
む
動
詞
は
で
き
る
だ
け
１
つ
に

し
、人
に
よ
っ
て
解
釈
が
異
な
る
こ
と
に

な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

田
村
　
生
徒
目
線
で
目
標
を
設
定
し
て

い
る
点
や
、
１
文
の
中
の
要
素
を
少
な

く
し
て
、
評
価
者
が
迷
わ
ず
判
断
で
き
る

よ
う
に
し
た
点
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

設
立
　 

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
園
芸
デ
ザ
イ
ン
科
・

家
政
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
50
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
４
年
制
大

は
、札
幌
大
、札
幌
学
院
大
、札
幌
国
際
大
、藤
女

子
大
、北
翔
大
、北
海
道
情
報
大
に
延
べ
８
人
が

合
格
。短
大
・
専
門
学
校
進
学
22
人
。就
職
16
人
。

左から／古
ふる

谷
や

知
ともゆき

之（総合的な探究の
時間デザインチーフ、数学科）、保

ほ
格
かく

秀
ひでのり

規（校長）、切
きり

江
え

智
ともひろ

大（地理歴史・
公民科、学習支援部）

解説者

振
り
返
り
を
価
値
づ
け
し
、

生
徒
に
学
び
の
成
果
を
自
覚
さ
せ
る

目
標
と
振
り
返
り
を
照
ら
し

合
わ
せ
て
行
動
変
容
を
促
す

文
部
科
学
省

　初
等
中
等
教
育
局

　

主
任
視
学
官

田
村
学
　た
む
ら
・
ま
な
ぶ

専
門
は
教
科
教
育
学
、
教
育
方
法
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
論
。
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課

教
科
調
査
官
、
同
省
同
局
視
学
官
、
國
學
院
大
學
教

授
な
ど
を
経
て
、現
職
。
著
書
に
、『
学
習
評
価
』（
東

洋
館
出
版
社
）
な
ど
多
数
。

北海道当別高校プロフィール

学学習習評評価価学習評価
実践校の取り組みを基に、

学習評価をより充実させるポイントを
田村先生がアドバイス

北
海
道
当
別
高
校

生
徒
の
振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
を
分
析
し
、

非
認
知
能
力
の
形
成
的
評
価
に
活
用
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Ｅ
Ｖ
ｉ
Ｃ
テ
ー
ブ
ル
は
、
総
括
的
評
価

に
も
活
用
し
て
い
る
の
で
す
か
。

切
江
　
現
在
は
、
活
動
ご
と
に
１
項
目
を

目
標
と
し
て
生
徒
に
提
示
し
た
り
、
生

徒
の
自
己
評
価
に
用
い
た
り
し
て
、
形

成
的
評
価
の
み
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

田
村
　
学
校
が
育
成
を
目
指
す
６
つ
の

資
質
・
能
力
と
学
力
の
３
要
素
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
た
い
で
す
ね
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
Ｅ
Ｖ
ｉ
Ｃ
テ
ー
ブ
ル
に
よ
る

評
価
が
、
学
校
が
育
成
を
目
指
す
６
つ

の
資
質
・
能
力
を
介
し
て
、
観
点
別
学

習
状
況
の
評
価
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

の
上
で
、
生
徒
の
振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト

を
Ｅ
Ｖ
ｉ
Ｃ
テ
ー
ブ
ル
で
評
価
す
れ
ば
、

そ
の
結
果
は
、
Ｅ
Ｖ
ｉ
Ｃ
テ
ー
ブ
ル
が

学
校
が
育
成
を
目
指
す
６
つ
の
資
質
・

能
力
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
で
、
観

点
別
学
習
状
況
の
評
価
に
生
か
せ
ま
す
。

妥
当
で
信
頼
で
き
る
総
括
的
評
価
の
実

現
に
向
か
い
ま
す
。

保
格
　
田
村
先
生
の
お
話
か
ら
、
Ｅ
Ｖ
ｉ

Ｃ
テ
ー
ブ
ル
に
よ
る
評
価
は
、
非
認
知
能

力
の
育
成
と
総
括
的
評
価
に
活
用
で
き

る
も
の
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

方
法
が
教
科
学
習
の
評
価
に
も
活
用
で

き
る
よ
う
、
研
究
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

●省察の理想的なプロセス「ALACTモデル」を活用

※学校資料と取材を基に編集部で作成。

尊
敬
心

1 日常生活でも心のコップの向きを気にしながら過ごす

9 人も自分も褒められる

課
題
解
決
力

10
最後まで粘ってやる。目標を持ったのなら、最後まで逃げず
に責任を持つ

16 どんな解決方法を取るかを考える

自
己
肯
定
感

17
自分の悪いところばかりを見ているんだなと気づく。自分を
否定し続けるのはやめる

24 自分でも行動すると今の社会にかかわれると実感を持つ

協
調
性

25 好きとか嫌いとかが自分の中にあっても、上手に人とつき合う

34
メンバーに対して、雰囲気を考えた上で行動・発言が変わる
ような指摘をする

積
極
性

35
話さないといけない環境に自分を置く。自分にやらなければ
いけないと言い聞かせて行動する

41 ネバギバ！や学校外のコンテストに参加する

探
究
力

42 予定→実行という流れをつくる

51 他の人の言葉に影響を受けて自分のことを考える

田村先生からのアドバイス
生徒の振り返りレポートをEViC テーブルと照らし合わせて
確認することで、例えば、「Ａさんの振り返りには、『尊敬心』
に関する記述が多い」などと、探究学習での成果を、学校が
育成を目指す６つの資質・能力の観点で評価できます。教師
は探究学習でも、学校が育成を目指す資質・能力を意識し
た支援ができますし、生徒もそれらを自覚することができま
す。また、EViCテーブルを学力の３要素とつなげられれば、
総括的評価にも活用することができるでしょう。

行為と省察のプロセスが５つに分けられている。

振り返りレポートの分析

目
標
の
設
定

５　試行：Trial

１　行為：Action

４　行為の選択肢の拡大
Creating Alternative Methods of Action 

２　行為の振り返り
Looking Back on the Action 

３　本質的な諸相への気づき
Awareness of Essential Aspects 

2023年度の探究学習で生徒が書いた振り返りレポートの中から
ALACTモデルの「４　行為の選択肢の拡大」に該当する記述を中心
に抜き出し、51項目に整理。同校が育成を目指す６つの資質・能
力に分類した。同テーブルは教師及び生徒に共有。探究学習に取
り組む際、教師は事前に51項目の中から１項目を生徒に提示して
目標を意識させ、活動後には「今日の目標は○番でした。あなた
はできましたか」と、生徒に自己評価させている。また、生徒は
学期末や年度末に51項目を４段階で自己評価する。

探究学習の目標「EViCテーブル」を作成2

❶と❷を組
み合わせて

評価をブラ
ッシュアッ

プ！

（当別町の企業との対話イベントに参加した生徒の振り返りレポート）

　今回の「総合的な探究の時間」で私は、決めていた質問を時間
が足りなくて言えなかったことがありました。一方で、決められ
た質問以外に、その場に見合った質問をすることができました。
それに対して、私は満足していました。ただ、私ともう１人の２
人だけが手を挙げていたので、その時はほかの人からも「質問し
てくれー」と思っていました。でも、今しっかり考えると、決め
ていた質問をあらかじめ共有していなかった自分に非があると思
いました。また、私は今回、うなずきながら人の話をしっかり聞
きましたが、正直、どんな話だったのか覚えていないところがあ
ります。聞いたことと学んだこととでは全く違うと思うので、こ
のままでは駄目だなと思いました。
　次に企業の方々とかかわる時には、話を聞くだけではなく「な
ぜこうなるのか」「なぜこうしないといけないのか」をしっかり
考えていこうと思いました。

教師は生徒の振り返りレポートを読み、「２　行為の振り返り」「３　
本質的な諸相への気づき」「４　行為の選択肢の拡大」に該当する記
述に赤・青・緑の色をつけ、質問やコメントを添えて生徒に返却する。
例えば、赤の記述がない場合は、「あなた自身はどのような体験をし、
何を感じましたか」など、青の記述がない場合は、「あなた自身の体
験から、どのような気づきを得ましたか」などとコメントを添える。
色をつけることで、今まで規準が曖昧だった生徒へのフィードバッ
クを、「赤を引き出す」「青を引き出す」という観点で行えるようになっ
た。また、生徒が自身の行為や考えを言語化したものを教師が価値
づけすることで、生徒は自己肯定感を高めたり、次の行動を考えた
りすることができる。

生徒の次の行動につながるよう、生徒にフィードバック1

非認知能力の育成に向けた探究学習の評価方法図
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埼
玉
県・私
立
西
武
学
園
文
理
中
学・

高
校
は
、
２
０
２
３
年
度
に
着
任
し
た

マ
ル
ケ
ス
　

ペ
ド
ロ
校
長
の
下
、
生
徒

主
体
の
実
践
型
教
育
を
本
格
化
さ
せ

た
。
課
題
の
設
定
や
計
画
の
立
て
方
な

ど
を
学
ぶ
正
課
の
探
究
学
習
と
、
生
徒

が
自
分
で
活
動
を
計
画
し
て
実
践
す
る

課
外
の「
ガ
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
両

輪
と
し
て
、
主
体
性
や
行
動
力
な
ど
の

非
認
知
能
力
の
育
成
を
図
っ
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
校
内
で
の
使
用

ル
ー
ル
を
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
生

徒
が
発
案
し
て
作
成
・
運
用
す
る
な
ど
、

自
ら
考
え
て
行
動
す
る
生
徒
が
増
え
つ

つ
あ
る
。

＃
理
論
を
学
ぶ
探
究
学
習

＃
実
践
あ
る
の
み
の
ガ
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

生徒主体で活動する枠組みを整備。
生徒の変化を受け、教師も意識転換を図る

埼玉県・私立西武学園文理中学・高校

設
立
　
１
９
８
１
（
昭
和
56
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
学
年
約
３
８
０
人

２
０
２
３
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、

埼
玉
大
、
東
京
外
国
語
大
、
名
古
屋
大
、
九
州
大

な
ど
に
41
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
獨
協
医
科
大
、

青
山
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
中
央
大
、

津
田
塾
大
、
東
京
理
科
大
、
日
本
獣
医
生
命
科
学

大
、
日
本
女
子
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早
稲
田

大
な
ど
に
延
べ
５
５
４
人
が
合
格
。

No.294

実践型教育の推進
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１・
２
年
次
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」は
、探
究
学
習
を
通
じ
て
、生
徒
一
人

ひ
と
り
が
、自
分
が
興
味
・
関
心
の
あ
る
物

事
を
明
ら
か
に
し
、主
体
性
な
ど
の
非
認

知
能
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
１
年
次
は
、
生
徒
は
３
〜
４
人
の
チ
ー

ム
を
組
み
、
課
題
の
設
定
の
観
点
や
調
査

の
進
め
方
な
ど
を
「
探
究
ナ
ビ
」（
＊
２
）

で
学
び
な
が
ら
、
狭
山
市
を
よ
り
魅
力
的

な
ま
ち
に
す
る
プ
ラ
ン
を
、
フ
ィ
ー
ル
ド

　
埼
玉
県
・
私
立
西
武
学
園
文
理
中
学
・

高
校
は
、難
関
大
学
合
格
者
が
毎
年
多
数

出
る
一
方
、何
事
に
も
受
け
身
的
で
、希
望

進
路
を
自
ら
見
い
だ
せ
な
い
生
徒
が
少
な

く
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。そ
こ
で

２
０
２
１
年
度
、
学
校
が
所
在
す
る
狭さ

山や
ま

市
が
抱
え
る
問
題
に
対
し
て
生
徒
が
解
決

策
を
提
案
す
る
探
究
学
習
を
導
入
し
、
主

体
性
な
ど
の
非
認
知
能
力
の
育
成
に
力
を

入
れ
始
め
た
。
そ
の
動
き
は
、
23
年
度
に

マ
ル
ケ
ス
　

ペ
ド
ロ
校
長
が
着
任
し
て
か

ら
加
速
し
た
（
＊
１
）。

　「
本
校
の
探
究
学
習
は
、
問
題
の
解
決

策
を
発
表
す
る
こ
と
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て

い
て
、
解
決
策
の
実
践
ま
で
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、社
会
で
は
実

践
こ
そ
が
求
め
ら
れ
ま
す
し
、
非
認
知
能

力
は
社
会
の
中
で
試
行
錯
誤
し
て
磨
か
れ

て
い
く
も
の
で
す
。
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

生
徒
が
自
分
で
考
え
た
解
決
策
を
社
会
で

実
践
す
る
場
が
必
要
だ
と
考
え
、
教
育
活

動
を
見
直
し
ま
し
た
」（
ペ
ド
ロ
校
長
）

ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
作
成
。
毎
年
２
月

の
探
究
発
表
会
「
さ
や
ま
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
代
表
チ
ー
ム
が

企
画
し
た
プ
ラ
ン
を
発
表
す
る
（
図
１
）。

　
チ
ー
ム
は
、所
属
ク
ラ
ス
や
性
別
が
異

な
る
メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
よ
う
、

教
師
が
編
成
。同
校
は
希
望
進
路
別
に
ク

ラ
ス
を
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
（
＊
３
）、

属
性
が
異
な
る
生
徒
で
活
動
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
協
働
性
を
育
も
う
と
考
え
た
。

探
究
学
習
担
当
の
岡
村
陽
子
先
生
は
、１

年
次
の
探
究
学
習
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
狭
山
市
内
と
い
う
決
め
ら
れ
た
範
囲
で

物
事
を
深
く
観
察
す
れ
ば
、自
分
が
何
に

興
味
・
関
心
が
あ
る
の
か
を
見
い
だ
し
や

＊１　ペドロ校長のインタビュー記事をウェブサイト『VIEW next ONLINE』に掲載しています。右の２次元コードからアクセスしてください。
＊２　ベネッセの教材の１つで、実社会で必要な力を身につけるための探究実践のワザとコツが分かる教材。
＊３　2024 年度から、先端サイエンスクラス、アカデミックチャレンジクラス、アカデミックマルチパスクラス、デュアルクラス、クリエイティブクラス、
スポーツクラスの６クラス。2025 年度にアートクラスが新設される。

探
究
学
習
に
は

実
践
こ
そ
必
要

地
域
課
題
に
取
り
組
み
な
が
ら

自
分
の
興
味
・
関
心
を
見
い
だ
す

1

教
頭四十

万
俊
幸 

し
じ
ま
・
と
し
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。

外
国
語
科（
英
語
）。
国
際
教
育
部
。

主
幹
、
進
路
指
導
部

岡
村
陽
子 

お
か
む
ら
・
よ
う
こ

同
校
に
赴
任
し
て
23
年
目
。

国
語
科
。
探
究
学
習
担
当
。

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

永
嶋
稔
久 

な
が
し
ま
・
と
し
ひ
さ

同
校
に
赴
任
し
て
37
年
目
。

数
学
科
。

校
長マル

ケ
ス
ペ
ド
ロ 

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

副
校
長

若
田

　博 

わ
か
た
・
ひ
ろ
し

同
校
に
赴
任
し
て
31
年
目
。

理
科
（
生
物
）。

図１
探究学習　１・２年次　年間計画概要

１
年
次

４月
市内を流れる入

いる

間
ま

川のほとりを歩き、
地形やまちの成り立ちなどを感じる

６月
憧れのまち・住みたいまちのイメージ
から理想のまちを考える

７月
現地調査などで狭山市の魅力や課題を
知る

９〜
１月

狭山市をより魅力的なまちにする方法
を考え、提案書を作成

２月 代表チームが探究発表会で発表

２
年
次

４〜
8 月

個人・チームで課題を設定し、調査を
行う

９月 中間発表会

10 〜
１月

個人・チームで課題に取り組み、発表
会に向けて論文・レポートをまとめる

２月 代表者・チームが探究発表会で発表

１年次の探究発表会「さや
まアクションプランコンテ
スト」で最優秀賞を獲得し
たチームが、２年次の探究
学習で自分たちの企画を形
にし、制作した絵本。主人
公が狭山市のイメージキャ
ラクター「おりぴぃ」と市
の魅力を発見する物語だ。

※学校資料を基に編集部で作成。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
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す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、専
門
性
や
価
値
観
が
異
な
る
生
徒
が

一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、自
分
に
は
な
い

気
づ
き
や
発
想
に
触
れ
、視
野
が
広
が
る

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
期
待
し
ま
し
た
」

　
２
年
次
は
、１
年
次
の
経
験
を
生
か
し
、

個
人
ま
た
は
チ
ー
ム
で
課
題
を
設
定
し
て

探
究
学
習
に
取
り
組
む
。
生
徒
や
チ
ー

ム
に
よ
っ
て
は
、す
ぐ
に
実
践
に
進
む
こ

と
も
あ
る
。例
え
ば
、「
さ
や
ま
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」で
最
優
秀
賞
を

得
た
チ
ー
ム
は
、学
校
か
ら
の
支
援
金
を

使
っ
て
、市
の
魅
力
を
紹
介
す
る
絵
本
の

制
作
や
、狭
山
茶
で
入
浴
剤
を
作
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
実
現
さ
せ
た
。

　
ま
た
、
２
年
次
に
な
る
と
、
生
徒
が
設

定
す
る
課
題
が
多
様
に
な
る
た
め
、
担
当

教
師
の
分
担
を
工
夫
し
て
い
る
。

　「
個
人
で
課
題
を
設
定
し
、
熱
心
に
取

り
組
み
そ
う
な
生
徒
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
得
意
で
、
探
究
学
習
の
支
援
に

意
欲
的
な
教
師
が
担
当
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
活
動
計
画
が
見
通
し
や
す
い
課

題
を
設
定
し
た
チ
ー
ム
に
は
、
探
究
学
習

の
支
援
の
経
験
が
浅
い
教
師
が
就
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
活
動
の
進
捗

を
学
年
全
体
で
共
有
す
る
中
間
発
表
会
な

ど
を
行
い
、
生
徒
、
教
師
と
も
に
、
探
究

学
習
の
進
め
方
や
視
点
な
ど
を
学
び
合
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」（
岡
村
先
生
）

　
24
年
度
か
ら
は
課
外
活
動
と
し
て
、
本

物（
＝
ガ
チ
）の
社
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

生
徒
が
活
動
す
る「
ガ
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
導
入
し
た
。
全
部
で
10
あ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
図
２
）に
は
、い
ず
れ
も
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
は
な
く
、
生
徒
が
自
ら
目
標
を

立
て
、企
画
を
考
え
、実
践
す
る
。同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
運
営
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る

永な
が
し
ま嶋

稔と
し
ひ
さ久

先
生
が
、
長
ら
く
温
め
て
き
た

そ
の
構
想
を
ペ
ド
ロ
校
長
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
一
気
に
具
現
化
に
至
っ
た
。

　「
私
は
以
前
か
ら
、生
徒
が『
絶
対
に
無

理
』と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
実
現
さ
せ
て
、

そ
の
状
況
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
生
徒
に

『
自
分
も
行
動
す
れ
ば
実
現
で
き
る
』
と

い
う
思
い
を
持
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
、
環

境
を
つ
く
っ
た
り
、
実
績
を
築
い
た
り
し

て
き
ま
し
た
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
生

徒
の
挑
戦
を
後
押
し
す
る
場
で
す
」

　
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
そ
の
分
野
で

　中学生の頃から、社会人になると知識よりも非認知能
力の方が大事になると思っていた私は、本校に探究学習
に力を入れるクリエイティブクラスがあることを知り、
入学しました。私の探究テーマは、「社会問題の解決につ
ながるエシカル商品などの購買行動に、商品パッケージ
の色やデザインがどう影響するか」です（＊５）。絵を描い
たり、デザインしたりすることが得意という自分の強み
を生かして、社会の役に立ちたいと考えました。校外で
も探究学習を深めようと、大学生が運営する、高校生の
探究学習を支援する団体を自分で
見つけて参加を申し込み、大学生や
大学教員から支援を受けています。
　探究学習を始めて約２か月です
が、高校の先生や大学生、大学教
員といった様々な人の意見を聞く
ことで、自分の視野が広がりまし
た。今後は、もっと自分から行動
できるようになって、私がパッケー
ジをデザインしたエシカル商品な
どを開発したいと思っています。

＊４　人や社会、環境に配慮した商品。
＊５　探究学習を重視するクリエイティブクラスは、生徒が１年次から個人で課題を設定して探究学習に取り組む。

生
徒
の
実
践
あ
る
の
み
の

「
ガ
チ・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

2

図２
「ガチ・プロジェクト」（例）

ドラマ・映画
収録
プロジェクト

ドラマや映画、CMなど、校内での撮影
を誘致し、制作会社と事前準備を進め、
円滑に撮影できるよう、サポートする。

ポッドキャスト
プロジェクト

番組の企画を立て、配信場所の設定や脚
本作成、演出など、番組を制作して日本
や世界にリアルタイムに配信する。

アントレプレナ
ー（起業家）
プロジェクト

資金調達や税金、法律などの知識を学び、
会社やNPOを設立するなど、高校生起
業家を目指す。

全部で10のプロジェクトがあり、全校生徒の約６割が参加。
複数のプロジェクトで活動する生徒もいる。

写真２　ハロウィー
ンイベントプロジェク
トは、学校を会場に
して、地域住民向け
のハロウィーン祭り
を開催。同プロジェ
クトに参加する100
人余りの生徒がすべ
て企画・運営した。

エシカル商品（＊４）の購買行動に
デザイン面から迫る
クリエイティブクラス１年 吉

よしおか

岡優
ゆ り

里さん

※学校資料を基に編集部で作成。

写真１　スポーツデ
ータ分析プロジェク
トは、プロが活用す
るデータ分析ソフト
を使って動画の解析
などをし、運動部を
科学的見地から応援
する。

自分でデザインをした
パッケージ案を使って
購買意欲を調査した。

探究学習　生徒の声
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活
躍
す
る
社
会
人
が
参
画
し
、
生
徒
の
活

動
を
支
援
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
（
起
業
家
教
育
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
起
業
を
経
験
し
た
社
会
人
が

来
校
し
、
生
徒
の
相
談
に
乗
っ
て
い
る
。

　「
将
来
、
生
徒
が
社
会
で
必
要
と
な
る

力
を
高
校
の
時
か
ら
少
し
ず
つ
育
て
て
い

き
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
で
活
躍

す
る
人
か
ら
の
助
言
が
生
徒
に
最
も
有
効

だ
と
考
え
、そ
の
環
境
を
用
意
し
よ
う
と
、

本
校
の
教
師
の
人
脈
な
ど
を
た
ど
っ
て
、

協
力
者
を
探
し
ま
し
た
」（
永
嶋
先
生
）

　
ガ
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
生
徒
は

実
践
を
通
し
て
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
目

標
の
達
成
を
目
指
す
。
例
え
ば
、
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

24
年
10
月
末
に
、
地
域
住
民
向
け
の
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
祭
り
を
狭
山
市
と
協
働
し
て
実

施
。
出
し
物
や
会
場
の
飾
り
つ
け
、
広
報

な
ど
、
祭
り
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
活
動

を
、
生
徒
が
自
治
体
や
イ
ベ
ン
タ
ー
と
話

し
合
い
な
が
ら
企
画
・
運
営
し
た
（
写
真

２
）。
２
日
間
で
約
４
０
０
０
人
が
来
場
。

お
化
け
屋
敷
や
シ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム

で
は
、
１
時
間
待
ち
の
行
列
が
で
き
た
。

　「
祭
り
は
大
成
功
で
し
た
が
、
生
徒
は

『
待
ち
時
間
を
解
消
す
る
た
め
に
は
ど
う

す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
か
』
と
課
題
を
見
つ

け
、
早
く
も
来
年
に
向
け
て
動
き
出
し
ま

し
た
。
実
践
を
通
じ
て
、
社
会
で
生
き
る

力
が
生
徒
に
育
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
」（
ペ
ド
ロ
校
長
）

　
ペ
ド
ロ
校
長
は
23
年
４
月
の
着
任
時
、

「
校
内
で
改
善
し
て
ほ
し
い
こ
と
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
学
校
を
変

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
、全
生
徒
に
メ
ー

ル
を
送
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
使
用
禁
止
の
校
則
に
関
す
る
意

見
を
送
っ
た
生
徒
が
発
起
人
と
な
り
、
生

徒
主
体
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
、

校
内
で
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
が
可

能
と
な
っ
た
（
下
記
コ
ラ
ム
参
照
）。

　
そ
の
よ
う
に
、
自
ら
発
案
し
て
行
動
す

る
生
徒
の
登
場
や
、
探
究
学
習
及
び
ガ

チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
が
相
ま
っ
て
、

受
け
身
的
だ
っ
た
生
徒
が
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。２
年
生
が
地
域
の
自
治
会
と
話
し
合

い
、
地
域
住
民
の
家
の
庭
掃
除
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
り
、１
年
生
が
ア

ル
バ
イ
ト
に
関
す
る
校
則
改
正
に
動
き
出

し
た
り
す
る
中
、教
師
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
、四し

じ

ま
十
万
俊
幸
教
頭
は
語
る
。

　「
探
究
学
習
や
ガ
チ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

も
、生
徒
が
悩
ん
で
い
る
と
、教
師
は
『
こ

う
す
れ
ば
い
い
』と
解
決
策
を
言
っ
て
し

ま
い
ま
す
。し
か
し
、そ
れ
で
は
教
師
主
導

の
指
導
と
同
じ
で
す
。
生
徒
へ
の
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
根
本
的
な
意
識
改
革

が
教
師
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

　
若わ

か

田た

博
副
校
長
は
こ
う
言
葉
を
継
ぐ
。

　「
教
師
が
長
年
守
っ
て
き
た
指
導
方
針

を
転
換
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
常

に
生
徒
主
体
の
考
え
方
を
貫
け
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。私
た
ち
管
理
職
も
、

悩
む
教
師
を
目
の
前
に
す
る
と
、
生
徒
同

様
、解
決
策
を
言
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

そ
れ
を
改
め
、
自
分
の
頭
で
考
え
る
教
師

集
団
を
つ
く
り
、
生
徒
が
教
師
さ
え
も
超

え
る
よ
う
な
成
長
を
遂
げ
ら
れ
る
環
境
を

築
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　スマートフォンは校内での使用は禁止。でも、ほぼ同じ機能
を持つタブレット端末は使用してもよい状況に疑問を持って
いました。ペドロ校長からのメールを読み、校則を変えるこ
とはできないか、ペドロ校長に相談した上で、2023年５月
に「スマホ校則改正プロジェクト」を立ち上げました。スマー
トフォンを校内で使用可能にするためには、使用ルールを定
めたガイドラインが必要であり、その作成に向けては、生徒、
保護者、先生の意見を聞くべきだと考えました。そこで、有志
の生徒約50人で分担し、スマートフォンの校内での使用可
否と、その理由を、生徒と保護者にはアンケートで、先生には
直接話して、聞きました。加えて、他校約60校の状況も調査。
それらの結果を踏まえて、「授業中や集会中など、誰かが全体
に向けて話している時は、特別な指示がない限り、使用は禁
止」など、使用を禁止するケースを明文化し、違反時の罰則を
定めたガイドラインを６月末に完成させました。そして、生
徒、保護者、学校の承認を経て、９月から運用を開始しました。
　本プロジェクトの活動を通じて、課題を構造的に捉える力
や合意形成に向けて対話する力などが身についたと感じてい
ます。現在はこの経験を生かして、１年生が取り組んでいるア
ルバイトに関するガイドラインの作成に助言をしています。

教
師
は
答
え
を
言
わ
な
い
を
、

い
か
に
徹
底
す
る
か

埼玉県・私立西武学園文理中学・高校

学校生活での疑問から動き出した
プロジェクトマネージャー　

デュアルクラス３年 池
いけ

田
だ

大
そ ら

空さん

生徒発　「スマホ校則改正プロジェクト」

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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昨年度の度数分布を用いて、
生徒の位置と合格可能性を確認

ポイント1

　大学入学共通テスト（以下、共通テスト）の結果が芳しくなかった生徒は、
志望校判定の結果を見ると、自信を失いがちだが、判定だけで出願先を最終
決定せずに、度数分布（図１）を用いて、生徒に自分の位置をしっかりと確
認させることが重要だ。例えば、Ｄ判定だった場合、度数分布を確認して、
自分がＥ判定に近いＤ判定なのか、Ｃ判定に近いＤ判定なのかを確認した上
で、昨年度の入試で、自分と同じような位置から合格した受験生の数から、
より詳細な合格可能性を生徒には把握させたい。
　なお、今年度は、現行の学習指導要領に対応した初めての入試であり、共
通テストの出題科目に「情報Ⅰ」が新設されるなど、昨年度と配点が変わっ
ている募集単位が少なくない。度数分布の見方は従来と変わらないが、昨年
度の志望者度数と昨年度の入試結果における合否度数分布については、今年
度の配点に換算して表示されていることを認識しておきたい。

※表示している画面はイメー
ジ。

上から
• 傾斜集計による判定値
　（左からＡＢＣＤ）
• 共通テストと個別学力検査の配点
• 第１段階選抜での予告倍率、

通過予想得点／配点
• 一般選抜の募集人員、昨年実

質倍率

上から
• 今年度、昨年度それぞれの合

計志望者数（各日程内におけ
る第１志望）

• 今年度、昨年度の平均点及び
得点率

データネット自己採点集計の
志望者度数分布
左から
• 各募集単位の教科配点で集計

した得点
• 判定値
• 今年度、昨年度の志望者度数
 （各日程内における第１志望を

集計、表示は累積度数）

昨年度の入試結果に
おける合否度数分布
左から
• 合否検証ライン（合

格 率 が 80%、60%、
40%、20％と推定さ
れる位置にＡＢＣ
Ｄを表示）を表示

データネットの志望校判定がＤ判定となり、個別学力検
査に向けて弱気になっている生徒に対して

◉大学入学共通テスト自己採点集計データネット2025（以
下、データネット）サイト＞度数分布マクロ

◉Compass＞判定シミュレーション＞度数分布出力

確認ツール

Ｄ判定ではあるが、540点を取った君は、Ｃ判定に近いＤ判定だ。
昨年度の入試結果における合否度数分布を確認すると、その位置付
近からでも逆転合格した先輩は複数人いる。簡単ではないけれど、
合格する可能性はあるから、諦めずに頑張ろう！

生徒への声かけ例

出願指導

※昨年度と配点が変わった
場合は、今年度の配点
に換算して表示。

２
０
２
５
年
度
大
学
入
試
の
出
願
指
導
ポ
イ
ン
ト
と

今
後
の
大
学
入
試
に
向
け
て
求
め
ら
れ
る
こ
と

今
号
は
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
て
出
願
先
を
検
討
す
る
生
徒
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
出
願
指
導
ツ
ー
ル
を
用
い
て
、

ど
の
よ
う
な
声
か
け
を
す
る
と
よ
い
か
と
い
っ
た
出
願
指
導
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
大
学
入
試
に
向
け
た
学
校
の
課
題
を
展
望
す
る
。

大 学 入 試

Compass度数分布とその見方図１

ベネッセ教育情報センター
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記述模試を基に、個別学力検査を踏まえた合格可能性を見極める

過去の合格者最低点から個別学力検査で必要な得点を逆算する

ポイント2

ポイント3

　共通テストの得点が芳しくなかった生徒に対しては、ポイント１だけで
はなく、10月に受験した第２回ベネッセ・駿台記述模試の結果や現時点
での自分の状況などを基に、個別学力検査等でどれだけ得点を伸ばせるか
を予測したい。データネットの結果（図２）の２次判定には、第２回ベネッ
セ・駿台記述模試の結果が表示されているので、記述力の確認が可能だ。
ドッキング判定では、第２回ベネッセ・駿台記述模試を個別学力検査と見
なし、その結果と共通テストの結果を集計した判定も確認できる。
　なお、志望校が２段階選抜の実施を予告している場合は、第１段階選抜
予想ラインを超えていることを必ず確認しておきたい。

　個別学力検査の目標設定の際の参考にしたいのが、過去の合格者最低
点だ。合格者最低点から共通テストの得点を引き、個別学力検査で目指
すべき得点を逆算する。
　なお、昨年度までと配点が変わっている募集単位については、共通テ
ストの得点を換算する必要がある点に注意したい。過去の合格者最低点
に基づいた合格ラインを目標として設定させて、合格するための具体的
な学習計画を立てることがポイントだ。

※表示している画面はイメージ。

大学入学共通テスト自己採点集計
サービスを基にした実際の分析結果
や各種データは随時、データネット
サイトにアップされる。実際の動向
も参考にしながら、出願検討を行っ
ていただきたい。

●全体概況 2025 年１月23 日（木）
９時公開予定　データネットサイトの

「動向分析 ＞ 全体概況」より確認。

※東京大学、京都大学、医学科など
を分析した「難関大概況」も掲載。
https://benesse-hs.jp/r5wvs

データネットサイトのご案内 各動画・資料は下記２次元コード、もしくはURLより確認できます

データネットの志望校判定を見て、予定通りに第１志望の大学に出願するか、第2
志望の大学に変更するか迷っている生徒に対して

共通テストの結果を踏まえて、個別学力検査での目標得点率を確認しようとしてい
る生徒に対して

◉データネットサイト
◉模擬試験の個人成績票　◉ Compass など

確認ツール

◉Benesse High 
School Online

＞大学入試データ＞一般選抜＞
2024 年度入試結果データ＞入試
結果データ集＞国公立大私立大
合格者最低点・平均点一覧

確認ツール

どちらの大学の方が個別学力検査で自分の得意教科を生かせそうか、第２回ベネッセ・駿台記述模試の結果と
現時点での自分の状況を基に一緒に検討しよう！

君の志望大学・学部の前年度合格者最低点は790.5 点。共通テストの配点や平均点変動を踏まえて、共通テ
ストの得点を引くと、個別学力検査で186点が必要だ。個別学力検査で200点を目指すとしたら、目標得点
率は64.5％。その数値を目標に、学習計画を立てよう！

生徒への声かけ例

生徒への声かけ例

出願指導

出願指導

※収集ができた募集単位のみ掲載。

データネットの結果確認画面図 2
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併願対象となる各募集単位の入試科目・配点などを確認

後期日程の廃止などに伴う出願動向の変化を確認

ポイント4

ポイント5

　共通テストで特定の教科・科目の結果が芳しくなかった生徒に
ついては、併願対象となる各募集単位の入試科目・配点の確認を
行うことが重要だ。例えば、横浜市立大学医学部看護学科の前期
日程では、25年度入試から３教科型の選抜方式が設けられた。共
通テストで1科目失敗してしまった看護学系統志望の生徒にとっ
ては、進学先決定の優先事項次第で、同大学が出願先の選択肢の
１つになるだろう。そうした入試科目・配点などの入試変更や共通
テストの得点、得意科目などを踏まえて、出願先の検討を行いたい。

　国公立大学の後期日程の縮小・廃止が続いており、25年度入
試でも東京学芸大学や京都工芸繊維大学が後期日程を縮小する。
例えば、京都工芸繊維大学の後期日程の受験予定者の多くが名古
屋工業大学の後期日程に出願先を変更した場合は、名古屋工業大
学の後期日程は例年よりも厳しい入試になることが予想される。
後期日程の廃止や募集人員の変更は、併願対象となる大学の入試
にも影響を与える可能性があるため、動向を確認した上で出願先
を決定したい。

大学・学部・
学科（日程）

概要

横浜市立大
医・看護（前）

５教科を課す１方式の入試から、Ａ方式
（６教科）とＢ方式（３教科）の２方式
での実施に変更する。
出願時の方式選択は不要で、６教科受験
の場合は両方式で、３教科受験の場合は
Ｂ方式のみで合否判定を受ける。

大学 詳細

東京学芸大
後期日程を153人→100人に縮小。
新たに総合型選抜（募集人員49人）を実施。

京都
工芸繊維大

工芸科学部の一般プログラムで後期日程
（74人）を廃止。
前期日程は334人→ 380人、総合型選抜
は63人→67人、学校推薦型選抜は90人
→114人に変更。

※24 年12 月までに収集した情報を基に編集部で作成。
※大学のホームページや募集要項等で最新の情報を必ず確認して
ください。

※ 24 年12 月までに収集した情報を基に編集部で作成。
※大学のホームページや募集要項等で最新の情報を必ず確認して
ください。

◉ Benesse High School Online ＞大学入試
データ＞一般選抜＞2025 年度入試情報＞入
試科目配点に特徴のある大学一覧

◉ Compass ＞判定シミュレーション＞大学検索
＞志望校 AI サーチ（β）
生徒が記入している志望校の、「設置区分」「エリア」「学問系統」
などの情報を基に、生徒の志望に合致しそうな志望校を判定ご
とに「挑戦校」
「現実校」「安全
校」に分けて
提示すること
が可能。

◉ Benesse High School Online ＞大学
入試データ＞一般選抜＞2025 年度入試
情報＞入試変更点＞入試変更点一覧

◉教育情報センター YouTube　
https://www.youtube.com/
watch?v=fIMvMqpWcvw

確認ツール

確認ツール

出願指導

出願指導

※表示している画面はイメージ。

入試科目・配点に変更があった募集単位例図３

募集人員に変更があった募集単位例図４

46 高校版  2025 January

0-01-J-23729-001 2024 年度 VIEW next 高校版 1 月合併号 46 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

12/26
引寺 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P44-47_view-next-koukou-1g.indd   46P44-47_view-next-koukou-1g.indd   46 2024/12/26   20:412024/12/26   20:41

https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/nyushiinfo/nyushi/ippan/nyushiinfo_kamoku/
https://www.youtube.com/watch?v=fIMvMqpWcvw
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/refresh/top_compass.html
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/nyushiinfo/nyushi/2023/ippan/nyushiinfo_henkou/


　
年
内
入
試
と
も
呼
ば
れ
る
総
合
型
選
抜
・
学

校
推
薦
型
選
抜
に
よ
る
入
学
者
の
割
合
が
半

数
を
超
え
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
大
学

入
試
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
前
倒
し
が
進
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
年
生
の
1
学
期
ま
で
に

生
徒
の
志
望
を
固
め
る
と
い
う
学
校
が
大
半

で
し
た
が
、
最
近
は
「
２
年
生
の
３
学
期
に

い
っ
た
ん
生
徒
に
志
望
校
を
仮
決
め
さ
せ
て
、

３
年
生
の
１
学
期
に
志
望
理
由
を
磨
き
上
げ

る
」
と
、
指
導
の
前
倒
し
を
明
言
す
る
教
師
も

増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
25
年
度
入
試
か
ら
、

新
た
に
東
洋
大
学
が
、
併
願
が
可
能
な
学
力
重

視
型
の
年
内
入
試
を
12
月
初
旬
に
実
施
し
始

め
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
入
試
方
式
の
増
加
に

よ
っ
て
、
入
試
学
力
の
完
成
と
い
う
面
で
も
前

倒
し
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
大
学
入
試
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
前
倒
し
さ

れ
れ
ば
、
教
師
に
と
っ
て
も
、
や
る
べ
き
こ
と

が
短
い
期
間
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
然
、
学
校
と
し
て
は
取
り
組
み
の
精
選
が
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
ど
ん
な

資
質
・
能
力
を
持
っ
た
生
徒
を
、
ど
の
よ
う
な

教
育
活
動
を
通
じ
て
育
て
て
い
く
の
か
、
そ
の

成
果
を
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
ど
う
つ

な
げ
て
い
く
か
と
い
っ
た
、
学
校
と
し
て
育
み

た
い
資
質
・
能
力
を
土
台
に
し
た
進
路
指
導
の

方
針
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
各
校
で
は
、
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ
シ
ー
を
踏

ま
え
た
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

進
路
指
導
に
お
い
て
も
、
生
徒
個
々
の
資
質
・

能
力
を
見
取
り
、
適
切
に
進
路
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
進
路

指
導
部
主
催
の
進
路
検
討
会
で
配
布
す
る
生

徒
把
握
の
資
料
に
、
教
科
学
力
だ
け
で
な
く
、

生
徒
の
多
面
的
な
資
質
・
能
力
や
興
味
・
関
心
、

目
指
す
進
路
に
関
す
る
情
報
な
ど
を
盛
り
込

む
こ
と
で
、
進
路
指
導
の
方
針
が
骨
太
な
も
の

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、「
こ
の
活
動
は
、
資
質
・
能
力
の
育
成
の

点
か
ら
も
不
可
欠
だ
」
な
ど
と
、
取
り
組
み
の

精
選
が
進
む
で
し
ょ
う
。

　
進
路
指
導
の
方
針
を
明
確
化
す
る
際
に
は
、

探
究
学
習
を
進
路
指
導
と
ど
う
関
連
づ
け
る

か
も
重
要
で
す
。
探
究
学
習
も
進
路
指
導
も
、

生
徒
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
点
で
は

同
じ
で
す
が
、
進
路
指
導
で
は
主
に
目
指
す
将

来
か
ら
選
択
す
べ
き
進
路
を
逆
算
し
、
探
究
学

習
で
は
現
在
の
興
味
・
関
心
を
起
点
に
今
後
取

り
組
み
た
い
こ
と
を
積
み
上
げ
て
い
き
ま
す
。

生
徒
が
自
分
の
長
所
や
生
き
方
・
あ
り
方
に
気

づ
く
可
能
性
が
あ
る
の
は
、
探
究
学
習
の
実
践

の
中
で
す
。
探
究
学
習
は
、
未
知
の
可
能
性
、

選
択
肢
に
出
合
え
る
場
で
す
か
ら
、
進
路
指
導

と
探
究
学
習
の
両
面
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
考
え

る
こ
と
は
、
と
て
も
意
味
の
あ
る
こ
と
で
す
。

　
探
究
学
習
な
ど
の
教
育
活
動
の
中
で
自
分

の
可
能
性
に
気
づ
く
た
め
に
は
、
活
動
を
内
省

す
る
時
間
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
し
か
し
、
今

の
生
徒
た
ち
は
経
験
の
機
会
は
多
い
一
方
で
、

内
省
の
時
間
が
少
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
自
分

で
、
あ
る
い
は
他
者
と
、
じ
っ
く
り
と
活
動
を

内
省
す
る
中
で
こ
そ
、
自
分
の
経
験
と
今
、
そ

し
て
将
来
の
目
標
を
自
分
の
言
葉
で
つ
な
げ

て
語
る
こ
と
の
で
き
る
「
マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー
」

が
育
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
醸
成
に
は
、
生
徒
に

最
も
近
い
存
在
の
１
人
で
あ
る
担
任
の
力
が

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
生
徒
の
マ
イ
・

ス
ト
ー
リ
ー
の
醸
成
を
支
援
す
る
面
談
の
実

現
な
ど
、
進
路
指
導
部
を
中
心
に
、
学
校
と
し

て
担
任
の
支
援
を
ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
も
重

要
な
課
題
で
す
。
さ
ら
に
、マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー

を
醸
成
す
る
場
と
し
て
探
究
学
習
は
非
常
に
有

効
で
す
が
、
探
究
学
習
を
通
し
て
生
徒
と
伴
走

す
る
担
任
の
資
質
・
能
力
の
向
上
も
、
進
路
指

導
の
充
実
に
つ
な
が
る
課
題
と
言
え
ま
す
。

　
近
年
、
多
く
の
先
生
方
か
ら
「
共
通
テ
ス
ト

で
好
成
績
を
収
め
る
生
徒
は
、
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
を
語
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
」
と
伺
い
ま

す
。
進
路
指
導
と
探
究
学
習
の
両
面
か
ら
マ

イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
醸
成
を
支
援
す
る
こ
と

は
、
年
内
入
試
だ
け
で
な
く
、
一
般
選
抜
に
お

い
て
も
成
果
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

教
育
活
動
を
精
選
し
な
が
ら
、

生
徒
に
伴
走
す
る
担
任
の
指
導
力
を
高
め
る

今
後
の
大
学
入
試
に
向
け
て
学
校
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

大
学
入
試
が
前
倒
し
さ
れ
る
中
、

進
路
指
導
の
方
針
が
必
要
に

探
究
学
習
と
進
路
指
導
を

つ
な
げ
る
内
省
の
充
実
を

（
株
）
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

学
校
カ
ン
パ
ニ
ー 

教
育
情
報
セ
ン
タ
ー
長

　

谷
本
祐
一
郎
　た
に
も
と
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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2024年10月号へのご意見

記事の図を使い、「自己調整学習」とは何かを生徒に説明
　10月号の特集の九州大学大学院の伊藤崇

たかみち
達准教授の記事は、論理的

で非常に分かりやすかった。早速、生徒に自己調整学習のサイクルやそ
の大切さを、図１を用いて説明した。負の連鎖にある生徒も、自分の状
況を把握し、意思コントロールの大切さを理解したようだった。高校は、
「学習」を通じて生徒に学び続ける力を育んでいる。その力が身につけば、
社会人になっても常に自己を調整し、仕事も頑張れるだろう。生徒に自
己調整について考えさせることが大切だ。愛媛県・私立松山聖陵高校　大谷修一

教師が目的を持って指導する重要性を再認識
　10月号の特集の九州大学大学院の伊藤准教授の記事を読み、自己調整
学習の基礎を知ることができた。図１の「自己調整学習のサイクルが回っ
ていない生徒」が例えば「やる気が出ない」場合は、授業の内容をその日
のうちに復習できるプリントを配布するなど、生徒にどう働きかければよ
いかをイメージできた。図３は、「４.自己調整レベル」に徐々に近づける
ことの重要性を理解できた。教師が日頃から目的を持って指導すること
が、生徒の成長につながるのだと再認識した。 � 静岡県　匿名希望

様々な教科の授業事例から、実践のヒントを得た
　自己調整学習を授業にどう取り入れるか、試行錯誤している。10月号
の特集で紹介された様々な教科の授業事例から、新しい試みのヒントを
もらった。特に授業事例１・東京都立多摩高校の記事で、前時と本時と
のタイムラグを活用して「問いのステップ」の解説を行う方法は、じっ
くり取り組みたい生徒とどんどん先に進めたい生徒の両方に対応できる
よい方法だと思った。　　　　　　　　　　　　兵庫県立伊丹高校　松浦雅代

生徒が自ら問題に取り組む姿勢を持ち続けられる授業を
　10月号の特集の記事から、「主体的に学習に取り組む態度」の評価方
法のヒントを得た。生徒が自分の意思で学習に取り組み、計画を修正し
ながら進める自己調整学習についてもっと研究したい。また、授業事例
３・長崎県立諫

いさはや
早高校の記事にあった「多くの教師が、『よい授業をしたら、

生徒は１回の授業で学習内容を理解できる』と思っているのではないか」
という言葉に強く共感した。私も、生徒は分かったつもりで、本当は理解
できていないのではないかと常々思っていた。振り返りのテストで正し
い答えを書けていないからだ。教師が自己満足する授業にせず、生徒に
常に問いかけ、知的好奇心を刺激し、自ら問題に取り組む姿勢を持たせ
続けることが、教師の役割ではないか。� 徳島県立総合教育センター　牧野浩章�

評価方法を定期的に見直し、評価の信頼性を高めたい
　10月号の�「事例で深める！　学習評価」の静岡県立静岡東高校の記事
を読み、観点別学習状況の評価の結果を評定に総括する際の３観点の組
み合わせを13通りのみ示し、それ以外の組み合わせとなった時は、教師
が評価結果を見直す中で、自分の授業や評価方法において改善すべき点
に気づき、実際に改善するきっかけになっている取り組みが参考になっ
た。評価の客観性や信頼性の向上を目指し、現任校でも学習評価の改善
に取り組みたいと思わせてくれた記事だった。� 栃木県立今市高校　半田高史

先生方からの
ご意見を
紹介します

　授業改善に心血を注ぐ北海道高等学校遠
隔授業配信センターの取り組みを、本誌 P.10
～ 12 でお伝えしました。「目の前に生徒は
いないけれども、できることをやる」。配信
という制約を前向きに捉え、課題に挑むこと
で生まれた気づきや工夫の数々、またその活
気。授業を配信されていない読者の先生方
にも、参考になったのではないかと思います。
　配信する授業以外での生徒との交流も、
先生方は大事にされていました。大島恵子
先生が受信校に赴いた際に見た、ある生徒
がスマホにつけていたチャームは、ものづく
りが得意な生徒の自作でした。その出来栄え
に感心し、つい出た「すごい」という賛辞が
生徒の心に残ったようで、後日、大島先生に
生徒からチャームが届けられました（写真）。
永遠に忘れたくない思い出も、一瞬の積み
重ね。きっと生徒の心のアルバムには、セン
ターの先生との写真もたくさん貼られている
のだと思います。そうした時間の堆積があっ
て、画面越しの授業は臨場感を増し、センター
は「母校」の１つになるのでしょう。（河野）

4月18日発刊
（予定）

高校版　2025年4月号

『VIEW next』の LINE を友だち登録して
いただければ、本誌の発刊時や新コンテ
ンツの公開時に通知が届き、ウェブサイト

『VIEW next ONLINE』内の該当記事に、
ダイレクトにアクセスできます。この機会に
ぜひ、友だち登録をお願いします！

［友だち登録の方法例］
•（方法①）上の２次元コードを読み取る
•（方法②）LINE アプリの「友だち追加」＞
「ID 検索」で「@view21」と入力して追加

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！
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高校版1月号
特集テーマ連動
オンラインセミナー開催のご案内

生徒の学びの機会をどう保障するか？
― 多様化する生徒、学びを組織的に
　 支援するための視点とリーダーシップ

参加費無料

生徒の学びの機会を保障する上での課題と先進事例特集解説

多様化する生徒、学びを組織的に支援するための管理職の視点とアクション
対 談

Session 1

Session 2

※プログラムの内容は変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。

（お申し込み時にいただいたご質問への回答を含むセッションとなります）

2025年3月18日（火）
15時30分～17時00分

オンライン（Zoom配信）
※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。
※登壇者の都合等により、配信内に録画再生を含む場合があります。

右の2次元コード、
または下記URLからお申し込みください。
https://benesse-hs.jp/z7xv3

2025年3月14日（金）

開催日時 参加申し込み方法

参加申し込み締め切り

形  式

対談　登壇予定
オンラインセミナー

I N F O RM A T I O N

福井大学連合教職大学院 教授、
独立行政法人教職員支援機構 フェロー

中森 一郎  先生

本誌特集

本誌の特集に対する

にセミナーで
お応えします。

もっと知りたい
もっと聞きたい

本オンラインセミナーで
は、お申し込み時のアン
ケート（2025年2月17日
受け付け分まで）におい
て多くいただいたご質問
にお応えします。

VIEW next編集部 統括責任者

柏木 崇

代半ばまでの私は、廊下ですれ違う生徒が身を硬くす

るような厳しい教師でした。厳しくする理由は曲がっ

たことが嫌いな性格にありましたが、生徒になめられたくない

といった思いも根底にはありました。そのため、校内での生徒

の行動や容儀について厳しく指導し、生徒を管理する存在とし

て虚勢を張っていたのです。

　そんな私が、ある年の２年生のクラス担任を務めることにな

りました。そのクラスには、校則違反の常連の生徒も多く、実

際に１年生の時に生徒指導で厳しく接した生徒が何人もいまし

た。「あの子たちと毎日向き合うのか。これは一層厳しく接す

るしかない」。しかし私は、すぐに考え直しました。生徒たち

は叱られても同じことを繰り返してきました。担任になった私

がさらに厳しく接しても、溝が深まるだけではないか……。

　担任としてのあり方を何日も考え、たどり着いた答えは、「自

分が変わること」でした。叱られてばかりの生徒たちは、承認

欲求が満たされていないはずだ。私が彼らを信じ、味方になる

ことで、彼らが変わるかもしれない。そう考えたのです。

　始業式で担任が私だと知った生徒たちは悲鳴を上げました。

クラス開きの時に戦々恐々としていた生徒に私は、「君たちの

ことを信じる」と言いました。保護者会でも、「子どもたちを

信頼しましょう」と保護者にお願いしました。

　もちろん、校則違反を見逃すことはありませんでしたが、頭

ごなしに叱ることはやめ、生徒の話を聞くようになりました。

また、生徒をよく観察するようにもなりました。あのグループ

はいつもゲームの話で盛り上がっている、あの2人は最近仲よ

しだ……。そうした、今まで気にもしなかったことに目を向ける

ようになると、自然と生徒が話しかけてくるようになりました。

内での私のクラスの評価は「騒がしい」から「明るい」

に変わりました。不登校気味の生徒が毎日登校するよ

うになると、同僚は「何があったの？」と驚きました。生徒に

なめられたくないといった私の気負いもなくなっていました。

　私はそのクラスを２年間受け持ちました。難関大学に多くの

生徒が合格したことはうれしかったですが、「大東先生のよう

な教師になりたい」と、教職を志す生徒が現れたことも喜びで

した。その生徒は今、同僚として私と同じ学校で働いています。

　およそ20年前、鎧を脱いで生徒とかかわったことで、私は

今も教師を続け、やりがいを感じることができています。

大東先生が指導のスタンスを変えることができた理由
と、現在に至るまでの成長を、大東先生に憧れて教職
の道に進んだ教え子の声を交えながら紹介したウェブ
オリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article30304/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。
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おおとう・のりゆき ● 同校に赴任して 9 年目。
地理歴史・公民科。世界の様々な問題について

探究する「グローカルリーダープログラム」などを通じた
国際理解教育に力を入れている。

大阪府・私立箕
み の お

面自由学園高校

大東範行　

先生なら、
どうしますか？

30

校

イラスト：カモ

天

地

0-
01

-J
-2

37
29

-0
01

20
24

年
度

 V
IE

W
 n

ex
t 高

校
版

 1
月

合
併

号
表

2-
3

Ｃ
Ｍ

Ｙ
Ｋ

色 校
12

/1
6

引
寺

念 校
12

/2
4

松
下

再 念 校
12

/2
6

松
下

−
−/

− −
−

−/
− −

https://benesse-hs.jp/z7xv3
https://benesse-hs.jp/z7xv3


大阪府・私立箕
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島根県立浜田水産高校 / 宮崎県立高千穂高校 /山形県立鶴岡中央高校 / 東京都立両国高校・附属中学校 /
新潟県立長岡向陵高校 /北海道当別高校 /埼玉県・私立西武学園文理中学・高校
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大
阪
府・私
立

宣せ
ん

真し
ん

高
校

2024年12月号・2025年2月号合併号

うえだ・まこと　同校に赴任して17年目。進路指導部長。国語科。
大阪府・私立宣真高校　1920（大正９）年設立／全日制／普通科／女子校／１学年約350人／
2023年度卒業生進路実績　国公立大は、神戸市外国語大に１人が合格。私立大は、龍谷大、関西大、
近畿大、桃山学院大などに延べ130人が合格。短大・専門学校進学180人。就職30人。

　「多様な進路の生徒がいる本校の進路講話では、すべての生徒が自分事と捉え、
将来を前向きに考えられるように話すことを心がけています」と語る上田先生。昨
年の１月に行った、２年生対象の進路学習の授業では、ラジオのお悩み相談室とい
う設定で、生徒が進路希望調査に書いた悩みに上田先生が答える動画を製作して
流した。「選んだ進路が自分に向いているのか不安で、分からなくなってきました」
という悩みに、「悩みを抱えたままのあなたで大丈夫。そんなあなただからこそ、目
の前のものを大切にすることができるはずです」と答えた。現在３年生となった生
徒は、「自分のことかなと思えて、先生の言葉がすっと入ってきました」と振り返る。
　生徒全員と向き合う一方で、生徒が自分らしい生き方をできるように、一人ひと
りにも寄り添う。上田先生に小論文の作成について相談した看護学科志望の生徒
は、「チーム医療や安楽死についてどう考えるかを先生と話すうちに、私が目指した
い看護のあり方が見えてきました」と、自身の変化を語る。「大切なのは、自分がどう
ありたいか。その答えは生徒の中にしかありません。生徒が自分でそれに気づける
よう、これからも生徒に向き合い、寄り添い続ける教員でありたいと思っています」。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

全員と、一人ひとりと
大阪府・私立宣

せんしん
真高校　上田 誠先生
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